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バルククーラーの檎造と取扱いについて

i はじめに

池内義則
(北大農学部〉

搾乳した牛乳は在るべく早<1 0 cc以下の低温K冷却し、 2等乳を出さぬよう完全K低温K保つ

1 でなく必要があるo 2等乳(落等乳ともいう)は原料牛乳の日本農林規格〈表-1)に合格し左い

牛乳のことで、その発生は春から夏にかけて多いが、とれは牛乳が細菌類の増殖適温K長くさらさ

表-1 原料牛乳の日本農林規格

項 目 特 等 手L 1 等乳 2 等乳

牛乳特有の乳白色からクリーム色ま

での色を呈し、均等な乳状で適度な
色沢公よび組織 左に同じ 左以外のもの

粘度を有し、凝固物、じんあい、そ

の他異物を含ま左いもの。

新鮮良好左風味と特有の香気を有

し、飼料臭、牛舎臭、酸臭その他の
風 味 左に同じ 左以外のもの

異臭、または酸味、苦味、金属味そ

の他の臭味を有し左いもの。

上じ 重 1 5 cc VC;t，-.いて1.028'"'-'1.034 左に同じ 左以外のもの

目旨 肪 率 3.2%以上 2. 8 %~上 2. 8 %以下

アノレコーノレ試験 反応を呈しまいもの 左に同じ 反応を呈ナるもの

同じく 0.18係 同じく O.1 8係
酸 度 乳酸として 0.16領以下のもの

以下のもの !以上のもの

新鮮度 2等乳〈いわゆる低酸度乳ともいわれるもので酸度は正常であb熱凝固はし左い

が、アルコーノレ反応は不安定である〉。

れ、細菌類の増殖による乳酸の発生増加によるもので、温度が最も重要左要素である。 2等乳

は牛乳生産者にとって非常に不利益であるから、細菌に増殖の機会を与え左いよう牛乳の温度

を下げることが重要であるo (表-2 ) 

北海道家畜管理研究錦民、第 8号、 1'"'-'1 4， 1 9 7 3. 
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表-2 牛乳中の細菌の増殖に対する温度の影響

(リーブスら、 1 9 s 3 ) 

保 存 温 度 1 2時間保存後の牛乳 100中の赤噛.数

4
0

C 4.0 0 0 

8 。.00 0 
1 0 1 8.0 0 0 

1 3 3 8.0 0 0 

1 s 4 f) 3.0 0 0 

2 1 8， 8 0 O. 0 () 0 

2 7 5 5'. 3 0 O. 0 0 0 

牛乳の冷却器具・施設Kは、従来から冷たい井戸@泉・流水左ど天然の冷水を利用するほかに、

牛乳缶内に管状の冷却部を入れ冷水を通して冷却する缶取付式冷却器、牛乳缶を水槽に浸漬し、

冷却水を循還させる缶浸漬式冷却器左どがある。とれらの冷却法はいずれも牛乳を牛乳缶K入れて

冷却するので、牛乳缶K経費がかかるばかDで左〈、その洗縦、運搬左どに可左りの労力を要し、

集乳が順調に行なわれ左l/>ときは乳質を低下させる恐れがある。特に、乳量が多く~れば益々その

欠点が大き〈現われるので、大規模経営には適さ左い。

これに対し、パノレククーラー (Bu1k Oooler又は Bulk mi1k ho1ding and/or 

。001工ng 七ank) は、元来、乳質改善を大き左目的として利用されるものであるが、牛乳を、
パノレク(bu1k ) す左わち、ばらのまま(缶左ど陀入れ左い状態〉で冷却貯蔵するので、牛乳缶

を取b扱かう手数や労力が省け、省力K大いに役立つ。更に、タンクローリーと併用することによ

b、多頭飼育trcj;.，ける生産・貯蔵@輸送面で合理イじが図られる。

2 バルククーラーの分類

( 1 ，) 原理上からの分類

パノレククーラーは原理上から直膨形 (Direo七 Gxpans lOn sys七em又は略して DX

s ys七em )とアイスパンク形 (Ioe-bank sys七em又は略して工B sys七em) trc大別され

る。直膨形は冷凍機の蒸発器で得られる低温を直接、牛乳の冷却に利用するものであ夕、アイスパ

ンク形は、冷凍機の蒸発管の周囲Kつくった氷の融解によJj.令却した冷水を 2次冷媒K使い、間接的

K牛乳を冷却するものである o
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(2 ) 牛乳の集荷方式による分類

パノレククーラーからの集乳方式によb、毎日集荷形ぐ Every-day pick up又は ED

pick up)と隔日集荷形 (Every-o七her-day pick up又は EODpick up) 

K分けられる。一般K搾乳は朝夕 2回行左われるが、前日の夕方と当日の朝の搾乳量を合せて 1日

分を毎日 1回集荷するためK設けられたクーラーを毎日集荷形といい、同様Kして、 2日分の牛乳

を隔日VCl回集荷するのに使われるクーラーを隔日集荷形という。

パノレククーラ一位 R0 0 .eから 5.0 0 0 .eまでの大きさがあるが、タンク容量は、隔日集荷の場

合、毎日集荷の 2倍を必要とするが、冷却能力は半分でよいことに左るO

( R ) 牛乳タンクと冷凍機との結合方式による分類

牛乳タンクと冷凍機は多くは同一フレーム上K固定された一体形(インテグラノレ形〉であるが、

両者を離し、蒸発パイプ。のみで連結した分離形(セパレート形〉もある。

3 バルククーラーの構造

パノレククーラーは、原乳を冷却、貯蔵するための乳容器(タンク〉、 冷凍機長よび温度制御装

置の主要部分から左b、図-llal、lb)ttr代表的左パノレククーラーの構造を示し売。同図la)は直膨形

ヲイエンク"

断熱料

タト扱

スレスト

外殻

断熱減

声、た

冷却水

73/'手ター乏ーター

ヲイニンク"

スリγv
噴射程
エ/でポレーター

(a)直膨形の牛乳タンク (b)アイスパンク形の牛乳タンク

図--，-1 パ Jレククーラーの見取図
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パノレククーラーの乳容器部分、 lb)は、アイスパンク形ノミルククーラーの乳容器部分の見取図であるo

また、図-2は、アイスパンク形のクーラーの全体断面図を示すものである。

図-2 7'イスパンク形パノレククーラー構造の一例

パノレククーラーは、牛乳という食品を入れるものであるから、その構造は、食品衛生的K適切左

もので左ければ左ら左い。外国では、 8ム(アメリカ〉長よびI.D.F 規格があb、パノレククー

ラーの材質。構造。冷却性能について最しく規定を作D、メーカーは、とれらの規格K従って製品

を作っている。アメリカ農業工学会 (ASAE)では 1CI n 2年以来日 A規格を採用し ASAE

Reoommenda七ion R25s.1とし公示しているO わが国では、まだとれらに相当する規格が

完備してい左いが、当然、これに端処して製造すべきであろう。

C 1 ) 乳容器(貯乳タンク)(milk holding 七ank)

乳容器は、牛乳を冷却、貯蔵してな〈タンクで、図-1VC示すどとく、牛乳が直接接する内壁

(工nside liningライニング〉、牛乳を冷却する熱交換部、保温のための断熱材、外殻

( shellシエノレ)、タンクを支持する脚、排乳口(アクトレツト〉なよびふた(カバー〉左どの

主要部から左b、そのほかに撹持機(アジテーター〉、計量尺、温度計、サーモスタツト左どの附

属品があ b、それらを取bつける取付補強板 (Bridgeブリッジ)を含んでいる。

A.内壁(ライニング〉

内壁の形は、図-1の角形のほかK堅形円筒形や舟底形左どがあるが、材質は厚さ 2mmのステ

ンレスステーノレ(J 1 S規格の SUS-27)が普通である O

B .熱交換部

これは、直膨形とアイスパンク形とで著しく異左る所で、直膨形では、内壁の外側底部K接して

蒸発器が取bつけられている(図-1lal)のに対し、アイスパンク形では、蒸発器は、内壁から離
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れて、水槽の中Kある。との水槽の中Kアイスパンク(冷凍機が働くと、蒸発器の周タの水が氷フ

て穴の層ができるが、との氷のj畜をアイスパンクという〉ができるわけであるが、水槽が内壁を全

部包んでいるものを浸水形、水槽が内壁の外側底部だけにあるものを浮上形と呼ぶo浸水形では、

アイスパンクの下方から空気を送って冷却水を撹枠するか、次の浮上形と同様にして、ポンプを使

って冷却水を噴射循環させることによ D、氷の融解と冷却水の冷却能力を上げるのに役立つように

しであるo浮上形では、小形のポンプを使って冷却水を吸い上げ、内壁__b穣の外周にめぐらした噴

水管から噴射させてタンク内の牛乳を冷却するしくみに左っている。

c .断熱材

一旦低温K下がった牛乳が、外気の影響を受けて上昇し左いよう、また停電時の温度上昇をある

程度なさえるため、外殻Kは断熱材を施とすo断熱材Kは、特殊コノレク、グラスワーノレ、発泡スチ

ローノレ、発泡クレタン左どが用いられているが、厚さは大体!)0 mmのものが多い。

D .外殻

外殻は、断熱材の外側を包んでいる部分で、鉄板、ステンレス、強化プラスチック左どでできて

いるが、防水性に富み、かつ丈夫左もので左ければ左ら左い。厚さは 2""3.2 m mのものが用いら

れる。外殻と内壁のつ左ぎの部分をプレスト(breas七)というが、これは、すべて熔接または

1枚もりで作b、水滴左どが外殻の方K流れ落ちるよう傾斜がつけられるO

E .脚

脚の左いものもあるが、脚のある場合、 10 cm程度の高さの調節ができるように左っているもの

が多い。

F .排乳口(アクトレツト〉

内径 35 mmまたは 4smmで、ステンレス製であるoタンクローリーからのホースをつ左ぐ所

であるから、それに合った構造で左ければ左ら左いoまた、牛乳が残b易い所であるから、分解。

洗樵の容易なものが要求される。

G .ふた(カバー〉

貯乳中のどみの侵入を防ぎ、外気と遮断するためにふたがと bつけられる。ふたは、 1個のもの

と2個のものがあb、ほとんどステンレス製で作られている。 1個の場合は、補強板がないので、

附属品はふたに取bつけられる。ふたは原乳を入れるた止の投乳口(パクツトまたはノくイプライン用〉

があb、投乳口にはストレーナーがついているものが多い。

( 2 ) 冷凍機

フレオンのようK、低温で蒸発し易い液体の蒸発熱を利用して、品物を冷却する方法を機械的冷却法
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というが、バルククーラーには普通、往復動圧縮機を用いた小形圧縮冷凍機が用いられる。

図-3は、バノレククーラー用冷凍機の原理図を示すもので...圧縮機(コンプレツサー}、凝縮器

図一只 冷凍機原理図

(コンデンサー一人蒸発器(エパホνーター又は膨張管)、膨張弁(エキスパンジョン・ノミノレブ〉、

受液器(リシーパー〉左どC主要部分から構成されているo とれらを連結するバイプ中を冷媒が通

るわけで、冷媒には多くはフレオン R-1 2又はR;_2 2が用いられる。

受液器から膨張弁を通して液化され先冷媒は蒸発器で蒸発するが‘その際、蒸発器の周囲から蒸

発の潜熱を奪う o直膨形ノミルククーラーで、は、との蒸発器に接して牛乳タンクの内壁があるので、

内壁を介Lて牛乳が冷えるとどに左夕、アイスパン月形では蒸発器の周囲に氷を作る ζとに左るo

圧縮器は、一種の往復動ポンフ。で、凝縮器から出先低圧の冷媒ガえを吸い込み、これを圧縮して圧

力を高める作用をする。圧縮機Kは開放形、密閉形、半密閉形の種頬があb、密閉形は圧縮器と電

動機が一緒K外被で包まれ、開放形はべJレド伝導によって電動機で駆動されるのが特徴であるo半

密閉形は両者の中間であるo圧縮されたガスは高圧K左ると同時陀高温とまD、との高圧、高温の冷

媒ガスが凝縮器で、冷やされ、冷媒は再び液化されて受液器に戻る己凝縮器の構造は銅パイプK冷却

フインまたは冷却ノミイフ。を組合せで作られ、冷却には空気又は水が使用される。

パJレククーラー用の冷凍機は、圧縮器、電動機、凝縮器その他を王組にまとめて作ってあb、ζ

の 1 組の?令却装置をコンデンシングユニツ♂トとい~、たいていの場合、感温自動膨張弁K よ b 自動運

転ができ、また圧力スイッデ左どを用いた安全装置が附属しているo

冷凍機の駆動Kは三相または単相の交流電動機が使用されるがーその大きさはノミルククーラーの

大きさによって異左b、 1000.&程度のもので、アイスバMク形では1.5 KW、直膨形では 1.!) 

，...._， 2. 2 KWの容量である。
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左;t-.、図一日中のドライヤーは冷媒回路中の水分を除去し、 φ ストレーナーは冷媒回路中K侵入し

たゴミを除去するためのものであb、アキユミユレーターは、低圧ガスK含まれる液冷媒が直接圧

縮機に入るのを防ぐために設けたものである。また、熱交換器は受液器から膨張弁に向って流れて

いく液化冷J某を、蒸発器から流出してくる低温の吸入ガスで冷やす作用をし、冷凍機の能力を増大

するために役立つ。

(日〉 字L温制御装置。安全装置

パノレククーラ内の乳温を一定K保ヲ先め陀γサーモスタツト、電磁弁、アイスコントローラー左

どが用いられるoまた、圧縮機の異常圧力を防ぐために圧力スイッテ，受液器あるいは凝縮器陀は

爆発防止のために溶せんがある。

A 直膨形ノミノレククーラーの場合

電源からの電気は簡議開閉器(マグネットスイッテ〉を経て、圧縮機モータ一、フアシモータ一、

アジテーターモーターを回転させる。 これらのモーターが、サーモスタツト金よび圧力スイッチ

によって制御される。

図-4は直膨形ノξノレククーラーの電気配線図の一例である。

1電源
~ ~ 

冷凍機

P 0 

一」人二鞠匂 (LLJ電磁弁
ー斗ーィキ→一九J一一一-(SVトー

ファン

1←モ〆自動 一 冷凍機スイツナ

P:圧力スイッテ 0:過負荷防止装置

図-4 直膨形ノミルククーラーの配線図
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① サーモスタツト タンク内の牛乳中又は内壁Kサーモスタツトをとbつけ、乳温がよると

サーモスタツトによ b電磁開閉器が働いて各モーターは運転し、乳温が所定の温度まで下ると、サ

ーモスタツトの働きでモーターが停止する。サーモスタツトの構造は、図-5VC示すよう K気

体封入の感温部、ダイヤフラム、接触器から左b、感温部の温度変化を気体の体積変化K変えてダ

イヤブラムを動かし、接点を開閉する。接点の開閉によb直接電磁開閉器を開閉する場合もあるが、

感温管

図← 5 サーモスタ y ト

図-6 高低圧スイッチ

B アイスパンク形パノレククーラーの場合

多くは、電磁弁を併用している。電磁弁の開閉

Kよって液体冷媒を流したb止めた bすると、

吸入圧力が増減し、圧力スイッチを働かして電

磁開閉器の開閉を行左うように左っている。

② 圧力スイッチ 圧力スイッチKは高圧

スイッチ(高圧しゃ断器入低圧スイッテ、高低

圧スイッチ左どがあるが、一般Kは、図-6VC

示すよう左高低圧スイッテァメ用いられる。

低圧スイッチは、低圧側の圧力をベローに働

かせて、低圧圧力カえある一定圧力以下K左ると

スイッテが切れるように左っている。また、低

圧圧力が一定以上になると、スイッテが入るよ

うに左っているo スイッテの切れる圧力と、U加五

る圧力との差は差圧調整ネヂKよって調整で、きる。

高低圧スイッチは低圧スイッチと高圧スイッ

テを 1つKしたものである。

③冷却水調整弁 水冷式凝縮器を使う冷

凍機では、冷却水量を節約するために、冷却水

調整弁を使用して冷却水がむだに左らぬように

しである。

この場合は、圧縮機モーターはアイスコント iローラーと圧力スイッチKよって制御され、アジテ

ーターモーターむよび冷却水循環用のポンプモーターはサーモスタツトによヲて制御されるのが普通

である。

① サーモスタツト並びに圧力スイッチ……直膨形の場合と同じであゐ乳温が一定温度以下K

下るとスイッチが切れ、冷却水の循環が止D、牛乳は冷却され左〈左る。

n 
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② アイスコントローラー

冷却水中K電極を設置してかくと、氷の電気抵抗は水よりもはるかに大きいので、冷却管の周 b

k、ある厚さの氷ができて、電極が氷でつ左がると瞬間的K電極間抵抗が増大し、電流を遮断する

とと忙な P、制御回路を開く。との原理K基いて凝縮機モーターの運転・停止を制御するものであ

る。普通は圧力スイッテと直ヂIjVCして使用する。

(企) その他の附属品

A.境枠機(アジテーター)

牛乳タンクのブリッジに取Dつけ、牛乳の冷却効果を上げるようにする。また、出荷前、短時間

K牛乳を撹枠し、脂肪の分散が均-VC在るよう設計される。構造は 2-..4枚のステンレス制羽根を

堅K懸吊した形で、羽根の形はメーカ-VCより種々のものがあるo ギヤモーター(出力100--2

o 0 W)で駆動し、回転数は 50 r pm程度が多い。

B .計量尺・温度計

スアンレス製の平棒K目盛を附けたものでL表示K左っているものが多いが、タンク断面積の大

きいものは誤差が大き〈在る傾向があるo

温度計は、一応自動通転の建前で不要のように思われるが、チェックの意味で取Dつけられる。

棒状またはダイヤノレ式のものがみられるo

4 バルククーラーの性能

パノレククーラの性能は、冷却・保冷・撹祥・各部の洗糠・耐久性左どが重要左項目であ九 3A

規格では、それぞれ詳細左性能基準を定めているo

C 1 ) 冷却性能

3A規格では次のようK規定している。

パノレククーラは次のよう左冷却性能を有するととを条件とするo

A.第 1回搾乳の冷却

①毎日集荷用陀設計されたノりレククーラーは、冷凍機を運転冷却し左がら原乳をタンクK投入

し、タンク容量の 50 %VC充たした後、その原乳を 1時間以内vc3 2. 2.Cから 1O.Cまで冷却でき、

更に次の 1時間以内vc1 0 .Cから 4.4.Cまで冷却できるとと。

との場合、原乳投入時聞は 90分で、 5分間隔に 18回の等量が投入されるo

② 隔日集荷用のバルククーラーは、①と同じよう左条件の下で、タンク容量の 25 ~手の原乳を

1時間以内vc3 2. 2.Cから 10'Cまで、次の 1時間以内vc1 0 .Cから 4.4.Cまで冷却する必要があ
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る。

B，第 2回搾乳の「令去p

毎日集荷でも隔日・集荷でも、第 2回の搾乳原乳を投入した場合、混合温度はいか在る場合でも10

℃を越えてはいけ左い。

( 2 ) 保冷性能

保冷は断熱効果いかんに帰するわけで、 3A規格では、乳温と外気温の差が 28
0

Cであるときに、

タンクを許容量まで充たした牛乳が 12時間後vc2. 8 oC以上上昇し左いよう左材質、厚さをもった

もので左ければ左らをいとしているO

( 3 ) 撹枠性能

生oCVC保たれた牛乳を 5分間(1 D F では 2 分間)境持して、脂肪率が 0.1%以下K均~VCする

ととが要求されているo との場合、撹枠をしすぎるとチヤーニングを起すので注意を要する。

(会) その他

各部の洗浄性能・耐久性左どは材質・構造に関係があり、特K防誘K注意し左ければ左ら左い。

5 バルククーラーの据付

据付が悪いと冷凍能力を低下さぜ、故障の原因陀左るので慎重K行左うべきである。据付場所は

①床が水平で丈夫左所(コンクリートカ寝適)、②凝縮機冷却用のファン排気が室内Kともらぬよ

う、風通しがよく壁から充分離せる所、③直射日光を受け左い所、④周囲温度の低い所、~;給排水

の便利左所(洗浄のため)、⑥タンクローリーとの迅結K便利左所左どが選ばれる。据付方法は、

メーカーの指示に従えばよいが、特Kタンクの水平には細心の注意を必要とし、振動の左い据付で

7をければ左ら左い。理想的には、牛乳処理室として、パノレククーラー占有面積のほかに作業用面積

( 2. 5 '"'-' 3. 5 m2 )なよびパイプライン関係施設、洗浄タンク、作業台左どの面積を考慮すべきであ

るo

6 バルククーラーの運転

バルククーラーは、ほとんどすべてが一旦正常運転に入れば自動運転に在るから、運転操作の方

法は、牛乳投入の始動時だけ注意深く行左えばよい。直膨形とアイスパンク形で運転方法が多少異

在るが、いずれの場合も洗浄には充分時間をかけ、折角のクーラーから不良牛乳を出さ左いように

し左ければ左ら左い。
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( 1 ) 直膨形の場合

A.第 1回の搾乳

①搾乳の 10""'15分前K指定の洗浄剤で乳容器を消毒するn

② 冷凍機のスイッテを入れると、冷凍機は運転するはずであるが、タンク温度が低〈、サーモ

スタツトが開路K左っていると、冷凍機は運転し左いかも知れ左いQ.しかし、原乳を投入すると、

タンク温度が上り、サーモスタツトが働いて、自動運転忙をる。普通は、冷凍機とアジアーターが

同時に逆転するように結線されているので、投乳量が少左い場合、牛乳表面でナジァーターが廻れ

泡立ちが起るととがある。とれを避けるためにアジデーターのスイッチを手動で停止できるよう K

在っているo また、最初の投入量が少左くて、アジアーターが原乳を撹持し左い場合は、原乳の凍

結が起るととがある。とれを防ぐには、冷凍機スイッテを手動で開閉を行左うか、初め陀バケツ数

はいの原乳を入れ、正常の自動運転にして沿いて冷凍機を運転するよう Kする。

@ 原乳温度がサーモスタツトの設定温度(普通は 3'C ) VC下ると、冷凍機は自動的K停止するo

B .第 2回の搾乳

2回目、あるいはそれ以降の搾乳分を投入し、乳温が上ると、サーモスタツトの働きで冷凍機は

運転し続ける。との場合、アジアーターの作用を強めるためにタ任マーを連続にしたD、手動切D

替ができるよう Kした b、e 叉、アジアーターの回転を一時、速くしたDするo

( 2 ) アイスパンク形の場合

アイスパンク形の場合は、牛乳を投入する前に必ず氷を'作ってb く必要がある。

( 3. ) 集乳

牛乳が冷えていて冷凍機とアジナーターが止っている場合は、直ちにミノレク量を計量できる。ア

ジアーターが動いている時は一旦スイッチを切る。それからアジアーターを 2""' 5分廻して脂肪の

分散をよくするo アジアーターが止ったら、集乳を始め、タンクが空に在ったら洗浄を行左う。

アイスパンク形の場合、集乳が終ったら、 Tジァーターとポンプのスイッチは切れ電源スイッ

チと冷凍機スイッチはそのまま切ら左いでお場当左ければ左ら左い。

( 4 ) 洗浄

①集乳が終ったら、直ちに水洗するO

② 洗剤を温湯 (40'C-)にとかして洗浄する。(アノレカリ性洗剤)

③ 次の牛乳投入前K殺菌液でタンクを殺菌する。(次亜塩素酸ソーダ系)

( 5 ) 停電時の運転

停電時には補助動力が必要K左ろう。予備発電機はコンプレツサー用 1馬力当 D約 2KW(の容量を
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必要とするO アイスパンクの場合は、停電中でも氷で冷却されるので、水循環ポンプ及びアジテー

ター用のモーターのみを発電機で造転すればよいo大体、直膨式のLの容量で済むと云われている。
ち

7 バルククーラーの故障診断

故障の原因は一つでも症状はいろいろあれ逆に同じ症状でも種々の原因が考えられるので一口

Kは表わせ左いが、アイスパンク形の例を表-3(1[示す。

表-3 故障診断とその対策



状 原 因 対 策

冷凍機の起動、停 1. 電圧異常 アスターにてチェック

止を頻繁忙行左う 2 単相運転 アスター陀てチェック

3. 周囲温度が高すぎる 室温測定(40"C以上の時は起動困難〉

4. 配線容量が小さい 機械全体の電気値と比較する

5. コンプレツサー不良 コンプレツサー交換

6. プロデク月一不良 プロデクター交換

7. 接触不良 ねじの締付、端子接続を確認する

8. アイスコントローラー不良 アイスコントローラー交換

9 オーノミーチャージ 適正ガス量とする

コンプレツサ-333 1. コンプレツサーロック コンプレツサー交換

廻らない 2. プロデクター不良 プロアクター交換

3. 配線不良 配線図と照合

ファンが廻ら左い 1. モーター焼損 モーター交換

2. フアンが当っている 直す

3. 配線不良 配線図と照合

機械は廻っている 1. オーバーチャージ 適正ガス量とする

が氷結不充分 2. ガス洩れ 洩れ個所を直しガス封入する

8 コンプレツサー不良 コンプレツサー交換

4. 水が汚れている 水を交換

5. 膨張弁の調整不良 膨張弁の調整

6. コンデンサー熱風の排出不完全 熱風排出を良くする

7. アイスコントローラー電極調整不良 電極調整

8. 水位は適正か 水位をオーノ」フローパイプまでにする

乳が冷えすぎる 1. サーモスタツト調整不良 調整する

2. サーモスタツト不良 サーモスタツト交換

3. 強制スイッテの切り京、れ 事製許認は、サーモスタツト作

氷結しでも機械が 1. アイスコントローラー不良 アイスコントローラー交換

停止し左い 2. N 電極調整不良 電極位置調整

3. 配線不良 配線図と照合

4. 電極固定不良 固定する

原乳が?令え左い 1. 冷凍機不良 冷凍機の項参照

2. ウォーターポンプ不良 分解修理

8 配管不良閉塞 分解掃除

企. スプレイパイプノズノレ閉塞 分解掃除

5. 撹枠不良 アジアーターモーター交換

6. サーモスタツト不良、調整不良 調整する→交換

7. 配線不良 配線図と照合

8. 乳量が多すぎる 適正乳量にする

9. 氷が少在すぎる 適正氷量にする
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8 バルククーラーの開通点

( 1 ) 利用のための集団化

C 2 ) 諸設備の整備

① 道路の整備(タンクローリーのため) ② 冬期間の除雪

③電源の三相化

C 3 ) パノレククーラーの選定

①形式…・・直膨形かアイスパンク形か

② 容量…-・・乳量、集乳方式Kよってきめる

@ 性能…… 3A規格K適ったもの、特K制御装置K注意を要する

@) 価格…・・・

(豆電気料金…・・

⑥ アフターサービス…...

⑦ 耐久性…-・・特K底板の錆K注意すべきである。

C 4 ) 情In卸装置の問題点

① 引込線は直接ミノレクハウス陀すべきである。牛舎幹線からでは容量不足のなそれがあるo

~) タンクローリー用のアワトレツトを別に準備して長〈。

③ アイスパンク形の制御は、コンプレツサーはアイスパンクの温度又は氷の厚さで行左い、

アジアーターと水循環ポンプは乳温Kよって制御するO との場合、アジテーターのみの運転

可能Kしでなく。

直膨式の場合は、サーモスタツトで直接コンプレツサーとアジアーターの運転を情附]する場合と、

サーモスタツトに電磁弁を組み合せて制1却する場合があるO 何れも圧力スイッチの併用が行左われ

るO
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パノレクミルクタンクの性能試験

斉藤 亘

(道立中央農試)

1 試験目的

近年、 1乳牛の多頭飼養化Vことも左い、生乳の生産・貯蔵・輸送ジコベテムの改善金よび合理化が要

求されている。との合理化を進めるに当って、省力化と経済性の追求は当然左がら、品質保全につ

いても検討を要するo

一方、 とのシステムの重要左ポイントと在るミノレクタンクの普及が急速陀のびつつあるo 欧米で

は、このミノレクタンクは食品衛生上から厳しく規制し、 3 A基準、 IDF基準左どを設けている。

また、普及K当っては電化の方向、道路の整備左ど問題が多い。

そこなこの際、牛舎K施設されるミノレクタンクの特性をは握し、充分検討し、導入基準を策定

する必要があると考えるO

2 試験方法

1 )供試機

道内K導入されている(通称バルククーラー)ミノレクタンク全機種、なよび今後導入計画のある

もので、導入機種の中で最も容量の大きいもの(原則として 50 0 L以上)を対象とする。左おi

供試機は、ミノレクタンクなよびクーラーの他ヘ‘必要装備品ずべてとするo

2) 試験期日・場所

(1) 試験日

昭和 46年 7月 19日より 7月 24日まで 1 、

(2) 場所

道立中央農試(長沼町)農業機械部不凍実験室

3)試験項目

1)、 2)
ミノレクタンクり性能は-; .3 A なよひ IDF 左どの基準を参考陀するが、次の調査事項につい

て行左う。左長、本機械の性能をよ D確実左ものとするため、必要に応じて現地での利用実態調査

も合せて行左う。

北海道家畜管理研究会報、第 8号、 15 "-' 3 3、 1 9 7 :3 
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4) 試験担当

道立中央農試農業機械部

道立十勝農試農業機械科

北大農学部農畜産加工機械学教室

3 試験調査項目

本調査はミノレクタンクの1)材質 2)構造 3)性能左どKついて行う。調査の要点は次の通

Dであるo

1 ) 材質調査

牛乳陀接する箇所は、 3A基準Kもある通り 18 - 8ステンレス(c含有O.1 2場以下)とし、

プラスチック・鋼材をどは用い左いとと。材質は特別左場合を除き、聞き取り調査で行左う。

2) 構造調査

(1) ミノレクタンク

大きさは導入機種中最大のものを調査するが、最も普及している型のもので、良い。タンクの底の

形状は、 3A基準の通 bとするが、洗浄が容易であることが望ましい。密閉式のものは、自動洗浄

装置を有するとと。据付けの脚は、調節可能左もの。容量グージは、全容量の 0.5%目盛とするo

温度計は、 3A基準の通りであるO

(2) クーラー

冷却性能の項の基準能力を有するもので、使用モーターは、 ;) 0サイク";レで、原則として 8相の

もの、しかも防水対策が充分であるとと。

3) 性能

(1) 冷却

冷却方式を調査し、毎日、隔日集荷別にそれぞれ 1回の投入を全量の 1/2か、 1/4とし、 1

回の投入量を 1/L8VC分けて、 5分なき、 9 0分で投入を完了するo投入水温度は32.Cで、 4

℃までの冷却り経過を調査する。

との 4.Cまでの所要時聞は、それぞれ1/ム 1/4容量で、投入し始めから、 8時間 30分を

めどとする。第 2回目以降は、投入中タンク内液温度が 1O.Cを越え左いものとする。

(2)保冷

断熱材なよび厚さを調査い容量 10 0婦に満した 4.Cの冷水が12時間経過後K上昇する温度

を測定する。外気温が 3O.C程度で、無風状態で、冷水が 7.C陀達しては左ら左い。
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(3) か〈はん

かくはん機の構造を調査する。取りはずし可能が望ましい。性能としては、容量別VC4.Cの静止

状態Kなける牛乳フアツトをかくはんし、 5分間後の分散を調査するO 脂肪の士 o.1 q;，を許容限界

とする。また、かくはんによるフプットの凝固はさける。

(4) 投入口

投入口の形状を調査する。紙状の交換ろ紙が使用できるとと。

(5) 排出口

排出口の位置、コックの長さ、大きさを調査する。

(6) 洗浄性

洗浄が容易であるとと、 I 特陀コック類・ブリッジ・アジテータ・ガスクツト類7jどK注意するこ

と。ミノレクタンクはかの訟の特性であるので、標準洗浄用器具を付属するとと。

(7) 耐久性

タンク内張りが変形し左いこと、外装も腐触せず清潔左とと。

的(1) 3 A基準民米国の IAMFES(牛乳及び食品衛生国際協会入 US P.H S (米国公衆衛

生局)D I C (賂農業協会)の 3ヲの団体(乳業メーカ一、国家、乳機メーカー)で制定した

乳機の衛生基準である。

(2) I D F基準とは、 International Dairy Federationという名称で、 1967

年モスクワでデンマーク・フランス・ドイツ・オランダ・スウェーデン・イギリス各国代表が

会議を行左い、取り決めたミノレタタンクの基準である。

4 試験結果

1) 供試機諸元

供試したミノレクタンクは 16機種で表 1VCその概要を示したo型式としては、冷却方式別K直冷

式、 (Direot Expansion)と製氷式 (Ioe Bank)とがあるo直冷式は冷媒ガスカヘタ

ンク底面の蒸発器 (Evaporator)で、膨張、気化する時K冷却作用をするのな直膨式という。

製氷式は、一般Kはアイスパンク方式と言われ、間接式とも言われるが、まず、冷却管を水K浸た

し、管壁K氷を作bその冷却水 (Chilled Wa ter) をタンクにふりかける。との製氷式には

タンクを冷却水Kつけてしまう浸水型(東式〉と全〈浮き上げた浮上型(土谷式)とがある。また、

冷却水タンクを離別した分離型(富士)があるo との分離型と似ているが、直冷式でコンデンス性

能を高めるため、クーラーとタンクを分離してクーラーを日陰の戸外K出すものがある〈ガ一トン〉。
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分離型として一体型とわけるべきであるが、パイプさえつ左げは可能というものも多いので、使用

者はこの点注意を要する。

との諸元の項目を理解するために代表的左冷却系統図を図1VC示した。
圧縮機

(oompresser) 凝縮機

図 l 冷却系統

(comdenser) 

t 

J 
しー

タンク j 

冷却管

(蒸発器〉

(Evaporator) 

一ーーーノ

) 

8 
膨張弁
( Expans ion) 

Valve 

左軒、機体の概略図を供試機別の試験結果の表の中に示した。

2) 材.質

受液器

(Receiver) 

(1) 材質で最も重要左ととは、牛乳の容器として長年清潔さを保た左ければ左ら左い。このため、

牛乳K接する部分は'¥ 1 8 -8ステンレスで炭素含有量o.1 2 1，であるととを要求している(3 A 

基準)。とれはJ1 S規格では SUS27VC相当する。タンクが大きいため、あるいは、エパポレ

ータの取り付け左どで、タンクは底部と壁部と 2分割して、造られるのが普通で、この接合部はす

べて熔接して左ければ左ら左い。この熔接材は母材と同様のものを要求される。勿論、表面は滑ら

かに仕上げ左ければ左ら左い。

調査の結果は、供試機のすべて治法見格通りであった。

(2) 次Kタンクの断熱効果であるが、とれは保冷性能の項で検討すること医して断熱材としては、

その要求されている効果が持続する材料を用い左ければ左ら左い。とのため、非政湿性であるとか、

弾力があって、縮ま左い材料が要求される。との材料としては、発泡性プラスチック材を用いてい

るものが多いカk断熱材を張D付けたものもあれそれらは、長期的Kは断熱効果が落ちるかもし

れ左レョ。
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3) 構造

(1) タンク構造で最も重要左のは、毎日の使用の都度、洗浄が容易で衛生構造を有しているとと

である。とのためタンクの内部コーナーの制約があるO それは、 13 50以下の内角を持つ場合は、

そのコーナーが 12.7 mm R (3 A ) ，....，_， 2 5. 0 mmR ( 1 D F )以上としているO しかいとの取

り決めは、牛乳K接する箇所で、それ以外は 15. 0 mm R ( 1 D F )以上としている。

次VC... タンク内Kは、言十量スケーノレ、温度計等が入るがとれも全部取りはずし可能で左ければ左

ら左し令。

供試したタンクの形状には、舟底形、箱形、円筒形等が有D製作の容易さから、国産で、は箱形、

円筒形が多いが、との点コーナーのしぼり Rを充分配慮、し左ければ左ら左い。

(2) 排出口については、集荷タンクローリのホースを結合しをくては左ら左心従って、出来れ

はどの機械も、同ーの取り口であるととが望まれる。しかし、との点では、 3A=外径 38. 1制lrt

以上、 1 D F = 5 0.8伽 φ以上と基準が異在っているように、まちまちである。しかも、実態調査

では半数が、排出口取D付けで左く、ホースをタンク内K入れる挿入式であった。

(3) タンクには、水準器を取り付け、常時チェックすべきであるO タンクの底部は、主として排

乳のため傾斜し(1/2 0程度入とれが、また傾斜したコンクリートの上陀セットされるの宅、

脚は調節可能で、少左くとも 50 mmの動きが左ければ左ら左い。実態調査では、脚台K、多孔質の

レンガを用いているものもあった。

タンク置場はタンクの購入とともに急造したものが大部分であれ据付K充分配慮すべきだろう。

(4) 温度計は、冷却作動を制御する上、大切であれタンク容量が最低 20"""30o.?(IDF"""

3 A )から適正作動が要求されている。実際の測定範囲は、 0'""'40 .Cであるが、-2 O.C近辺か

ら10 0 .C位まで安全で左ければ左ら左い。ただし、タンク内の牛乳の指示温度計とクーラーの制

御とは無関係というものが多く、との辺の設定の差の割り振りを適確につかむととが利用上大切で

あるO

(5) 容量グージは、 l目盛が容量のO.5 %以下(1 D F )を示すもので左くては左ら左いと言わ

れている。言い換えれば、あま D底面積の大きいタンクは、目盛の誤差が大きく左るから、まずい

というととであるO しかし、あまり底面が小さいとタンクが高〈左れ手洗浄が困難と左ムタン

ク内へ入って洗浄すること K左るO 叉、舟底形であれば目盛の読み取 Dが、上下で大きく具在るだ

ろう。

-19ー



4) 性能

(1) ととわD

冷却性能は、各主要左基準点をなさえて、記λした。 A.B点は、第1回投入で、 A点は投入後

6 0分C1 OOC以下に左ること入 B点はそれから 60分後C40C以下K左るとと)とした。 o点

は第 2回投入が 1OOCを越えたかどうかを長さえた。左長、保冷12時間後の平均温度(撹持5分)

を言十った(図 2参照)

左台、冷却保令特性Kは、外気温度が、か左 D影響するととが知られている。そのため 10 0 m3 

の不凍実験室を加温して用いた。室内温度は 24
0

C，....__，28
0

Cであった。左台、との試験は、各国と

も温水を使用している。冷却のととだけ考えれば、比熱が問題と在るが、牛乳と水では大差左いの

で、水を用いた。(図 8参照)

(2) 冷却

冷却性能は、集荷が毎日と隔日で異左ム冷却方式によっても異在る。能力としては、毎日の場

合、容量 50 0;，投入後、 32. 2 oCの牛乳が1時間で10 oC vl:在るととを要求されているo

ただし、容量 500;，投入Kは幣しの実際を配慮、して、 18固に分割して 90分で投入される(3 

A )。

第1回の投入と同時にスイッチ・オンするが、製対式の場合は、あらかじめ充分氷を作つてなく

必要がある C8 ，....__， 1 0時間必要〉。

隔日の場合は、容量 250;，-C，同じ方法で行う。(図 4参照)

牛乳温度が低〈在ると、冷却速度(減温/時間)が鈍るが、次の 1時間で企.4"Cに在るととが要

求されている。温度K端数がついているのげF→℃としたからである。要するに、 32.2 oCから4.4

℃まで 3.5時間で冷却すれば良いという ζ とである C3 A )。例えば、 10 0 0 Lタンクであればi

毎日集荷の場合は、 1日の搾乳2四分でタンク容量 1000;， と在るO そとで、第2回目の投入は、

2.8
0

Cまでさげてから容量 50 0;，の牛乳K対して、 32.2 oCの牛乳を追加することに在る。が、こ

の時、冷却中止状態であれば、 32. 2 oC + 2. 8 oC / 2でその他の熱の出入Dが左ければ、牛乳の温

度は 17.5 oCVl:在る O しかし、 3-A基準で、は、これが 10 ocをこえては左ら左いとしている。 1

DFでは液温35 oC牛乳を投入し 8時間後vl:4 oCまで在れば良いとしている3)。

冷却アストの結果は、各供試機別性能表に示したが、 3A， 1 D Fいずれかの要求される範囲内

K、供試機のすべてはなさまった。

しかし、製氷式で製氷量の調節が適当で左かったれ試験中で、第 2副目、第 3回自の投入間隔

が短かいため氷がすっかり溶けて温度が上ったという例もある。また、冷凍能力が大きいため、毎
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日集荷型として試験して、第 2回自の投入で、 3A基準の 10 .C以上に在ったというのもある。と

れは 1D Fの基準では問題左〈毎日でも使えるものと半i断する。隔日左ら、全〈問題左い。

この隔目、毎日の利用は、乳牛の頭数が増加してゆく経過で変る場合もあり、利用上の都合で毎

日として利用する場合もあり、毎日の性能も充分把握して好く必要がある 。(図 5参照〉

(3)保冷

保冷については、材質の項でも述べた断帯効果で、外気温、通風性左どに影響されるが、企 .Cvc 

冷却して容量 10 0 ofrvc満した牛乳が12時間後で、温度上昇3.C以内す左わち 7.C以上K左ら左

いよう要求されているo冷却の項でも 1O.Cという温度の限界点を引いているが、 7.C'""lO'Cと

いうのは、細菌の活動が活発陀在る境い自の温度と理解してよい。

試験の結果は、すべてが満足すべきで¥電気工事左どで、半日程度の停電が起った場合でも、搾

乳時間を避ければ、問題左いo ただし、タンク液表面の温度がか左り上昇するので、 O.5""'" 1時間

なき K数分、撹持の必要があろう。

(4)撹枠

撹枠はタンク内の牛乳の冷却を均-vcするととと脂肪検査に必要である。とれは4.CVC保たれた

牛乳を 5分間境枠して(1 D Fでは 2分間とじている〉。脂肪率の差が 0.1aft.，以下陀均ーするとと

が要求されている。との場合、あま b撹作をしすぎると(時間的K、作動的Kも入脂肪の凝固が

起るから、冷却中は、ある間隔をな¥i:Iて行うと治、 2段切り換えがあって、冷却時と検乳時と回転

数が異るといった配慮もされているO

今回は、保冷アスト後の撹枠で、タンク内温度差が瞬間的陀均ーにされる状況をチェックした。

左軒、との性能Kついて北海道酪農検査所が調査した結果を表2VC示した。

(5) 消費電力

電力量は、直冷式では投入と同時にスイッチ・オンし、容量 10 0 OJ，満たいそれが4.C迄冷却

された時迄の総所要電力消費量を出し、 lOOO.e.当 bで算出した。また製氷式は、投入前、 10 

時間与し主主~.kし、充分、氷のついたところで、投入し 4.C まで冷却した電力量で表わした。

lOOO.e.当 b電力消費量の比較で、直冷式は 15，.....， 20KW.h、製氷式では 30'""40KW

.hであった。ただじ、製氷式は、次回からは製氷K要する電力は少左〈在る。というのは、'前回

の氷が残っているととと冷却漕に最初用いる水が15 .Cで、とれが、すでに4.C程度迄冷却してい

るので(高くて 7.C位入次に氷をつ〈るととは最初よ D電気消費量が少左〈左るはずであるo と

のように考えると製氷式では、実際の利用では、 20，.....， 30KW.hと在るO 要するに所要電気量

では直冷式が大きいが、泊費電力で、は、製氷式が多く左っているo とれは、との程の冷却方式では

T
ム
q
u
 



一般的に言えるととで、重要左ことはまずミノレクタンク導入地区の総体の電気容量を充分配慮して

機種なよび数量を決定すべきである。(との際の電圧ドロップは、冷凍能力Kか左 D影響を与える)

(図 6参照)

注(3) 3 A基準では、 1000.t毎日式で、第1回目(rL3 2. 2 'Cの液 50 0 .tを4.4 'Cまで下げる

のに投入時間を含めて 3.5時間で完了することを要求しているO

単純計算で、は、 1時間当りななよそ4，40 0 Ko al の吸収というととに在る。一方、第 2

回目で、は、最高温度が投入最後の1.5時間後に左るから、 8，2 0 0 K 0 a 1 を1.5時間で吸収

すれば良いことに左久時笥当り 5.5 0 0 K 0 al と在る。従って冷凍機の特性では、第 2回

目の 10 'Cを越え左いというととがより厳しく在る。 在台、計算式は次の通Dである。

L (T1一万)
K=1.1X '. r..一一一 (Koa l/h) 

H 

K 冷却に要するカロリ-

L さく乳 1回当りの量

T. T2 冷却始，終温度

E 冷却時間

注(4) 一般に搾乳し、輸送の合理化からすれば¥隔日利用と在るが、年聞を通じて、搾乳量の変動

が大きし本道Vてないては最高期の7月と最低期の 2月では、半分以下と左るO そ ζ ど、一法

として、最高期の乳量時陀毎日式として用い、最低時陀は隔日式として利用すれば、冬期間の

交通の使からしでも合理的であると考えられるo (図?参照〉。

5) 費用

費用Kついては、年間の固定費と、変動費を求めればよし牛乳£当りで表わすのが通例と左っ

ている。そとで¥固定費は、新調価の大きさが問題で、わが国の場合は、事縄、普及の歴史も浅く、

とDきめが難かしい。在かでも、製氷式と直冷式の製造原価の比較がはっきりし左い。図 8(rLタン

ク容量別の小売価格を示した。直冷式は、輸入品が多〈、国産の製氷式と大体同じで、ななむね、

1 0 0 0 .t級100万円である。欧米の例では、 1 0......... 2 0 場直冷式の方が安い。国産の場合もそ

のよう左価格が示されている。

次K変動費は、主K電気料金である。図 9(rL試験の結果から、電気料金を示した。これからもわ

かるように、製氷式の電気料金は1.0 0 0乙当九月額とも陀直冷式より高い。いずれをとっても、

製氷式は不利であるKもかかわらず製氷式が普及しているのは、1)地区の総電気容量が不足してい
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る場合、 2)毎日、または、半日出荷が多〈、短時間陀急、冷を要する場合左どがあるからである。

念のため陀表 8陀直「令、製永式の相違点をあげた。

きて、欧米の例左どを参考vc1..0 0 0 L級隔日集荷陀ついて計算すると次のと長りと在る。

1.000L級ミノレクタンク新調価

耐用年限(残存価=0 ). 

年間償却費

利 子(平均価格の 8必う

据つけ場所

修理費

年間固定費

電気料(月額 3.0 0 0円)

労賃

消毒その他

年間利用経費

P 

1 0年

， P̂ ~ P X 1 0 % 1 0 ‘'.. ..L V IU 

-?× 8場=PX4%
PX2% 

P X 1. 5弼

P X 1 7.5弧(P=lOO万円〉

100万円X1 7.5 % = 1 75，000円

3 6. 0 0 0円/年

2 1， 0 0 0円/年

1 5. 0 0 0円/年

7 2，00 0円

2 4 7，0 0 0円/年

隔日集荷であるから毎日 500L.¥ただしとれは最大量として、その 80%を平均とすると、年

間14 '6.0 0 0 Lと左り L当り費用は、1.7円/乙であるo もし、毎日集荷用とナれば、新調価が、

7 0万円と左り、電気料金が少し安ぐ左 b、労賃1.5倍としても、年間 20 8，0 0 0円/年と左り、

乙当りで、は、 1 4円/乙とをる。

6) あとがき

搾乳牛の飼養管理は従来のBucke't Milkers-Manure Fork方式では 30頭程度が限

界であろうo との方式で、まだ続けているのは酪農実習生の長かげと言い切る経営者も居る。

道の第 8期計画の 50頭搾乳で‘は、飼料方式はMi工king Parユour-Barn ，Cleaner-

automatic feeder sァstemを採用せざるを，得左いo とのよう陀在るとか走りの投資を

要するととであろう。従って選択する施設機械は充分飼養頭数陀見あった機能を発揮し左〈ては左

ら左い。

かつて、酪農専門家から、施設投資の大きさは全搾乳牛の購入額ょ b上まわっては左ら左いとい
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う話を聞いた。とにか〈多頭飼養は投資効果が最大の問題点と言われている。加えて牛乳は一般農

産品と異り、毎日出荷し在〈ては左ら左い、すぐ口陀入るものであるといった製品の流通、食品衛

生の面での厳しさがある。従って、とのミノレクタンクの性能試験を取り上げる陀当っては、従来の

機械プロパー的在感覚とは異った食品衛生面での配慮を必要とした。先進諸外国ではか左り以前か

らミノレクタンクの基準が決空り、今回各方面から資料の提供をうけた。またミノレクタンクの製造メ

ーカ一、ディーラーは心よぐ協力してくれた。

ただ¥我々試験担当者が性能試験前陀現地調査をして感じたととは、使用者は品質改善、省力化

とタンクの効用陀ついて話をしていたが、タンクへ貯蔵するまで、の搾乳、投入の問題、タンクのな

かれている場所、あるいは乳業メーカーのタンクローリーのミノレクタンクからのミノレクの取出し方

法左どを見て、バクテリア陀対する無防備さを感じた。また、省力Vて長いてもパーラーも左いノぐイ

プラインも左いミノレクタンクの意味を考えさせられた。

性能試験に対するわれわれの態度も反省さぜられる点はあった。計画が急で、準備が不行届の面

があったし、撹枠性能左どはミノレクを用意出来ず測定が出来左かった。しかし輸入製品でかをり実

績のある機械ととれが第 1号機という国産品を 1ケ所K集めてみるといろいろを意味で参考K在る

点はあったよう陀考える。

との結果の結論は、短期間の性能ではどれもが充分能力を有するというととである O 若干の不満

はあるとしても決定的左欠陥で左いと考えるo ただ、据付けに当っては、電源、道路の状態を充分

配慮して、出来れば個別導入はやめて、町村役場、農協左どを通してか左りの利用集団をつくり、

導入計画をたてて行うべきであると考える。

。左為、とと陀あげた成績は、昭和 46年度の成績で、 47年度には、 20機種程度の調査を終えて

いる。また、エンジン駆動による試験も実施しているo
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表 t 機体調査表

銘 柄 東冷機工業 KK 北富士電機家電 KK本多製作所 オリオン機械は 土谷KK製作所 ガートン クポ~
海 KK アルフアラ，，~

販売会社名 東冷機工業KK
富士電 電

KK本多製作所 オリオン機械は 土谷 KK製作所 楢崎産業 KK 道クボタ販鉄工E禿A 北海道 KK

型 式 AK10叩製氷式 FBC75日製氷式 HBC-11日;製7.!<A 国 110 製氷式 THY-6製氷式 D2-3日日直冷式 aF650直冷式

機
~ゴ-・ 量 d 1，日日日 7 5日 1，日日日 1， 2 0日 1，日日日 1 1 4 0 6 5 0 

体 金 長田 2，2 5日 2， 6口口 +α 2， B 9日 2， 6 2日 2，5 0日 1，96 5 Xα 2，2 5 0 

主 会 幅四 1 5，1 4 1， 3 00 1， 3 2 0 1， 4 5 0 1， 3 2 0 1， 3 9 0 1， 2 B日

要
金 高岡 1 5，5日 1，2 2 0 1， 5 8 0 1， 3 5 0 1， 2 6日 1， 1 2 0 1，2日日

寸

法 直 径四 1， 5 1 4 1，2 B 0 

重 乾 燥 重~ 5 6 0 6 6日 1，日日日 B 0 0 約 P日日 6 4 0 4 5 0 

畳
鮒フトム有(勢無 有(10コOX型50鋼X5〕 無 無 無 無 無 有

貯乳冷凍部位置 離 離 結 結 結 灘 自世

形 式 円 筒 形箱 形 箱 形箱 形箱 形箱 形円 筒 形

タ 内稽・材質厚さ 8U8-27 2 8UH-2Z 2 8U8-2Z 2 8U 8-2 Z 2 8U8-2Z 2 8U8-27  8U8-2Z 1.2 

外槽 /1 /1 鉄 板 2.3 8 U8 -2 7. 2 8U8-2Z 1.5 FRP合成. 4 8U8-24. 12 8U8-27  8U8-24. 1.0 

ン 底面 /1 /1 鉄 板 3.2 SU8-2Z 2 8U8-27 鋼(71<槽rFRP合成. 4 鉄 板。日 8U8-27  8U8-2Z 2.3 ポンデ 亙鉛メツキ 2.3

ふた /1 /1 8U8・2Z 1日 8U8 -2 Z 1.2 8U8-2.Z 1.5 8U8-2Z 1.5 8U8-24. 1.5 8U8-27  8U8-24. 1.3 

貯 ク 断熱材種類 グラスウ-JL 発泡スチロール ，、寸ラック クレタンホーム 発泡スチロール
ポリウレタン

クレタンホーム
膨張フオーム

/1 厚さ 5日 5日 5 0 5 0 5 0 8 0 5 0 

爽 材 質 8U8-27  8U8-27  8U8-27  8U8-27  8U8-27  8U8-27  8U8-27  

/1 枚 数 2X2(大.小) 2 2 2 2 5 2 

撹
/1 長 さ 大:4625 小3125 4 5 0 5 4日 5 5日 5 2 5 6 0日

駆動軸材質 8U8-27  8U8-27  8U8-27  8U8-27  8U8-27  8U8-27  8U8-27  

/1 外径 2 4.5 3 2 2 2 1 6 1 6. 0 1 9 2 5 

梓

単相 210DO0W V 5相1・4220D日DWV 5相lH220000WV モー揖ー型式 5 本.~日 210000WV 5相M 120日日0WV 単相 2205D0W V 5相eM206日5Wv 

異軸滋速法 ギ ヤギ ヤギヤード ギ ヤギ ヤナイロンギヤ ギ ヤ

H 回転数 50HZ-75r:pm 5 0 - 7 5 5日-30 5日-3 0 5 0 - 50 5 0 -2  4 5 0 - 3 3 

機
乳 H 固定方法 ポ Jレ トポ Jレ トポ .n- トオf -'" トポ .n- トねじ込み ポ -'" ト

H 回転方向 右 右 右 左 右 右 右

乳投入口形式 1 3 8 91 円型 2 95X3 0口角型 3 1日戸 円型 495X359角型 3 6日91X2 1 9 0 91X 2 1 9 5戸

網・ロ紙・有無 無 金網・布・白紙 打按・ロ紙 金網・白紙 日戸タパンチング
メ ル. 白紙

無 無

付 乳排出口形式 3591-9目。 3991 -3品目。 3491 -9日。 3 5戸-9 00 4 6戸 -36目。 35戸-36目。 4691-3600 

脚 型 式
角型チャンネル 銀メツキ ユニクロボルト

ボルト B本
ユニクロボルト

パイフ・
6日
4本
戸 ボルト 3 0戸

ポルト 4 本 1インチボルト (2591)6本 4本 4本

H 調節範囲 日-40 日-70 日-30 ロー1日日 日-10 0 日-55 日-1 0 0 

属 ふた把手有無 有 有 有 有 有 有 有

/1 製式 角型(片手〉 角型(両手) 角型(両手) 角型(両手〉 角型(片手〉 一枚プ久片開 角型(片手)

計量尺型式材質 角板 8U8-27 角板 8U8-27 角板 8U8-27 角板 8U8-27 角板 8U8-27 8U8-27  

部 装 容量表示方法 A (無) 四→ 8(無) i (検) 8. K@(無) m →8(検) 回→ A(検〕 8 (検〕

温度計型式 線 状棒 状棒 状ダイヤル式 棒 状様 状棒 状

P 計測範囲 日-1日日℃ -2日-10日℃ 日-100'C -20-60'C 日-50'C -200''-11 O'C 日-50 'c 

置 水問書有無・型式 有 球 無 有 球 無 有 球棒状水平器附属 有 球

材質はすべて脚
備 考 自動洗滋機有 以外18-8非磁

気性ステンレス
スチー.n-
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ミユラー .t"リオン機械は ウエドホルム KK本多製作所
クボタ

シンプレックス 三菱電機 KK アルフアラパル エイシヤイドアルフアラパん

日本牧場設備KK オリオン機械KK。北販海道売ヰセキは KK本多製作所 ク道ボタ販鉄工K売K 東急自動車 KK 三菱電機 KK 長瀬産業 KK南海道自動車k.1l
1M回-40日直冷式 国 W-135直冷式 DF-623直冷式 HBC-54-2A C-Ir F 1 0 0口 F T S 1 1日 CB-50-B U K 2 0日

KW1日日日-1

1.51 4 1，5 0口 1， 8日日 5 4日 P日日 5日日 9 0口 2 0 0 1日日唖E

3， 2 2 6 2，4 5 0 3， 1 7 5 2.1 1日 2.1日日 1. 4 4 5 2.8 2 5 141 1国軍

1，2 B口 1， 5 1 0 1， 5日日 1， 1 4 0 1， 2 7日 1， 2 5日 1.0 3 0 
タンクのみ

7 1 5+α 1 5 1日間部

1， 2 3 4 1， 6日日 1， 5 5日 1， 4 6 0 1，2日日 1， 3 5 0 1. 2 7 0 " 8 5日 12181111/1 

1. 1 5日 1， 4 1 0 u 7 1 5 141 1ft 

4 5日 5 5 0 7 5日 約6日日 5 5 0 約5日日 ?日日 約 1日日 約 250K@ 

量悪
有 (755X50X3 有 (100X日日X3

有 有 無 有 無 無型鋼) ロ型鋼)

結 離 結 離 離 離 結 離 雄

舟 形舟 形舟 形円 筒 形円 筒 形 結 形箱 形 円(輸送筒鱗形形) 円筒形

SUS、:2Z 2 SUS-2Z 3 SUS-27  SUS-24. 1.5 SUS-2Z 1.2 日 U S I S U S I S U s SU5 

SUS-27 2 SUS -2 4. 0.8 う UきS ぼり
SUS-27  

SUS-2 Z 1.2 SUS-24. 1.2 I S U S 鉄 板 S ロ 日 SUS 

SUS-2Z 2 
SUS-27 3 

SUS-27  ポンデ鋼板
SUS-272.口

SUS-24. 0.8 亜鉛メツキ 2.3

SUS-.2 Z 1.5 SUS-24. 1.5 アルミ板 1. 5 STJS-27 SUS-24. 1.5 s U S I S U S I S U s sus 
コ ル産ク) ウレタンホーム 発泡ワレタン 発泡ク.レタン 発泡ウレタン
(スペイン グラスウール ウレ夕、ノフォーム

5日 50 5 0 5 0 5口 約 5口
約 35問視

SUS-27  S U S -2  7 SUS-27  SUS-27  SUS-27  s U S I S U s sus-
2 2 2 2 2 2 2 4 2 

4 5 7 5 8 0 4 5日 6 0口 5日5 6 1 U 概畦図参照 624 

S U S - 2' 7 SUS-27  SUS-27  SUS-24  SUS-27IS  U S I S U g sm-

2 5.3 1 5 2日 1 6. 3 2 5.0 1 9. 0 2 0日 4 0 唱加盟φ

単相 2 0 
2日日 W

5相1H21.日o0日WV 5相1H20.2250PV S 単相 26050W V 5相VH1207D0WV 単相 210日D0WV 12A 5相 2日日 V 5相 3 5 W 単相22日¥'I.120W

ギ ヤギ ヤ ウォームギヤ 2段 ギ ヤギ ヤギ ヤ サイクロ減速機

5 0 -3 0 5 0 -3 0 50. 10日rpm2段 50 rpm 3 3 42 r pm(50HZ) 31~OIτぷ吻E 25rpn¥'n 

5 戸ピン ボ .n.. ト半回転固定 ボ .n.. トポ J1.. ト ねじ込み ポ .n.. ト ねじ込み

右 左 左 右 右 右 右 右

1 8日戸円型 495X359角型 2 5日戸X2 5 5日間戸円形 1 95 pf 円形 209戸X2 円形 196pfX2円形 -'~プライン穴有 円形 19 1加盟世

無 金網・ロ紙 打抜布袋 無 無

3.5.9- 9目。 3 5戸-90
0 35五百 -36目。 内径 46戸(3600) 内径 4 6 m..pf 内径 4 6岡戸 吸 ヲ| 式 内径 582副都世

角型 ステンレス ボルト d本 ホワ4ロ8pfウ軟鋼4本 ボルト 4本 ポルト 4本 ポルト 4本 ポ J" ト 4本 無
4 8.5 o 3本

日-60 日-1 0日 日-10 0 日-5日 日-1 0日 301111/1 

有 有 有 有 有 有 有 無 有

角 型 角裂(片手) 角型(両手) 角型(片手) 角型(片手〕 角型(両手) 角型(両手〕 片手

角棒 SUS-27 角板 SUS-27 角板 SUS-27 角板 SUS-27 SUS-27  平 角平 角 無

圃→ s(無) s. K評(無〉 a 4 
s (検) 英ガロン 4 無但し今後は瑚

ダイヤル~ ダイヤ.n..型 ダイヤルサーモ ダイヤル式 律 状 ダイヤ J" 式 棒 状取付穴有 dータ一式

-15-35'(: -2日-6口℃ 5-55'(: -30-40'(: 日-5 0 '(: -1目下ー1日目。F 日-50'(: 日'C-35'C

有 球 無 有 球 付無(但し今る後は
け )

有 球 無 無 無 無

輸ンポて送グ冷レ却錨ーー型形すタで捜のるγリコニ-'~
盛冷繭かけ幾式

入し
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銘 柄 東 富 士本 多オリオン 土 谷 ガートン
クボタ
アルフアラパ"'"

型 式 A K -1 0日日 FBC-750 H B 0-1 1日 BR  - 11日 T H Y-6 D 2 - 5日日

乳冷却方式 1 . B I.B 1 . B (浮上) 1 . B . 1. B D . X D.I 

冷媒種類 R-1 2 R -22 R-22 R-12 R-12 R-12 R-l 2 

エノ叩レータ丞拭
1 5 守o 1 5管oコンジ⑪エ 16戸鋼管折返し 19O鏑管折返し 1砂奪棺折返し プレート式 プ νート式
鋼管コイル状 ツト 折返

n 全長.[li"蔽 7 0， 0 0日間2 4 8，0 0 0皿 2 1 9 0 3 6 O. 0.0口 (幅5臥備さ)15

コンプレツサー
開 放 型密 閉 型省、 閉 型密 閉 型半密閉型 密 閉 型半密閉型

型 式
冷

/1 

モーター出力
075KW 200V 1.5KW 200V 1.5 KW 200 V 0.75KWX2 1.5KW 200V 1.5KW 200V 1.5KW 200V 

/1 
単 相 5 相 5 相 5 相 5 相 5 相 5 相

モーター出力相
冷

凝縮機型式 空 冷空 冷空 冷空 冷空 冷空 冷空 冷

/1 断面積 350X500X9日 660 X 34 oX200 400X620X2日日 420X550X110 420X22日X525 672X355X292 420X220X525 

凍

冷却用ファン数 2 1 1 2 

アキユムレータ
無 無 有 有 無 有 無

有 無

ドライヤー有無 有 有 有 有 有 有 有

却

ストレーナ有無 無 有 有 有 有 有 無

機 ト一一一一一一

電磁弁有無 有 無 無 無 有 無 有

受液器容量 5目51¥9 5 $ 5 t 1 0 i 

膨張弁型式 自動(温度式) 自動(ダンホ持 自 動 自動(ジェット) 自 動

H 調整有無 有 有 有 有 無 無 有

部

ポンプ有無 う ず 巻う ず 巻堅 型羽型(浸水) う ず 巻

循 モーター型式 単紹 1465rpm 5 相 5 相 5 相 5 相

/1 出力 1 5 0 W 8 0 W 4 0 0 W 40 0 W 4日OW

環

制御方法 氷 厚 み氷 厚 み水温電子サーモ 氷 厚 み水 湿

水 ポンプ吐出量 1 2 5 P 1200P/h 7 5 0 A 

そ の 他

タンク底しぼり半径 1 5.・ 3 0 3 0 3 0 4 5 3 5 

タンク関口縁 1 0 as 2 0 1 5 1日 2 0 無 無

タ カバー内縁半径 3.5回 5.0 4.5 5.0 4日 3 0 

ン カバー最大開度 取りはずし 取りはずし 37
0(.スト:メパイサ) 4[1'(ストツパ付) 5 50 ( ー1方付で

ストツパ ) 
2 8 9 0 

ク

構
ア(底ジ面テ泊ータ位置) 
当らの高さ 2 2 0・z 5 0 5 0 1 2 0 2日 2 5 1 5 

造 乳(温計H 位置) 4 0 0回 調節可能 調節可能 調節可能 1 5 0 約 45 2 0 

計量尺位置 2 0 日 .. 8 0 8 0 約 45

排(床面出か口υむ位高さ置) 約 2 0日目 約 24 0 480+(日-50) 40日+(口-100) 18日+(日日〉 約 25日 75+(ロー10日)
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ミ、E ユフー ー オりオン ウエドホルム 本 多
クボタ

シンプレックス 菱アJ"フアラバルアルフアラバル

MS-400  BRD-135 DF-623  HBC54-2A C R-F 1 0日日 F T S 1 1 0 CB-50-B U K 2 0 0 

D.X D.X. D.X 工cH.・BlI.nk D・X 工.B D.X D.X. 

R-12 R-1 2 R-12 R-22 R-22 R-22 R-1 2 R-12 

プレート式(ク
プレート式 銅

銅管 シエール
プレート式 銅 管 プレート式 プレーダト形式〉

1Jl矛ツド辺巧ム〕 管アンドコイル (シリン

1/3 容量 6 G O. 9 11f タンク底全面 底全面と両o側.. 
4 6 迄

密 閉 製 密 閉 型密 閉 型 密 閉 型 密 閉 型 密 閉 型 開 放 型密 閉 型

1.5KW 200V 五75KW200V 五5PS 220V 0.7 K W 2.2 K W 0.9 KW  3.7 K W 1. 1 KW  

5 相 5 相 5 相 単相 2 0日V 5相 20 0 V 単相 2 00 V 5相 20 0 V 220/380" 3相

空 冷 水 冷 空 冷 空 冷 空 冷 空 冷 水 冷空 冷

480X510X23日 4.5 9 11f 260X290 

2 1 2 1 1 

無 無 無 有 無 有 有

有 有 有 有 有 有 有

無 有 無 有 有

有 有 有 無 有 無

3 G 6.5Kg 

自動~・ンホス) 内部均圧式自 動自 動自 動自 動

有 有 i有

コントロー
吹Gク臨・ンもZど〆りフ満イ跡JLクdι干

Jレボックス

2 5 3 0 5日

1 5 1 0 3 0 

5 7. 0 3.0 

4 9 5 2 D (支持様) 4 1 

2 8 3 7 

調節可能

140:t40 260+(日-1'00) 約22 1 

注:1 c e B a nk =製氷式

( 1. B. ) 

無

堅 型

単相 20日V26A 

日 52KW

水温電子サーモ

20440fr mi n 
(1440rpm ) 

1 5 

1 5 

1 2.5 

取りはずし可

調節可能

底最底目盛 150.0
から 19 0闘

Direct Expansion=直冷式

(D. X. ) 

有 無 有 無

2 9 7 0 5 5 

無

1 4.5 

9 0 取はずし可 取はずし可 取はずし可

1 8 2 5 6 0 5口

2 7 0 調節可能

6 0 5 0 8 5 
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表 2 機種別撹祥試験結果

l
N
C
l
 

項~目、~機\種寸1 ミユラー 東 東 土谷

富士 本多 オリオン ガ一トン かE同Uレム .梅沢

1.8 0 0 s I 1.0 0 0 s I ? 00 s I 1.0 0 0 13 ?50s 1.20013 1.80013 2.00013 I l.b 0013 1.20013 

直冷式製氷製氷製氷 製氷 京~ 7Jレく ポ11iて~ ;1レく 直冷式直冷式 製氷

試条
対象乳量 Is) 1.3 ? 0 ? 50 615 300 300 500 

ふ
900 500 960 500 

1 )内は容量K占める乳量 ( 7 6) ( 7 5) (88) ( 30) (40) (50) ( 25) C 53) ( 42) 

一一
験件 静止時間(時間〉 6 7 6.5 9 9.5 11 9 8 8 

A 1侵;) 3.58 3.1企 3.25 3.85 3.42 3.50 3.84 3.89 3.83 3.80 
2 分

B (q{，) 3.58 3.15 3.28 3.86 3.41 3.51 3.83 3.90 3.86 3.? 6 

脂 A l%l 3.5 9 3.1'5 3.27 3.80 3.41 3.50 3.7 5 3.88 3.84 3.7 8 
3 分

B l%l 3.58 3.15 3.30 3.7 7 3.42 3.51 3.76 3.89 3.82 3.74 

肪 ム l係) 3.59 3.15 3.2 s 3.82 3.41 3.5 2 8‘80 3.89 3.85 3.7 6 
5 分

B l係} 3.5 7 3.15 3.28 3.82 3.42 3.51 3.81 3.90 3.84 3.7 5 

率 A l係} 3.5 9 3.14 3.27 3.80 3.41 3.52 3.7 9 3.88 3.85 3.76 
7 分

B 1%1 3.58 3.1 ij 3.26 3.81 3.42 3.52 3.7 7 3.90 3.85 3.75 

1 。分対照 I%J 3.59 3.15 3.26 3.81 3.40 3.5 1 3.79 3.90 3.85 3.7 5 

クリームラインの消失する時間白う 1 1.5 1.8 2 0.5 

均質化K要した撹持時間 白う 2 2 2 2 

(注)A • B は採取ク所 (北海道酪農検査所〉



表 3 直冷式と製氷式の比較

直 冷式 製氷式 イ庸 考

所要電気 大きい づ、さい 1 50%は大きい

消費電気 ィ、さい 大きい 2 5係程度大きい

稼 働 率 6時間/2時間=25Jバ2問/時間=83% 製氷式は昼夜働いている
凍 結 少しある 全く左い

据付場所 /J'¥さい 大きい
体績で 30%程度大きい
重量で:40 OJ，大きい

系住 持 費 小さい 大きい

取 扱 ~ 容易 やや難 水そうの洗じよう、バクテリヤ

l耐周年限 長い 短い ふしよくが大きい

i新 調 イ面 安い 高~ !(20係は安価に出来る〉

C ，(!，!.且"

ほ

N

W

@

1

8

7

6

5

4

ec
務

思

Y" I "m.糊
.L j 
~2j'C ! .! 
lO々 ; 0.11 
柿o I t.‘ 

Lt ; !可、:‘ ¥1a，
..... ~ I . I ¥_ -h.._ 
ヨ，1 Q.J4 ・.1・......j_
吋/!iJ¥¥i¥
" ♀メーふ to f汁と出 I ~""'..\今

'81r・-~mt... ・ー・・竺9!R-・-，，-帽。ーー・屯T-O ， 四申園二%ー
恥 4も -:7 - Q8t - I 

』・‘ lL-L-J.・ a:2 ・-
qO Iω110 12a 130 140 150凶o17Q I仰向。2加 .210220230240 2502ω 

4寝入昭防怜終;忠勝間 tか 分

，.，. WCJ 
。直3令式t{毎日裳街附}
. 噌 {問日市 p
n甥米式{みB ・3
Q9 " ('.宮・〉

図-2 供試機のム.B. C各点温度と 4
0C到達時間

-30ー



i-

タ~}(:.25とcJ$jをと〉〆/メレJ 外交Zヲ2と

~// 

h 
'"ト

タf
オよ

平f

7.∞o 

6.000 

、R?ちβiJO

却μ()(}O

カ
1<ai'Cl?O 
dzooo 

.cL.o 2.0 .3.0 

クーラ d馬 yフ

外気の相違Kよる冷却能力の比較

32 
ぴ~'，
¥ 
¥ 

¥ 
--.3A STANDARD 
"" upper liml t line 

¥ 
¥ 

'-...JP.A 

............ 

............ 

図-3

P.B 

30 60 90 120 150 180 210 
TIME PROGRESS min 

1rom starf of throwlng Into 

。
4 

隔日利用の冷却経過図-4

タ慎25c(京劇't)

!5:α?o 

山
弊
零
均
的
W

能
力

之~otJo

毎日.隔日利用の冷却
能力比較

/，000 

タンク忍霊乙

図-5

-31-



n

u

A

V

、J

司

J

の

&

れ

い

笹
川
電
力
量

。
Jil例。直冷£
民製3に~.

，s∞J...2ω 5∞!∞0 
'1シク容:1

1.0 

。

タンク容量と消費電力量図-6タンク容量と所要電力図• .，..-6 

/80 

;，.仰

80 

ノ60

13 

t2 

q 

8 

11 

.2tJtJO /OCltJ 1500 

タニク湯量i〆。
フ
A
L
J
 

TIM，
 

6 

-~1""" ，.'， -，2 3斗 56 7 S q 1011 12.月
ミルクタンクの価格図-8

-32ー

生乳生産量の動き(北海道)図-7



everyday 
every other day 
everyday 
every other day 

D.X. 0 

• 
ム1.8. 
a 

• 

yon.-.--
戸勺000UHers 

300 

A 
A 2001 

ω凶
o
z
q
z
u ムム

ム

• 。
• 

ム
• 。

Q 

。
100 
υ
一
一
位
ト

ω
凶

J

凶

ぷ
ud

h

1

 

6
付

5

4

3

2

n/
刊

の

凶

O
ぽ
《
工

υ

M

r

n

υ

ト
巴
ト

υ
U
J凶

1500.._ 2000 
litter 

CAPACITY 

A

A

A

 

0

・
• 

。
ム

1000 

TANK 

ム
ム
。

ム

500 。

• 
o DIRECT EXPANSION (lOAY) 
. 砂 {2 h ) 

ムICEBANK (1 " ) 
i I .. I '1 t (2 " ) 

500!000 15002000 iiffer 
TANK CAPACITY 

• 
I
H
-
-
L
 O
 

消費電気料金

-33-

図-9





バルククーラーの乳質管理について

大 浦義 教

(北海道酪農検査所)

はじ Jめに

乳質改善の歩みをふbかえっでみると、古くは昭和 9........11年K北海道牛乳改良共進会、 12"-'

1 4年に行幸記念北海道牛乳改良共進会が風味、レダクターゼテスト、ゼジメントテスト、ナノレコ

-)レテスト、脂肪率、比重を審査項目としてt 夏期間を中心に開催されている。その後戦争の進展

Kつれて、牛乳は軍需要品として利用度合が高〈左れ質より量の生産に重点が台かれてきたため

乳質改善K対する意欲も沈滞し、増産共進会Kとど古る状態K左った。

ととろが昭和:30年とろKいたり、牛手L、'乳製品の需要が急激に伸長し、とれ陀とも左う乳業工

場の新増設が盛んに左れ全国的左原料乳の不足をきたし、乳業者間の原料乳争奪が展開された。

とのようを情勢下で再び質よりも量の要求が強く左払乳量を獲得する手段として、乳質を度外視

した過剰サービスをする乳業者もでる始末であった。

その後、生乳生産はj廊用K伸びてきたが、一方牛乳、乳製品の需要の伸びが鈍化するかたわら、

世界的左生産過剰陀ともをい、貿易自由化の波が強〈左れさらに牛乳、乳製品の品質なよび価格

K対する消費者の批判が高主れ食品公害との関連を追及されるK至った。

昭和 42年Kいわゆる加工原料乳不足払法の施行Kとも在って社団法人全国乳質改善協会が設立

され、各都道府県の乳質改善組織が強化されるように在ったが、以上のよう左乳質改善運動は古い

歴史をもっているにもかかわらず、一貫性K乏ししその時々の情勢陀押流されてきた経緯が、乳

質停滞の大き左原因の一つ陀在っているものである。

乳質の定義Kは衛生的左乳質と理化学的左乳質の二つの意味があれ前者は細菌数や乳房炎乳の

よう左病乳の有無や、農薬台よび、抗生物質の残留、間接的Kは酸度、アノレコール反応、レサズリン

還元をどが関係する。後者は生乳の一般組成と各成分の性状が主体と在るが、風味長よび色、沢、組

成、異種成分の混入左ども関係する。

一般的陀乳質改善とい今と細菌数だけ陀片寄った考えを持つが、上記のとなり総合的左乳質を対

象としたものでをければ左ら左い。

そとで、をず参考主で陀本道に長ける乳質の概要を述べてから本論K移るととKする。

北海道家畜管理研究会報，第 8号， 35........会人 1 9 7 3. 
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1 本道の乳質状況

(1) 2唱し率

日本農林規格Kもとづいて 2等乳と格付されたものであるが、その大部分はアノレコーノレ反応

陽性乳である。第l表Kより年次的推移をみれば急速K減少しているが、その主在る原因を推定

してみると

① 1等乳との乳価差が著しく左り、経済的左影響が大きい。

② 2等乳を買入れず、返却するところが多く左「たので、とれに相当する数量は統計から

除かれている。

③ 乳質改善の指導が普及した。

④ 生産者一戸当りの乳量が増加することによって、一部の不良乳が混入されても、反応が

軽度に在る傾向がある。

第 1表 2等乳率の推移(年平均率)

(2) 細菌数

食品衛生法の規定Kもとづき、製造工場到着400万i/me以下の生乳を出荷するように指導を

行「ているが、との改善の転歩が遺憾左がら遅々たるものであって、関係者の今後の努力を期

待するものである。

第 Z表は 46年度の全道乳質改善共励会の成績である。とれは比朝包K気質の良¥!l地区を対

象としたものであるが、細菌数400万以下のものは、 6月78.3係、 7月50.0係、 8月s5.1 

¢、 9月75. 0婦で気温の影響がみられる。
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第 2表合乳細菌数(4 6年乳質改善共励会成績)

細九三 6 ? 8 9 メE』I 言十

腕) (%) (%) (%) 弱)

50以下 1 5 (9.9) 1 3 (8.5) 1 3 (8.5) ワ (4.6) 48 (7.9) 

5 1----1 00 12 (7.9) 8 (5.3) 11 (7.2) 1 6 ( 10.5 ) 47 (7.7 ) 

10 1-----200 3 s ( 2 3.6 ) 12 ( 7.9 ) 24 ( 1 5.8 ) 34 (22.4 ) 106 ( 1 7.4 ) 

201-----300 3 7 ( 24.4 ) 15 (9.9 ) 32(21.1) 26(17.1) 11 0 ( 18.3 ) 

::¥ 0 1--....40 0 1 9 ( 1 2.5 ) 28(18.4) 1 9 ( 1 2.5 ) 31(20会) n 7 (15.9 ) 

401--""500 9 ( 5.9 ) 13 (8.6) 16 ( 1 0.6 ) 1 3 (8.6) 5 1 ( 8.4 ) 

5 01----600 8 (5.3) 1 5 (9.9) 11 (7.2) 8 (5.3) 42 (6.9) 

601--""700 5 (3.3) 12 (7.9) 8 (5.3) 会(2.6 ) 2 9 (4.7) 

マ01~8002(18)11(72)1l q(46〉 1(06) 21 (3.4 ) 

!801以上 ljq心川l子りいい 2)112 (7.9)! 57 (9.4) 

(3) 乳成分

第 3表は全道の脂肪なよび無脂固形分の平均と量的関係を示したものであるが、本列、lの乳成

仔陀比較していづれも高率と左っている。

しかし、本道の乳牛改良目標(脂肪率3.60仇無脂固形分8.5 5' % )陀示されて凶る如く

今後は無脂固形仔に主力を注ぎ改善を図る必要がある。

第 3表 脂肪と無脂固形卦の量的関係

平均成分(相加平均) 回帰よりの
年度 試料数

無脂固形
相関係数 回 1帯 式

標準偏差肪

3.48% 8.33% 
42 1.6 99 0.33※※ 8='7，171+0.332F 0.169 

(σ: 0.16 7 ) (σ: 0.1 7 7 ) 

3.5 7 8.40 
44 1.764 

(σ: 0.16 9 ) (σ:0.133) 
0.2会※※ 8=7，429+0.2 7 2F 0.1 s 4 

3.55 8.41 
45 614 

(σ: 0.1 56 ) (σ:0.142) 
0.2 s楽※ 8=7，41.2 +0. 2 81F 

!」
3.60 8.41 

46 
(σ: 0.1 32 ) 

0.21※楽 8=7，600+0.225F 0.14 
(σ: 0.140 ) 

注 σ:標準偏差 ※※: 1婦の有意水準

8 :無脂固形舟 F:脂肪
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2 バルククーラー乳の乳質

(1) 2等乳の発生状況

第 4表はパノレククーラー(アイスパンク式〉を設置した農家の庭先検査Kないて 2等乳と在

った例数を単純に表記したものである。この落等原因について現地の推定Kよると、

① パノレククーラーの故i患なよび停電

③ 1回の投入量が少量のため、かくはんが不能

③ 貯乳時聞が 80....... 9 0時間の長時間K卦よぶものあり

④ 初乳または末期乳の混入

第 4表 ノりレククーラー乳の 2等乳発生実例(4 6. 5. 2 fi ....... 4 7. 3. 2 0一紋別地区〉

一一
年月日 2等乳量 出荷間隔

1日当り ノクミーララクー
機種 原 因/16. 

投乳量 容量
一一一

K9 [(，タ ι 
46. 8. 1 6 6 7 6 700.0 1日台き 350 ワ00 安藤式 パノレククーラーによる

" "1 7 6 3 5 7 9 7.0 " 395 1.000 " " 
" " 25 456 ワ69.5 " 385 " " " 
" "28 46 4 9 8.0 " 25 0 " " 
" 11.12 164 482.0 11 240 700 " 
" 11 21 642 458.0 " 230 11 " 取扱及管理不良
47. 1. 6 411 342.0 8日名、き 85 1.000 " " 
11 "1 3 6 0 2， 4 0 4.0 2日なき 1 3 5 " 11 11 

11 11 1 8 684 2 4 6.0 8日なき 60 7 0 0 " 11 

11 11 24 558 3 9 0.0 11 1 5 0 1.000 " " 
11 " 28 O 1 8 621.0 11 155 " lf " 
1/ 2 5 6 8 7 226.0 " 5 5 7 00 11 " 
1/ "22 o 02 5 96.0 fI 1 50 1.000 " fI 

fI 3 4 623 412.0 11 100 11 fI 

" 
" " 6 

432 374.0 " 90 7 00 11 11 

" 11 1 O 687 401.0 " 100 " " " 
計 16戸 7.91 6.5 
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(2) 細菌数、細胞数、乳温等の実例

a 中標津地区の例(4 5. 9. 2........， 3.) 

第 5表乳温と乳量

月日
9月 1日 2 

試区分
夜 朝

料番τラ 乳温及び乳量 乳温及び乳量

7 、
A !'i"C s70.t 

B 

。
1シ

D 
2'C 310.t 

I E I 

日 8 日

夜 朝

乳温及び乳量 乳温及び乳量 8 0係アノレ|コーノレ反応
〆 ラト

8'C 550 f， 会.5'C 745.t ←) 
そ P 

1 4'C 340.t 4.0'C 6 90..t (ー〉

;> 7 、
(ー)

16'C 160.t 5.0'C 310乙
;;:. 

12'C 470乙 2.5 'C 620.t (ー〉

戸 7 

(-) 
15'C 280，ι 4.0'C 5 50乙

第 5表につい丸2日夜の場合Aは追加投入で 8'C、Bは第 1回目の投入終了時点で 14 'C、

Cは同時点で 16 'C、Eも同時点で 15 'C、Dは追加投入で12 'Cと左っている。 3日朝のタ

ンクι ローリ一積込み直前の乳温は全部 5.0'C以下K在っている。

第 6表細菌数と細胞数

試番
夜搾乳直後細菌数 1 3時間入冷直却保持し

タンクロiーリー
細胞数 工場到着時料号 朝乳混 後細菌数 積込直前細菌数

A 9 7 l' 5 8 2 8 0 1 1 0 Ii 

B 2 2 8 7 2 7 3 0 

C 110 9 0 2 2 0 3 0 1 3 0 

D 6 6 5 5 7 8 3 6 

E 1 6 7 I 8 0 1 8 8 4 5 

第 6表陀ついて搾乳直後とは第 1回の投入終了時直後とは第 1回の投入終了時直後陀パルク

タンクから採取した試料の細菌数であり、投入前の細菌汚染の影響が大きい。をなタンクロー

リーに合乳されて工場に到着した時点の細菌数は 13 0万であった。
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b 北見地区の例(4 5. 8. 2 8 ....__ 3 0 ) 

第?表乳温と乳量

28日 2 9 日
区

夜 朝

搾乳時 混入前 混入後 混入前
分
乳温 乳量 乳温 乳温 乳量 乳温

℃ K9 ℃ ℃ Kタ ℃ 

A 3 0 110 5 6 210 6 

B 25 200 5 7.5 400 5 

。 ? 120 5 7.0 245 4 
D マ 1 7 0 6 6.0 350 7 

E 6 120 5 7 240 8 

F 6 90 5 マ 160 8 

一-
30 日

夜 朝
タン矢車

混入後 混入前 混入後 集荷時

乳温 乳量 乳温 乳温 乳量
気温

℃ K9 C ℃ Kタ ℃ 

G 340 6.5 6 435 6 

? 。50 5 ? 7 80 5 
6 :3 5 0 5 5 495 5 

5 450 5.5 6 日40 会

6 日80 3.5 6 

4.5 6 325 I 5 
l..-園ーー

第?表K合、て。冷却中の生乳K温乳を投入した場合の前後の乳温差を測定したものであって

投入後はいづれも 10 'C以下であった。

第 8表細菌数と細胞数

区
29 日

2 8日夜 朝 夜

混入前 混入後 混入前 混入後
分

細菌数 細胞数 細菌数 細胞数 細菌数 細胞数 細菌数 細胞数 細菌数 細胞数

万 万 万 万 万 万 万 万 万 万

A 20 140 121 220 10以下 160 10以下 180 10以下 180 

B 18 5 7 10品作 54 10以下 48 10以下 60 10以下 4ワ

C 1 0以下 R 0 10以下 48 10以下 会O 10以下 35 10以下 45 

D 10以下 170 10以下 150 10以下 160 10以下 14，0 10以下 142 

E 10ふf下 30 10以下 28 10以下 33 25 34 10以下 30 

F 10以下 30 10以下 30 10以下 日0 10 以下 34 10以下 28 i 
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3 0 日
区

朝 タンク車

混入前 混入後 集荷時

介
細菌数 細胞数 細菌数 細胞数 細菌数 細目践女

万 万 万 万 万 万

A 10与tF 140 10以下 120 30 150 

B 10与.tF 3 7 10以下 40 10m  

G 10以下 30 10以下 3 0 1 0ιC下 30 

D 10与t下 99 10以下 1 50 6 9 14告

E 10品作 30 10以下 2 5 10ιC下 28 

I F i 10灯| 28 10メ下| 30 1 0ιr下 24 
ー

第 8表陀づいて。隔日集荷ではあるが、細菌数の大部分は 10万以下であるO しかし細胞数の

多いものがあれ乳房炎卦よび異常乳の存在が考えられる。

c 紋別地区の例(46. 7. 5) 

第 9表個乳の細菌数

主主
出 荷 状

時刻 乳温

℃ 
1 7.45 1 1.0 

2 7.5 5 8.0 

3 8.05 6.0 

4 8.25 7.0 

5 8.35 4.0 

6 、8.50 6.0 

? 8.55 10.0 

8 9.05 7.0 

9 9.40 6.0 

10 9.45 5.0 

11 9.50 7.0 

12 10.10 5.0 

況

問 隔

下ι広ー 日

" 
11 

11 

" 
11 

" 
11 

11 

隔 日

f一惇- 日

隔 日

参 考
細菌数 細胞数

乳量 銘柄 容量

万 万 Kタ ι 
向日 49 5 30.0 A社製 1.000 

10 5 2 460.0 11 " 
1.500 120 626.0 " 11 

10 ワ2 540.0 " " 
3 7 91 f) 20.5 11 " 
18 42 413.0 " ワ00
325 60 548.5 " 
15 12 348.0 H ワ00

3 5 60 542.0 " 
10 42 307.0 11 

1.000 3 s 416.0 " 700 
410 3ワ 743.0 " 1.000 
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法
出 荷 状 況 長~ミ 考

細菌数 細胞数
時刻 乳温 間隔 乳量 銘柄 容量

℃ 万 万 K9 ・9、J

13 10.1 5 3.0 隔 日 810 2 5 593.0 A社製 1.000 

14 10.30 6.5 1/ 1 5 48 960.0 " 1.00 0 
1 5 11.20 4.5 下ι手ー 日 10 9 O 889.0 B社製 1.800 

16 13.40 4.0 日高. 日 3 90 64 698.0 A社製 1.000 

1守 13.45 3.0 " 6 0 85 ? 43.5 1/ 11 

18 13.50 3.5 博ムー 日 1.000 10 512.5 " " 
1 9 14.00 4.0 隔 日 250 28 633.0 H 

" 
20 14.10 4.0 " 6 ? 0 6 0 515.5 1/ ワ00

21 14.25 4.0 毎日 120 23 5 19.5 " 1.000 
22 14.30 6.0 隔日 1.000 s2 333.0 1/ ? 00 I 

14.40 3.0 1/‘ s 5 80 fi ? 3.5 /1 1.000 

平均 10.50 5.6 一 3'40 53 568.0 

第 9表Kついて023例のパノレククーラー乳の平均出荷乳温は 5.6'Cであるが、 J伝 1が 11 'C 

.16. ?が 10 'Cのように高温のものがあった。主た細菌数の平均は s4 0万であるが、/伍3が

1.5，0 0万、必11，¥必18、必 22が1.0 0 0万であって極めて不良宏生乳の存在する実例

である。

第 10表出荷時刻と乳温

むパ当 '4.4， "c以下 も.5'C~ 9.9. 'c 10 "c以上 計

10.00以前
1 8戸 2 11 

(4.3 ) ( 34.'8 ) (8.? ) ( 4 7.8 ) 

8 4 1 2 
1 0.00以後

(34.8 ) ( 17.4 ) ( 52.2 ) 

9 12 2 23 
計

( 3 9.1 ) ( 52.2 ) ( 8.? ) ( 1 0 0.0 ) 

注 ( )内は婦

第 10表Kつ加え3A規格の 4.4'C以下K該当するものは 3，9. 1係であ「た。出荷が 10時

以後に左り、貯乳時聞が長いものは特に温度管理を注意し左ければ危険である O
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第 11表 出荷間隔と細菌数

よtf1 0万以下 1 1万~ 110万~ 410万~ 1.100万
計

1 0 0万 400万 1.000万 以上

3 日 2 。 8 1 3 時メー- 日
(21.8) ( 8，7 ) ( 13，0 ) ( 56，5 ) ( 13，0 ) 

4 3 2 8 1 1 0 
隔 日

( 4'.4 ) ( 13.0 ) ( 8.7 ) ( 1 3.0 ) (4.4 ) ( 43.5 ) 

4 8 4 3 企
計

(17.4 ) ( 34.8 ) ( 1 7.4 ) ( 13.0 ) ( 17.4 ) ( 1 00.0 ) 
a 

注 ( )内は必

第 11表についてO 毎日出荷と隔日出荷K区仔して細菌数をみると、 100万以下のもので

は毎日 8戸、隔日 7戸、 400万以下のものでは毎日 10戸、隔日 9戸で明らか左差は見られ

をい。

第 12表 レサズリンテストの結果

〉そ 。 1 2 8 4 計 平均値 標準偏差

戸 Fコ P 戸 戸 戸

46.ワ :3 9 35 2 7 6 0.51 0.55 

8 42 :3 7 8 2 1 85 0.62 o目77 

9 53 18 14 85 0.54 0.76 

小計 134 90 1 9 Z l 246 0.56 0.71 

47.1 48 18 14 5 8 88 0.88 1.10 

2 43 18 14 2 6 ワ8 0.91 1.24 

3 5 1 1 s 8 1 2 ワ8 0.5 5 O. 9 1 

小言十 142 47 36 8 11 244 0.7 7 1.10 

27 6 1:1 7 55 10 12 490 
合計

( 56.2) ( 28.0 ) ( 11.2 ) ( 2.1 ) (2.5 ) ( 1 0 0 ) 
0.66 0.98 

第 12表についてo0------1級陀該当したものはワ '""'-'9月がC)1. 1 %、 1'""'-'3月が 77. 5 ofoで夏

冬の計は 84. 2必と在「ている。前記のプ 1)ード法陀よる細菌数よりも良い倍果と左「ている

が、ことで問題陀在るととは、パノレタクーラー乳に対するレサズリンテストの適応性であれ

冷温保存乳を対象とした場合の検査精度の検討が必要であるη
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貯蔵乳の細菌数変化(3) 

1 9 7 1 )陀よれば、中標津地区になける 24戸の酪造家からにド帯広畜産大学の報告(三浦

8月の盛夏になけるパノレククーラー乳の細菌陀ついて調程度の経営規模の 1戸を対象として、

中温菌なよひ総菌数は生乳投入直後K稀釈をうけて一時的に査した結果、次の図K示す如く、

減少しているが、次の投入時までK増菌の傾向がみられている。また低温菌は殆んど増減する

こと左〈推移している。このことから三浦は生乳が投入されるととによって貯蔵乳の乳温がー

時的K上昇し、増菌するものと考察している。

貯蔵乳の細菌数変化(三浦 19 71 ) 

朝

四
搾回搾
乳目乳

(前生後(
!ii 1采乳採iv
l取投取|
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性) バルククーラー乳の微生物学的性状

第 13表 ノ勺レクミノレク中の菌叢分布(SWATLINGP. 196 8) 

総菌数 Pseudo PS.以外の Micro S trepto Lacto 

X1000 グラム陰性菌 baci 11 us 
その他

ロl0nas coccus c occus 

く10 13 20 40 2 1 6 1 3 

1 0'.........9 g 20 28 26 6 l 1 9 

10 0.........999 34 34 13 9 2 ? 

>1000 37 28 16 9 2 

第 13表Kパノレククーラー乳の菌叢仔布の一例を示したが、立地条件金よび環境等Kよって

変るもので種々の報告があるO

パノレククーラー乳の細菌増殖による影響Kついては、低温菌K関する多くの報告があるが、

帯広畜走大学の報告(三浦 1gワ1)では蛋自分解と脂肪分解陀ついて次の表の如くに左って

いる。

第 14表 低温性細菌の蛋自分解力(三浦 1g 7 1 ) 

十汁 十十 + 一
( 10 mm以上〕 ( 5......... 1 0 ill.m ) ( 5 mm以内) (分解し左¥/:1)

OJO 〆10 〆Jノ

2 5 1 4 3 3 2 8 

1) 4 g 8株中の百分率

第 15表低温性細菌の脂肪仔解力(三浦 1g 7 1 ) 

十十

28 # 
qも

21 

1) 叶~ー脂肪好解の強さ

2) 498株中の百仔率

第 14表については、分離した低温菌 498株を脂肪乳を加えた標準寒天培地K接種し、

5 ocで 10日間培養した時の集落周囲の透明環の直径を測定したもので、低温菌の 25係は非

常に強い蛋自分解力をもっているととが明らかであると報告している。
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第 16表低温性細菌接種乳の臭気生乳(PUNOH 5 1 9 6 1 ) 

供試株/伝 2 7'C， 7日間培養 5.'C，14日間培養

2 どぶくさ臭 弱レヨどぶくさ臭

8 腐 敗 臭 硫化氷素臭

6 酸 敗 臭 左 し

8 とげくさ臭 左 し

17 どぶくさ臭 左 し

1 9 どぶ〈さ臭 左 し

20 腐 敗 臭 弱いどぶくさ臭

28 腐 敗 臭 在 し

30 カラメライズ臭 左 し

3 1 チー ズ臭 チ ーズ臭

41 とげくさ臭 弱いとげ〈さ臭

5 3 どぶくさ臭 ?忌 し

55 低級脂肪酸臭 エステノレ臭

56 低級脂肪酸臭 左 し

60 どぶくさ臭 左 し

7 8 低級脂肪酸臭 在 し

83 低級脂肪酸臭 エステノレ臭

84 刺激性腐敗臭 腐 敗 臭

第 15表Kついては、分離した低温菌 498株につωてその脆肪分解力をクロスリー寒天培

地陀接種し、 5'Cで10日間培養した時の集落周変の青変の強さで比較し、もっとも青変の著

しいものを折、そのつぎに著しいものを十十、青変が弱いものを+、全〈青変し左いものをーと

して表示したもので、非常!ζ強い脂肪分解を示す低温菌は約 12係を占めていると報告してい

るo

パノレタクーラー乳の貯蔵中の乳質変化のうち異常風味の発生は注目すべきことであ司て、と

の基因は微生物的左もの、理化学的左もの金よび両者の混合的をものがある。第 16表はとれ

陀関する報告例であるり

β) 理化学的性状

脂肪分解については一般的陀乳健で取扱った生乳よりパノレククーラー乳の方が遊離脂肪酸が
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多いといわれているつこれは乳中K存在する脂肪分解酵素リパーゼの作用によるものであり、

本質的K活性の高い生乳もあるが、パイプラインによる温乳の泡立ち、凍結、冷却手Lvc温乳を

投入する時の温度変化、更にアジテータ-vcよるかくはん等の刺戟が脂肪膜物質K変化をあた

えてリパーゼーの働きを活発にさせるととに在る。

をた脂肪膜K含まれている隣脂質の脂肪酸は不飽和度が高〈、乳中に溶存する金属イオンに

よって自動的K酸化を起すことが多いo ところがバルククーラー乳は低温K保存され細菌増殖

が少左いことから、細菌の消費する酸素の量が少左いため、かえ 4 て酸化が起りやすいことに

在る。主た水道管やパイプ類から出る銅イオン、容器のさび等も酸化を促進するとと陀左る。

その他低温保存中のリン酸カルシウムの一部不溶化が原因とをりレンネット凝固性陀変化を

あたえるとの報告もある。

3 汚染防止対策上の fq~ 題点

乳質管理の面から考えると、生乳冷却は極めて重要左ととであれノξルククーラーの利用は好

主しいととではあるが、 ミノレカーの普及過程忙なける悪例の如し省力のみにかたよって当然、左

すべき作業主でも、はぶいてし主つては、逆K乳質低下の原因とをる金それがあるので、バノレク

クーラーの利用陀当つては次の事項に対する理解と対策を充分K普及指導するととが大切であるO

仕) ・生乳冷却の本質的意義の認識

白)搾乳時の汚染防止

但) 異常乳の混入防止

位) パノレククーラーの洗浄と殺菌

(5) バルククーラーの構造と操作方法
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酪農経営上のメリットについて

替
.'fi'宥

回 昭

(雪印乳業 KK)

本道酪農の方向は食糧基地の意味からも又他産業との格差是正の上からも、より充実したものと

する必要があり其の根本である生産者個々の館営安定が急がれる昨今である。当面経営上で問題と

左司ている省力の件、食品公害陀関するもの更には経営の合理化陀関する問題等これらを解決する

一助vrB.Oの導入がすすめられていることは確かであるが生産者自身Kと「て最も大切左ととは

B.O 自身がもっ経済性を理解することであろう。

例えば乳量が 1日陀 100均しか在¥/:1のvr2.000 .tの B.Oを導入することが経済的陀どう左のか

それ左らば何乙の B.Oが妥当左のか、又年々増加する乳量K対してどの容量の B.Oが適当左の

か等を理解するととである。

以上の理由から B.Oの経済性と乳量に見合う容量の選定の目安及び導入地域での複数の B.O

の集送乳の合理化陀よる生ずるメリヴト等陀っき考察を述べてみよう。

1 B.C自体のもつ経済性について

これは現時点の経済環境の中での試算であれ試算の基礎も道リース協会の導入価格及び諸規

則を主体として¥/:1る。

(1) lOOO.tタイプの:acの試算例

隔日集荷とし、 1日の乳量はB.O容量の 45婦前後とし朝夕 2回の搾乳を原則として試算

しているO

A メリット

① 労働時間の低減

@ 生乳の処理搬出

集荷日で左凶日は 2時間の低減と在る(洗健 40仔、ろ過投入朝・夕 40仔、冷却撹枠

朝・タ 20分、集荷台への運搬20仔とした〕

300円X2 (時間)X183(日)= 10 9.8 00円

但し日o0円は昭和 46年度の飼育労働単価 29 2円26銭+αである。

⑪ 低減時間を再生産K振向ける 300円X2 (時間)X182(日)= 10 9.200円

北海道家畜管理研究会報，第 8号，4g...__，!) 4 ， 1 r，} 7 3 
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③ 牛乳健の経費不用分

一 日量の乳量
2.200同×
. - 25 (均)(纏1本陀入る乳量)

2 (年〉

X 2 (組分)

= 44.000円

但し催の単価は 2，200円

償却は 2年、集荷には 2組必要

③ 乳質の保金

(4 5円48銭-17円17銭)X 1日の乳量X.O.56(ofJ)X365(日)と26.202円

但し、 1等乳価格45円48銭、 2等乳価格 17円17銭

昭和46年度落差率0.56必であるO

④合計

10 9.800円+10 9.2.00円+26，202円==289，20.2円

B デメリット

①償却費

750.000円一(7 50:0 00円X0.1 ) 

5 (年)
=・.13 5.0 0 0円

但し、買入れ価格日 0.000円残存価格 10婦定額償却年数日年

③電気料

@ 基本料金 1即=340円/月、1.000Lは8相 2即

(1.500Lは4問、 2，000Lは 5KW) 

340円X2 (KW) == 6 80円・・・・・・ 1ヶ月分

@ 消費電力量料金 1即 h=4円 50銭

1.000 L当り消費電力量は大部分 20KW hである(性能試験成績より)

i) 1日目 1回目投入

同 50銭 X20 (即h)寸=22円 50銭
ii) 1日目 2回目投入

20 (KWh) X士
22円50銭+( 4円 50銭X ::~'，'-'，~， .X 3 (，C)) ~ 24円90銭

3 2 ('C ) -4 (，C ) 

但し 32'C=投入乳温

4 'C=保会温度 見'C=12時間後の上昇温度差

(マ 'C-4'C) ・・・・・何れも道 ljース協会性能規定

iii) 2日目 1回目投入

nu 

w同
u



20 (即h)X字
22円 50銭+(金円 50銭× ー一 X 3 ('C) .)ξ27円3.0銭

32(~C)~4("C) 

IV) 2日目 2回目投入

20(開h)X手
2 2円50銭+(4円50銭× X3C'C))ξ2  9円 70銭

32('C}-4 CC) 

V) 全乳量 12時開放置

2O(KWh)X~ 
円 50銭×ー X3 ('C)二 9円60銭

3 2 CC) --4 ('C ) 

即ち年間の電気料金は

68C¥円X12 (ク月)+{( 2 ~円 50 銭+ 24円90銭+27円30銭+2 9円7-0銭+

9円60銭)X355(日)}X' 1.07~30， 993 円

但し電力税はマ¢である。

合計 13 5，Q 00円+30， 9 9 3円=165， 9 93円

差引メリットは 28 9，20 2円-1.65，9 9 3円=123，20 9円

ω B.Cの容量による経済性一覧表

上記(1)の試算例の通り各容量陀っき主とめてみると次の通りである。

B.Oの 購入 償却 残存 メ 、、2

容量 価格 年数 価格
労働時間 不健の経用費 保乳質の金
の低減

ι 千円 年 千円 円 円 円
500 500 5 50.0 1 0 9，500 2 2，0 00 1 3，1 0 1 

1.000 7 50 5 7 5.0 21 9，000 44，000 26，202 

1.500 1，125 5 112.5 3 28，500 66，0 00 3 9，303 

2.000 1.500 5 150目。 438，000 88.00 0 52.404 

ア メ 、y ト !差 ヲ|

償却費 電気料 言十 メ1}ット

9 0，00円0 1・5.487円 1 0 5-.4 8 7 円 39，11-4 円

1 35.000 日0，9 9 3 165，993 123.209 

202.500 46.489 24 8.989 184，814 

2ワ0，000 6 1. 9 86 33 1，986 246，41 8 
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。)メリッ卜・デメリットの発生限界について
上述の仕)(2).より各B.Oは夫々メリット、デメリット分の金額が算出出来る。これはB.O

の容量Kより一定のものであるととが理解される。

このこと等から次の点陀留意する必要がある。

A 500 LのB.Oは 1.000乙以上K比して購入価格が割高と在っている。出来るだけ1.000

L以上のB.Oの設置が望古し凶o

B メリットは投入乳量K左右される。

例えば 1.500LのB.OVl:1日500均(2日で 1.000Kq )しか入れ左い場合は

2 8 9.20 2円-2 4 8.989円=40.213円とをる。

又2.000LのB.OVC1日750Kq ( 2日で1.500均)の時は

433..803円-331.986円=101.81ワ円

しかメリット iJ~左いこと忙をる。

C メリットの発生乳量

500 LのB.O 500 LX 
1 05.487 (円). 

ーーτ 365 L 
144.601 (円)

1.000 LのB.O 1;000乙×
1 65.993 (円)

574 L 
2 89.202 (円)

248.989 (円)
1.500 LのB.O 1.500 Lx 士 861L 

433.803 (円〉

2.000 L のB.O
331.986(円)

2.000 L X . _ 1.1 48 L 
578.404 (円)

即ち 500ιのB.Oは容量の 73係以上の乳量が必要であれ1.000乙以上は 57.4婦以上

の乳量とをる。

性)参考

A 単相電力の場合

基本料金は 10Aで 200円20Aで300円、 30Aで 300円であり消費電力量料金は、

10円である。

B B.Oの細菌数の一例

ー

二~ぞ 46年7月 8月 9月 M年1月 2月 R月 合計 率

0""""'1(200万以内) 63台 74台 マ1台 23台 39台 36台 日06台 89.2 ofo 

2 (21 0'""'"'4 00万〉 9 。 日 6 も 5 27 7.9 

3 ( 410--""1.000万) 1 。 1 1 4 3 1 0 2.9 
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B.Oの償却費については「農畜産業用固定資産評価標準JC農林省 )Vtは、冷却機の耐用G 

年数は 11年と在っているO

導入地域の運用による経済性2 

個々陀導入した::3.0を地域的K一括した運用は更にその経済効率を高めるものであり集送乳

の合理化と云われるものであるo との集送乳がスムーズK展開され更に大きなブロックでの集送

乳Kつ左がることは、その効率を倍加する。

他方生乳の乳質の保全K直接関係するものであって今問題とをっている食品公害の最も手取り早

い解決策でもあるo

単協地Iさになける経済性A 

本道Kないては他府県と異左れ個人で設置する場合が多<1台のB.Oを共同で利用する

ことがみられ左い o このため一定のB.Oの台数が地域医会と古る主で種々の問題が発生する。

即ち B.O乳の集荷K経費がか与る難点がある。又、地理的環境の整備は非常K遅れているた

め陀、道路動力線更には冬期の除雪問題等が大き左負担と左るO 此の環境整備を夫々の地域で

解決し左がら B.Oの普及が左されて来たのが実情であれ今もその問題が残されているO

との様左現状の中で B.Oの経済性を論ずるのには相当の問題があるが、ぞれは別として如何

在る方法でもこれ等を解決し左がら B.Oの導入を進め左くては左らぬ状況下にあることを痛

感しているものである。それは全地域が B.Oと在ればメリット出てくるととがわかっている

からでもある。例えばA地区になける集荷費をみると、 46年度).K，タ当り 0.82円の運賃が 49

年度にかいては0.78円 48年度では 0.70円位陀下って来ている。当然個人耀も含めての 1Kタ

当りの運賃も 48年には O.ワ5円に在ることが推定される。

年
区分

乳 量 運賃推定額 | 
度 手し 量 % 金額単価

B. 0 6，n 27 t R R.fi 5，434千円 O.H 2円

4 6 イ固 乳 9，8 93 61.4 11.7 13 1.18 

合計 1 6.120 100 1 7，14ワ 1.06 

B. 0 12，432 7 1.1 9，6 9ワ O.ワ8

47 個乳 5，0 fi 6 2 R.9 9，617 1. 9 0 

合計 17，4 88 100 19，314 1.10 

B. 0 1 7，4 9 2 94.2 12，244 0.70 

48 個乳 1.082 5.8 2，413 2.乞8

合計 18，574 100 1 4.o 4 7 0.7 5 
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年 手L 雲巨ヨ主 運賃推定額

度
区分

手L 』主主主 % ノ4E 額 単価
ト--

B. 0 7，14 9 t 35.2 6，ワ 91千円 0.95円

48 イ固 手L 13.1 81 の4.8 14，554 1.10 

合計 20，3 3 0 100 21，345 1.05 

B
地
区
の
例
(
υ

指
定
)

B地区の例につレョてはB.Oも個乳も共に 1K9の運賃は1.05円の生章者負担と左っているが、

内訳は推定額と考えられる。

C地l2Iの例

44年度個乳のみの時O.9 8円の集待費が47年度 43婦の B.O導入により O.9 7円と在ってい

る。

以上は一例にすぎぬが、各地区で同様左状況であることが推察され、その相剰効果は極めて

大き左ものと左ることが期待される。

クーラーステーシヨン(C.S )の整備による経済性3 

B.Oの普及と共にその地域にある O.Sの整備ば更に早さを増すことが考えられる。不足払法

製造工場直送とをによれば、生産者の負担として乳価の中に加算されている O.Sの運営費が、

り不要と左って来る。この事は生乳の中継場所が少をい程乳質の低下を防ぐことKも左り、叉輸

送損料も減少することから一挙両得と在る。

その他のメリット4 

B.，Oを設置した個々の生産者にないては、生活環境の改善K在ったとする意見が特筆され

る司

今後は輸送犠の一大改革機器としてのB.Oのもつ意義は深〈、諸外国並みに細菌数による

格付け等も真剣に討議、実施される必要があり、それが直接メリットと在る様にしたいもので
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牛乳の冷却並びに貯蔵用タンクに関する 3-A規格

Ci.953年 7月16日K初めて公表)

規格番号 1 301 

規格制定機関

International Association of milk and Food Sanitarians Cr..A.M.F..S) 

牛乳及び食品衛生国際学会

U.S. Public Health Ser'vi.ceCU.S.P.H.S.) 

アメリカ公衆衛生局

T h e . D a'I r y 1 n d u s t r y. 0 omm i t t e' e C D. 1 . o. ) 

酪農業協会

I~A.M.E'.S. ， U.S.P.H.S. ，D.I.O.による 3--:-A衛生規格開発の目的は、新らしい

発展のため陀発明的才能を自由陀伸ばすようにすることであるo したが「て、以下述べる基準と異

在った技術、設計、材料、構造その他の方法で‘開発されたミノレクタンクやファームタンクが 3-A

規格と合致し左くとも、メーカーや組立業者が、 3-A規格と同等又はそれ以上であると認めた左

らば、 1• A. M. F . S. ， U. S.. P. H . S .及びD.1.0.'の検討K供するよう、いつでも資料とし

て提出できるO

3-A規格の適用範囲

との規格は、農家陀長ける原乳の冷却貯蔵用タンクの材質、設計、組み立てに適用するもので、

市乳や加工用牛乳の貯蔵タンクには適用され左い。

上記のように定義したタンクが、次のAー材質、 B一組立、 0-冷却陀関する条件を満たした場

合陀、それらのタンクは、 3-A規格K適合していると見合される。

Aー材質

原乳が接する部品や表面は、後述のA-6及びA-7 付)----的に該当する場合を除いて、す

べて炭素含量O.1 2婚を超えをい 18-8ステンレススチーノレでヲくられ左ければ左ら左¥.1':1
0

熔接部分及び熔接金属は母材と同様K充分左抗腐食性を持っていをくては左らをい。

2 ライニング〈内張り)

内張りは少左〈とも 18 U S標準グージ材質で作られをければ左ら左¥.1':10
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3 断熱

タンクの断熱は、タンクを水で満タンにし、水温と外気温の差が 50 oF (2 8.C )である時

K、 12時間放置して水温が 50F(2. 8 .C)以上上昇し左いよ今左性質及び厚さをもってい左

ければ左ら左い。 12時間の測定中は動力を停止し、温度測定前Kは水を携持し左ければ左ら

左い。

4 シェル〈外槽〉

外槽、す左わち断熱材の外側又は熱交換ジャケットを包んで凶る部分台よび他のすべての外

面は、左めらかで吸湿性の左い丈夫在金属、主たは防水材料でをければ左ら左い。

5 脚

タンク支持用の脚を使用する左らは¥脚はセットした時K床上部分の表面が左めらか在外面

をもつよう左金属製で左ければ左ら左い。

6 アウトレツ卜パルプ

アウドレットパノレフ'は、:3-A規格の「牛乳用機器やパイプK用いられるフイッテング(金

具)(1[関する標準規格」なよび補遺K示されている材質で作ら左ければ左ら左い。

7 その他の部分

原乳と接するか、主たは原乳の流出入する面ももっている次の各部分は、もし1R-8ステ

ンνススチーノレを使用し左レユ左ら、無毒性で変質し左加、非政着性で耐食性をもち、洗済や殺

菌済にも耐え、かっ、左めらか左表面をもったもので左ければ左ら左い。

げ)浸漬型ロッド以外の計量器

(ロ) スリンガーまたはドリップ・シーノレド

り 真空タンクのアジテーターシール

的 アジテーターベアリング

約 サニタリチュープ或いはフイッテングの保護キャップ

付 オーリング、シーノレなよびガスクット

(ト) のぞき窓

的 真空配管の除湿トラップ(若しあるをら)

B 組立て

原乳接触面はすべてよく見え、容易K手がとどき、運転位置の主主で洗浄し易〈左ければ左ら

左い。若しそのま主で洗浄が困難左ら仔解してでも洗浄し易〈し左ければ左らをい。ステンレス

部品の表面は、少左くともステンレス板の仕上けやがNo4ミノレ仕上げ、主たは加工の場合は120
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グリット仕上げと同等の左めらかさで左ければをら左い。計量尺は、ステンレス製の場合、読み

取りに便左るよう、荒仕上げにして台いてもよい。

原乳接触面の接合部はすべて熔接とし、熔接部はその近くの面と同等K左めらかK研磨されて

凶左ければ左ら左レョ。

l 内張り

内張りはタンクの外槽す左わちタンク本体の内部に正しく固定され、普通の使用条件にな凶て

はどん左状況のもとでも、たわみ、曲がり、歪みがをいよう K在ってレコ左ければ左ら左lA。真

空式のタンクの場合は、 5ocm H~の真空圧K耐えられる構造で左ければ左ら左い。

タンクを水平VC:t"">いた除完全K排水できるよう K、内張りの底部はアワトレット陀向って

傾斜がつけられてい左ければ左ら左い。 13 50以下の内角をもっ内張りのコーナー(角〉はす

べてV(約1smm)以上のア一川つけ左〈ては左ら左いo 内張りに熔接されていて内角が
1 35

0以下であるプ 1) .y :/ C架桝〉や附属品はすべて平面が交わる所で最低ジC6. 2mm)以

上のアーノレをつけをければ左ら左い。

2 ブレスト

プレスト、す左わち内張りと外槽を接続する金属部は、内張bと一体V亡するか主たは内張り

と熔接し、プレスト K傾斜をつけたり、その他の方法Kよりタンクの排水が内張りからすべて

流れ去るよう忙し左ければ左らをい。

3 シェル〈外槽〉

外槽は、プレスト、マンホーノレフレア、アワトレットその他の開口部と外槽との接合部K対

し、湿気や害虫を防ぐため陀有効をシーノレを施して告か左ければ走ら左い。外槽の表面はペイ

ントのよう左保護コーテングで耐食性とし左ければをら左い。塗装面の前処理をよくし、塗料

は付着性のよい、しかも非吸湿性で左めらかを洗浄し易い丈夫在表面を与えるよう左もので左

ければ左らをい。

4 断熱材

普通の使用条件の下で、断熱材が動いたれ空洞ができたりし左いよう陀組立てをければ左

らをい。

5 開口部〈オープ二ングズまたは投乳口〉

(a) 常圧用のタンクの場合

カバーやブリッジにあるすべての開口部の縁は、少左くとも~" C 9. S m沼)以上のフランジ
8 

をつけ左ければ左ら左い。パイプライ νの接続部や開口部が左レョ場合は、毎日集荷用左らタ

ンク容量のよ、隔日集荷用左らタンク容量のよの牛乳がそれぞれ 90仔以内にタンク中K櫨
会
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過するのに充分左大きさと数のストレーナーっきの開口部を設け左ければ左ら左ぃ。

パイプライン接続にする場合は、ブリッジ、固定カバ一、メーンカバ一、ストレーナーっ

き開口部カバー左どに接続してよいo パイプの接続部又は関口部は少左くとも 1V(375

mm)径のパイプあるいはフイッテングK関する3-A規格K合ったフイッテングを設ける必

要がある。

ブリッジ、固定カパ一、メーンカバ一、ス。トレーナ一関口部のカバー左どKある各開口部

(アジテーターシャフト用の穴は除<)は凶ずれも持ち上げ式(1)フト・オフ)ふたを取り

つけねば左ら左い。主た、とのふたはフランジまたは各カバー表面K密着して、メーンカバ

ーを開けた時も開口部のフランジKその主主ヲ凶ているよう陀設計し左ければ左ら左い。更

111 
K、このふたは外縁K自然陀排水じ、 t"(omm)以上の下向きのフランジを有し、衛生的左
設計K基ぐ丈夫在把手がついてい左くては左ら左v.o

主開口部(メーンオーフ。ニング)は、充分左数と大きさをもち、タンクのすべての原乳接

触面K容易に手が届〈よ今 Kい (ただし洗浄のためK取り外す部品は除く〉タンク内K完

全に入ら左にても点検できるよ今左配置托すべきである。

(b) 真空用タンクの場合

3タンクの上面、側面古たは底面のすべての開口部で¥内張りと外槽との接合K用いられる

金属は、内張りと一体物または内張りに熔接し、外槽す左わち外側の面から上方K、少左く

ともす11(9. 3mm)延長されて吋ければ左らか。まえ、外槽は開口部からの水はけがよい
l 

ように|荊口部の立上り縁から傾斜をつけて金く必要がある。タンクの開口部は、牛乳接触面

が内側K牛乳が流れ込むよう左構造陀し、もし外部フレアやフランジが一体に左っていると

液の停滞を防ぎ、 7レアやフランジK隣接した面の水はけをよくするものである。

l 主開口部は、充仔左数と適当左大きさをもち、タンクのすべての牛乳闘虫面K容易に手が

届くようにし、(ただし、洗浄のためK取り外す部品は除<)タンク内K完全K入ら左くて

も点検できるよう左配置にすべきである。真空用タンクの中陀原乳を入れる場合でも、櫨過

装置が必要である。ストレーナのつ凶た開口部をもった特別左カバーが用凶られる場合は、

前述のB、5、(a)と同様であるO

真空の接続陀は規準に適合するステンレス製で、直径 1"(25Titm)以下、長さ告 11(1 0 0 

mm)以下のチューデを用いるべきである。(附則一A参照)

もし、のぞき窓主たは明りとり窓がある場合は、 B、5、(b)の 1行自の条項K適った設計在

らび、K構造で、かっ、ガラスは取り外して洗浄できるようにすべきである。これらの窓の直

径はもH(100mm〉以下であっては左ら左い。
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開口部のフ夕、マンホーノレ、のぞき窓をどのガスケヴトは取り外じ可能で左けれは、左ら左

い。ガスクットの溝あるいはガスケットのはまる溝は、ガスクットの幅より深くじでは左ら

左い。これらの溝の内角はすべて最/Jム1I( 3 mln)以とのす-)レをつけ左ければ左ら左い。8 .... - /. .....'-~ ~ - .: 

(c) 手で洗浄したり点検のために人聞が中え完全に入らをければ左ら左いタンクの場合、原乳

接触面が外部から容易に手の届か左い寸法のタンクの場合は、上述の開口音s(rC関ずる B、 B

但)及びB、5、(b)(rCなけるタンク中に入らまいでの手の届き易さとか点検のし易さという条

件は除いてよい。とのよう左タンクは、手洗浄や点検のために完全K中へ入らl左ければ左ら

左い。したがつて、との場合Kは 18，ν"η/

em)の楕円形、または 12 "x 2 7 11. (3 0 cm X. 6 7.5 cmうの長円形のマンホーノレまたは開口部を

設けねば左ら左い。とのよろをタンクはタンク内部の最大深さは 96 " (:2 4 0 cm )、最小深

さは 42H(105cm)とすベきである0

6 メーンカバーとブ.リツジ

争) カバーの上面は閉じた位置で自然排水K左り、ガスクヅトをつけをい左ら、すべての縁K

Kは最小γぐgmm)のフランジをつけるべきであるo ガスケ y トのをい場合、カバーと容器
3" 

のクリヤランスは最大弱 ( 2.3m祝〉とじ、カバーの接触する部分はすべてステンレススチ

ーJレまたは抗腐食性表面をもったもので左ければ走らをい。若し、がスケットがある左ら、

メfスケットの牛乳K触れる部分をできるだけ小さくじ左け守れば左ら左い。カバーの内側の

1 " 135度以下のコーナ-(rCはすべて最イ氏一(6mm)のアールをつけねば在らをい。
生

メーンカバーを開けて、その位置忙保持する装置のをいものは、簡単K取り外し可能で、

大きさは長方形走らば24"><30"(6.0cmx 75on)、円形左らば径30" ( 7 5cm jを越え左

いよう陀し、かっ、カバーを再び閉じる時K外部からの液体やじんあいがタンクの中K入ら

をいよう左構造忙してなか左ければ左らをい。

タンクから取b外さ在いメーンカパーは、カバーを聞けた時医、固定カバーやプ 1)ッジの

裏側を含めてすべての原乳接触面の洗浄と点検ができるようを構造でをければ左らをい。

カバーを開く場合、どんを位置でも、外部からタンク内忙液体が流下する事のをいよう K

し左くては左らをい。カバーを全開Kした時、カバーの下部Kたまる液体が原乳タンクK滴

下し左いよう忙し左ければ左ら在¥/:10 カ;パ-，(rCは適当左便利在位置K衛生的左デザインの丈

夫在ハン lドルつが取りつけてをければをらをい。そしてハンiドルはカパー材料K熔接されてい

るか、またはカバー材料と一体物Kつくられてい古ければ左ちをい。

開口部のカバーは自重または真空Vてよって閉まるよ今 K左つてなb、持ち上げ式で、締め

金その他の装置で閉めるよう(rCLマもよい。持ち上げ式のカバーは外縁K自然排水するよろ
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に左「てなb、衛生的かつ丈夫左ハンドルがついてい左ければ左らをい。

タンクの端部または側面Kある凋口部の蝶番でとりつけたカバーは、内側または外側えス

イングするようK左っているが、内側スイング型の場合は、分解や洗浄のためK、外側えも

スイングするよう K在ってい左ければ左ら左い。カバーやその附属品を取bつけるために、

タンク内部Kネヂやポーノレジョイントを用いてはいけ左い。蝶番式カバーは工具左しで取り

外せるようK左ってい左くては左ら左いη

わ) 一般K垂直左側面をもっタンクの端部や側面(または円筒型タンクの半月部)(rLつけられ

た、一般K水平左固定カバーは、原乳表面から 12If C 3 ocm )以上の高さKし左いようKし

自然排水のため外側陀酬をつけ、そしてメーンカバーとはめれ慨はtH(9mm) 以上

のフランジをつけねば左ら左い。

一般V亡、水平の固定カバーは、タンクの中え入ら左くても洗浄や点検時K裏側がよく見え

容易K手がとどくよう左構造で左ければ左ら左い。

や) ブリッジの巾は 24!fC 6 0 cm )を超えては左らず、完全に水切りができるように外方K傾

斜をつか入縁部がメーンカバーとはめ合わさる所では立IfC 9 mm)以上のヲランジをつけねば
8 

左らをい。ブリッジは、洗浄や点検的に長但[jiJ~よ〈見え、容易 K手がとどくよろ K 在ってい

左ければ左らをい。

む) 内張りの端部又は側面の壁は、固定カバーやブリッジの代9(rL、一般K上方K伸び内側K

まくれている場合がある。この場合はB-5(rL合致するよち左充分左関口部をもってい左け

れば左ら左い。

信) 冷却水で冷却する型のタンクVてある水槽Kはカバーをし在ければ左らをい。との場合、容

1 If 
器とのクリヤランスは最大一一C1.5 mm)とすべきである。

16 

7 温度計

各パノレククーラーは、 2
0
FC 1.1 'c ) (rLっき -LJL(1.5m)以上の目盛をもち、最低320F 

16 

C 0 .C )から 80'F C 2 6.7 .C )までの範囲の指示温度計をもってい左ければをらをい。 温度計

は 50 'F C10.C) のところで土 2~C 土 1.1.C )の精度が必要である。また ODp(-18.C)か

ら、 212~C100.C) の温度K耐え、かっ、この温度十てさらされても精度を損わず、原乳量

がタンク容量の 20%以下しか入っていをい時でも、乳温を指示できるよう左位置に感温球

をなけるよう忙し左〈てに左ら左い。

温度計は次の 2つの型のいずれかとすべきであるO

(a) 乳温のみを指示するために、内張りの外側表面K固定じた感温球

(b) 温度計陀関する 3-A規格の 3A3型アンプレラフランジ陀合致する接続をも(たカバー
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叉立ブリッジ挿入型温度計

8 アウトレツ卜(排乳口〉

アワトレットは内張り にある開口部で、牛乳のタンク外部への流路として定義されている。

アウトレットは衛生的左構造で、すべて熔接されてがb、(外槽の外まで伸びている圧延口環

Crolled-on ierru'le)やフランジを用いる時は熔接でなくてもよい) 洗浄しやすく

内径寸11( 3 o'mm )以上、外径サ"C 3 8 mm)の標準ステンレスパイフ。と外径が等しいか、また

はそれ以上の寸法で左ければ左ら左い。ァワトレットの牛乳の流れ口の外端は外槽又は、アル

コープ(窪み〉の外面よ_b.50 m祝以上延長されていては左ら左い。

アウトレットの牛乳流れ口はわ槽の外側で終り、フランジ型の密閉パ Jレプ(クローズ・カッ

プノレド・パルプ )vc対して、圧延または般の口環またはフランジではめ合わせてをければ左

らをい。いかをる場合も口環やフランジがタンク外面底部の下陀つけてはいけ左い。アワトレ

ットとパルプをはめ合わす場合、パノレプのシー 1)ング面がタンクの地り 42H(12cm〉以

上突き出てはいけ左い。アク，トレット台ネクションの最も低い内部表面から床までの距離は、

4 11 (1 ocm)以上で左ければ左ら左い。

すべてのタンクは、次のどのタイフ。かのアワトレットを備え左ければ左ら左い。

但).水平型

水平型アウトレットは内張bの一番低い所でタシクの端壁または側壁を貫通している内張

りの開口部でt一波K牛乳排出流路が、水平Kタンクの外部K通じているものと定義されて
いるo 牛乳排出流路の低い方の面は内張b底部と同じか、またはそれより低くする。また、

乙の流路は内張りと外槽の聞の空間を貫通しておサ、水切bのために傾斜してい左ければ、左

ら!左い。

(b) 垂直型

垂直型アワトレツトの垂直中心線は、すぐ近くの壁忙できるだけ近くすべきである。牛乳

流路は、一般に内槽の開口部と一体または熔接されたエノレポ!の水平延長部で、牛乳が流れる

場合はタンク外部陀最も近い通路を通るよろ忙し宏ければをら左い。ただし、アウトレッ:ト

がタンクの外槽底部を貫通じてい左い場合は別である。

化) 吸い出しチュープ型 (Withdraw:lーtube'type)

この型のアワトレットは重力以外の方法、すをわち、普通、カバー、ブリッジ、ジャクッ

トをどを貫通するサニタリiパイプの垂直部忙よって牛乳をタンクから排出するものである。

吸い出じチュープは取b外せるが、チューアの下端が内張り底の適当左たま_b(we 11 ) 

Kあるよう VC，•適当左金具で 3タンク上部忙しっかりと固定しでbかをければ、左ら左い。との
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たま bは内張b壁から 4/1( 1 0 cm)以上離さ左いようにし、 B-8 (a)に述べたようを洗浄

液用アクトレットをつけてなか左くては左ら左い。ただし、洗浄液用アクトレットの低い方

の面がたま bの底面と同じか、または低くし、排水がよいようK傾斜をつけてなか在くては

いけ左い。吸い出しチュープKは、フイッテングK関する 3-A規格の図番3A-100-

1 1 VC示すよ今在キャップまたは、 A.7で述べたと同じ材料で作った衛生的構造のキャッ

プを上端Kっけなければ左ら左い。

9 アウトレツト・パルプ

下記の争)の場合を除いて、アワトレットパノレプやネヂ式キャップは、フイッテングK関する

3-A規格及びその補遣に合致し左ければ左ら左い。しかし、 A-7で述べた材質から左る衛

生的構造のキャップを使用しでもよい。

次のタイプのパルプKは下記の追加的左規格がある。

和) 圧力型

金属と金属、あるいは金属とゴムまたはゴム類似の材質からをる圧力型パノレフ、、は、容易K

取D外して洗浄でき左ければ左ら左いo オーリングの溝はオーリングの直径のtより、よ b
1" 大きい半径、または一一 (1.5m祝)の中で大きい方の半径をとらをければ在ら左い。圧力型
16 

パルプがタンク内又は牛乳流路中Kあり、そのシートが内張りまたは牛乳流路の一部ををす

場合は、前述のフイッテングK関する 3-A規格及びその補遺K従わ左ければ左ら左いとい

う条件から除外される。

圧力型パノレフ.のハンドJレまたはノミ Jレフ.操作棒は、パノレプが乳容器内Kある場合は、ブリッ

ジまたはメーンカバーの上K延長されているか、あるいは外槽の外側に位置してい在くては

左ら左い。

わ) フランジ型

フランジ型の密閉プラッグパノレブが用いられる場合は、タンクのアウトレット流路は、ジ

ャケット内側またはタンク外壁からの汚染が牛乳流路K入ら左いようK、タンクの内張.!?VC

熔接されねば左ら在い。また、 との型のパノレプは、パノレフー本体が、汎用または専用のガスクッ

トでフランジK装着されていをければ左ら左い。(パテとかゴムのようを材料を使用しては

左ら左い)。アウトレット流路とパノレブポアは同じ内径で心が合ってい左ければ左らをい。

10 デストリピエーター〈拡散装置〉

タンクの冷却面K膜状K牛乳を散布するため、デスト l)ビューターを取りつける場合は、容

易に取り外しができるか、または、冷却面と一体Kすべきであるo 1350以下の内角はγ(6 
mm)以上の半径陀するo 牛乳を拡散させるための孔は面取りをし母材と同じ程度に左めらかK
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仕上げ左ければ左ら左い。デストリピューターは、ふつうの分解、洗浄、交換左どの作業では

破損しをいよう、充分、丈夫在構造で左ければ左らをい。支持物(サポート)は、デストリビ

ューターが、牛乳の流れK必要左スペースを除いて、全長VC.e.って冷却面と接触し、全長K亘

って均一左牛乳レベノレを確保し、牛乳が冷却面K向うのを妨げるよう左ひ「かかbや傾きの左

いよう K設計し左ければ左ら左い。

若しデストリビューターが取b外せるもの左ら、 1人で容易に取b外しができ左ければ左ら

左い。若し、タンク内張bと一体のもの左ら、洗浄し易しすべての面K目が届き、点検でき

るようで左ければ左らをい。

1 1 タンクの支持物

白)脚

調節可能の;J却を使用する場合は、充分左数と丈夫さをもち、満タンのタンクを適当K支え

るよう左間隔Kすべきである。脚のベースは密閉して左ければ左ら左い。脚告よび脚ソクッ

トの外側は耐食性で容易に洗浄できるようで左ければ左ら左い。(磨耗し左い面を塗装する

ととは適当と見左される)。巾または直径が 72"(18 ocm)以下のタンクの場合は、 床と

タンクの底との聞が最少6/1 ( 1 5 cm)忙をるよう左長さの脚にすべきである。ただし外槽が

アワトレットの中心線から上方へ傾斜のついている V型タンクとか丸底の場合は例外で、こ

の場合は、中心線の左右の水平距離 30cm以内で、クリヤランスが 611 ( 1 5 cm) vc左ってい

れば、床とタンク底との最少のクリヤランスは 4" ( 1 ocm)でよい。巾または直径が 72H

( 180 cm)以上のタンクでは、床とタンク底との最小クリヤランスは 8"( 2 ocm)とすべき

である。(タンクの水平がとられ較正された後K高さの調整を調べるために脚の上Kシーノレ

をおおくととを度量衡法で決められている所では、シーノレの穴は、脚K水が入ら左いよう左設

計、位置を選び且つシーノレし左ければ左らをい。)

わ) 台(アイランド)(附剣一B参照)

12 境枠法

5分以内のアジテーター(境梓器)の運転Kよって、原乳を均質Kできるよう在アジテータ

ーを設ける必要がある。均質度試験は、普通の運転条件の下で、タンク容量の 25領以上、

100領以下の原乳K対し、乳温40 D_F ( 4.4 'L: )で行わ左ければ左らをい。

タンク内原乳は、境持源から最も遠い所で原乳の各層からとったサンプノレの脂肪含有量が、

l%VCっき土0.1%以上の変動がをい時に均質であると認められる。原乳の境伴は、原乳がタ

ンク容量の 15婦以上満たされた時K境梓できるよう忙左ってい左ければ左らをい。
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争) 駆動機構

駆動機構は、アジテーターシャフトの関口部フランジ下面から、ベアリングボスや取bつ

けポスを除いた駆動部クースの底面までの距離が最小4"C 10 cm)以上K在るようK取bつ

け、駆動機構の下、或いは、その近くのタ Y クの全表面が洗浄や点検のために容易K手が届

くようKしてなか左ければ左ら左い。

。コ) カップリング、シーノレドなよび、ンーJレ駆動軸とアジテーターシャフトの聞のカップリング

は、 γーノレドやロータリシールの上部Kあることは勿論、ブリッジ、カバ一、タンクよb上

K左ければ左ら左い。 アジテーターシャフトの全周K亘ってはね水、水滴、油、虫その他

の汚れがタンクの中K入ら左いよう(tl:丈夫在構造の水切りシーノレドをI設けねば左ら左い。と

のシーノレドがカップリングの一部である場合は、洗浄のためK容易K取b外されねば左ら左

い。また、このシー Jレドは、シー Jレドからブリッジ、カバ一、アジテータージギフトの周b

3 " の保護フランジのいずれかまでの距離が最大ー一一 (2.5mm)以下のクリヤランスを与えるよ
32 

う左構造、左らびK取b付けで左ければ左ら左い。

真空式のタンクの場合は、タンクの上Kアジテーターシャフドのためのロータリシーノレを

設けねば左ら左い。ロータリシーノレは詰め物をしをい、衛生的左設計で、洗浄しやすいもの

で左くては左ら左い。

(c) シャフト穴

アジテーターシャフトが通る、カバ一、ブリッジまたはタlンク上部の!穴ld、アジテーター

を洗浄するための最小 1/1 ( 2.5 C711 )のスペースを与えるためK、充分大きを直径で左ければ

左ら左い。

。)アジデータ一部

洗浄のためKタンクから取b外せるようを設計のアジテータ一部は、分解i組立てが容易

で左くては左らをい。そして、下部ベアリングがある場合はそれを洗浄じたり点検したりで

きるようを構造でをければ左らをい。また、取b外し可能のアジテーターの場合は、アジテ

ーターの羽根と内張bの最小クリヤランスを 1"( 2.5 C711 )以下とすることができる。

取り外しのできをいアジテーターの場合は、それが持ち上げカバー陀取りつけられている

ので左ければ¥アヅテーターの羽根と内槽の最小クリヤラン久はf"(2;5Cm)以上でをけれ

ば走らをい。また、との場合、底部のシャフトベアリングを使用しては左ら左¥;>0

1" 
原乳接触面を有ーするアジテータ一部のすべての内角は、最小一 (. 6m祝)以上のプールを

4 

つけねば左ら左い。底部の案内ベアリングは、容易K取り外され、衛生的設計で、洗浄や点

検のためK、すべての表面Kす速く容易K近づけるよう陀在ってい左ければ左ら在い。案内
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ベアリング台が熔接されている場合は、排水を妨け引をいようを位置に$-'かねば左ら左い。

13 計量装置

浸漬型の計量棒、または、サーフエースレベルグージ(表面水準計量尺)は、 N.B.S. 

(アメリカ標準規格局)ハンドブック 44ー第 2版、 1955、ファームタンクの項(103-...， 

108頁)の条件K適合し、また、次の仕様を満たさ左ければ左ら左い。

(a) 浸漬型

浸漬型の計量棒は巾 0.005"(0.15 lTl711)以上、深さ 0.00 8 11 ( 0.2 mm )以下の目盛をつけ

をければをら左い。ハンドノレ及び計量棒支持装置は、計量棒K熔接され、熔接部ばをめらか

K研磨されをければ左ら左い。ハンドノレはブリッジやメーンカバーの上部まで伸びているか

又は外槽の外側K取bつけられねばをら左い。計量棒の突きぬける穴は、タンク外側Kある

計量棒の部仔の汚染がタンク内K侵入しをいようK保護されてい左ければ左らをい。計量棒

K刻印または食刻されたタンクの一一連番号(製造番号)は、浸潰しでもよく見えるよう在高

さ陀示されていをければ左ら左¥;-)0

(b) サーフエースグージ型

との型の計量尺の下部キャップは容易K洗浄でき、若し透明のチュープと共K用いる左ら

ば、チューフ・えの接続部は、一体として、または仔離して容易K洗浄することができるよう

に左ってい左ければ、左らをい。計量器が入る穴は汚染がタンクK侵入し左いよう保護されて

いをければ左らをい。

C 冷却

タンクは次のよう在冷却能力をもってい左ければ左ら左い。

l 第l回搾乳

(a) 毎日集荷用に設計されたタンクは、原乳投入中、冷却、ンステムを運転し左がら、タンク定

格容量の 50必の原乳をタンク(ζ満たし、投入終了後1時間以内VC9 0'F ( 3 2.2 'C )から 50

Dp(10'C)まで冷却し左ければ左らをい。それから、次の 1時間で上記の量を 50"F ( 1 0 

'C )から 40D_F (44'C )まで冷却し左ければをらをい。

(b) 隔日集荷用医設計されたタンクは、原乳投入中、冷却システムを運転し左がら、タジク定

格容量の 25婦の原乳をタンク陀満たし、投入終了後 1時間以内VC9 0 OP ( 3 2. 2 'C )から 50

"F(10'C) まで冷却しをければ左ら左い。それから、次の 1時間で上記の量を 500F(10

'C )から 40 op '( 4. 4 'C )まで冷却しをければをらをい。

2 第2回搾乳またはその後の搾乳
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毎日集荷用でも隔日集荷用でも、 Z回目またはその後の搾乳分を加えた場合、いかをる場合

でもタンク内の牛乳の混合温度が 500p(10'C)以上K上昇しては左ら左い。

3 試験方法

ファームタンクが許容時間内K上記の0-1なよび0-2VL示されたI令去P性能を有するかど

うかは、次の試験法Kよ司て判定される O

(a) すべての装置の試験は周囲温度 90 OP C 3 2.2 'C )の下で行われねば左ら左い。水冷式のコ

ンデンサーが用いられる時は、冷媒の凝縮温度は 1030p(39.企'C)以下であっては左らを

い。試験のためKは、原乳の代.bVL 9 oOP C 32.2 'C )の水を使用してよい。

わ) 各搾乳K類似せしめるために、投入する水または牛乳の総量を 18回の等量K分け、 1回

の投人時聞を 5分間とするo (従って全体の投入時聞は1.5時間とをる)

化) 冷却システムは投入と同時K始動されるO

ね)冷凍機は 2回目の搾乳またはその後の搾乳分を投入する前K運転し、自動停止が働くよう

にしてなく。(1 2時間(lL1回、テストする場合Kは、上述の 0-2の冷却能力K適合し左

ければ左ら左い。〉

(e) 第 2固またはその後の搾乳分を加える前に、タンク内の牛乳または水は、 37~ (2.8 'C ) 

まで冷却されていをければ左ら左い。

伝) 温度測定は、各投入の直前と最後の投入の 5分後K行わ左ければ在らをい0

4. .冷却システム

(司 冷凍機ユニットがタンクと一体に在っている場合Kは、 0-1なよび0-2の規定を満足

するようを冷凍能力をもっていをければ左ら左い。

(b) 冷凍機ユニットがタンクと一体忙をっていをい場合は、タンクは、 0-1なよび0-2の

規定K適合するK必要左冷凍機ユニットの大きさを基礎Kして、次のようを指示をタンクの

上にはっきりと消え在いよう K示してなか左ければ在ら左い。

本タンクを(E • D. a n d/o r E. 0 . Dで〉運転するのK

必要左最低冷凍機ユニットの能力は

E.D.の場合 E.O.Dの場合

B t t〆hr (Kc a l/h r )である。

但し飽和政入温度は ~ C"C) とする。

註:飽和吸入温度はメーカーによって異在る。

(c) タンクはそれが毎日集荷用または隔日集荷用のいずれによって設言十されたかを明示してい
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左ければ在ら左い。

臼) タンクは、 37 '1i' C 2.8 'C )で、土 2'1i'C 1.1 oC )以下の温度差で作動する機能をも「た自動冷

却制御が可能で左ければ左ら在い。

Appendix (附則〉

A B. 5 (b)で述べた真空ラインと除湿トラップロは、一般K、他のメーカーやデーラ-(tl:よって取

りつけられるO

真空配管が左されている時は、タンクK接続されたエノレポから下流のステンレスパイフ官Eは下

方K傾斜させ、タンクから最初の 12/1C 3 0 cm)の聞に 1"C2.5Cm)以上の向配K在るよう Kし

左ければをら左い。

B タンクを支持台に載せる場合、支持台の大きさは、タンク外槽からの液がタンクの÷下Kしみ込

ま左いように、少をくとも水平断面陀して縦横共2.5cmづっタンクより小さくすべきである。こ

のようを支持台を用いるタンクは、本文B-11(a)で述べたよ今左脚がいつでも容易K取bつけ

られるよう左構造で左ければ左ら左い。タンクの支持台は、水平アウトレット接続部の底面が床

上告"C 1 0 cm)より小さく左らぬよう充分在高さにすべきであるo支持台の表面は、タンク据え

つけ後タンク外槽の底K空気や水が入ら左いよう KシーノレするためK、亀裂をしK固まるようを

しっくい状の材料で厚〈被覆すべきである。タンク外槽と支持台のつ左ぎはシーJレし左ければを

ら左い。

C 牛乳の境枠K圧搾空気を使今場合は、空気からと、み、虫類、その他余計左ものを除去する方法

を講じ左ければをらをい。空気配管は、サイフォンや逆流陀よって牛乳が空気パイプK入ら左い

よう左設計で左ければをら左い。空気パイプのタンク内部分は、パイピング陀関する 3-A規格

K合致したもので、取外して洗浄できるようでをければ左ら左い。ネジのあるフイッテングは牛

乳内K使用しでは左ら在い。空気拡散用パイプの孔壁は洗浄しやすくするため面取bしいばbは

全部除去し左ければをら左い。

油の入らをい空気は次の周知の方法で得られる。

仕) カーボンリングっきピストン型コン!プレッサーを使用する。

白) 冷却Kよって油の蒸気を効率よく除去できる装置をもった油潤滑式コンプレッサーの使用

(3) 高圧水潤滑または潤滑を使わ左いプロア

空気撹枠K関する 3-A規格が適用される場合は、それが、とのAppendixC附則 )0(tl:代

る。 (池内義則訳)
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1 D F 規格

冷却装置付農場用タンク

IV-DOC49 

改訂

1 9 6 9年6月モスコーに於る会議に於て第会委員会K付記すベ〈回覧する提案草案

l 趣 ヒ::::..
日

本仕様は冷却装置付農場用タンク即ち農家或は集乳所K於て乳を大量に自動調節により冷却し

且つ貯乳する目的で設計された装置の最低標準を記述するものである。

2分類

冷却装置付農場用タンクは冷却方法、構造型式及び使用目的Kよって分類される。

2・l 冷却方法

2 • 1・1 直接

直接冷却式農場用タンクとは冷却a装置の蒸発器が、乳と直接熱接触を行うものを云う 0

2・1・2 間接

間接冷却式農場用タンクとは、熱が液体冷却媒体を通じて手しから冷媒へ移行するものを云

句。との冷却媒体が水の場合蒸発器には氷が形成される。

2・2 構造形式

2・2・1 開放式

乳容器としての開放式タンクは大気圧下で作動するよち設計され、 1つ或いは 1つ以上の

(密閉構造をもたぬ)蓋を備えたものを云う。

2・2・2 真空式

乳容器としての真空式タンクは搾乳機の機構K用いられると同様の真空下で作動する様設

計されたものを云今。

2 ・2・8

形式は前 2項のいずれかで、しかも固定式あるいは移動式。

2・3 冷却仕様

2・8・1 毎日 (ED)(2回搾乳)
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EDタンクとは毎日空Kすべきもので、その規施容量の 1/含量を 24時間毎K冷却する

様設計されたものを云う。

2 • 3・2 隔日 (AD)(4回搾乳)

ADタンクとは隔日あるいは、それ以内K空にすべきもので、その規格容量の 1/4をμ

時間互(tL:2度J令去日する様設計されたものを云う。

3 設計及び構造

3 • 1 乳容器の容量

乳容器のオーバーフローせずK持つ最大容量は(乳撹j宇装置が稼動せぬ状態で)製作会社

の公表した規格容量よりも 5""'"1 0 %の範囲で大きくし左ければ在九左い。

3・2 材質

乳容器及び総ての附帯器具の乳と接触或いは接触する可能性のある部分は総て 1号/色、ス

テンレススチー Jレか或は、適当を公的機関よ b証明された材質陀よb製作されねば在ら左い

総ての接合部分は溶接旦研磨され且その強度及び耐腐蝕性は母材のそれ以下であっては左ら

左い。

シーノレK用いられる材質は耐油脂性であれ無毒且乳を汚染しをいものでをければ左らを

い。断熱材K用いられる材質は非吸湿性で沈下を訟とさず、又効果的在、外側の気体の断層

とをるものであること。牛乳と繍虫せぬ部分はその組成、或は表面加工Kよれ腐蝕し左い

材質で製作されること。

3・3 構造

3 • 3・1

牛乳と接触する総ての表面は衛生的構造であること。乳容器の乳液面下では角度 1350ま

での隅の半径は 25mm，以上、牛乳液面上の内面隅の半径は 15 Ul1n以上とする O その他の総て

の内面の隅及び端は 3m旬以下の半径であること。

8・8・2

タンクがすき尺を使用して内容を測定するものである場合は、その乳容器は通常の条件下

の輸送や使用Kより変形し左いしっかりした構造であり、又その様に補強されたものである

こと。その乳容器のプロポーションはスキ尺の1目盛が規格容量の 0.5%以上K左らをい容

量であるか、さもをければ取締当局より指示されたものであること。

3 • 3・8

乳容器の底部の取出口の公称口径は 50.8mm ( 2インチ)以下忙をらぬこと、総ての表面か
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ら取出口 Vζ自由K排液出来るとと。

タンクの底は最小1 2 0の傾斜を取出口K向いとること。唯し、取出口が洗引払目的に

のみ用いられる場合はこの|浪りで左い。

取出パイプの公称口径は 5O. 8111711 C 2インチ)であれベンド及びジョイントを各 1つ持っ

てもよい。唯両者とも FIL/IDF/14或いは、その他公認標準の定期洗糠型であることO

全長は可能左限り短かいものとし、その端はFIL/IDF/14仕様或いはその他の公認標準

K従ったオスの接手を備えるものとする。

3 • 3 • 4. 

タンクは断熱材で被かれ、その断熱効果は附員iJ(tL述べられた方法に従い試験を行って、乳

の温度上昇が初め4'Cであ「て規格容量が、外気温度32 'Cで 12時間静置され、 3'Cを越

えてはをらない。

8・8・5

乳容器から支えられねば左ら左い渡し、或いは腕木は総て、タンクK溶接され、端は 10 

m高の上向さであり、乳容器の排液内法K向い傾斜をつけること。

3・3 0 6 

開放式タンクは之を被い、端が下向きと左司た 1つ或いはそれ以上の密着する自然排液可

能の蓋を備えること。真空式タンクは、タンクが作動真空K接続された際、効果的K密閉可

能の蓋を備えるとと O

8 ・3 • 7 

蓋陀ある乳の穴は総て上向きとし、その口径が 70 mmまでは 5m忽高、それ以上の口径の穴

の場合は 10 mm高とするO 重ね蓋或いはリフレクターの穴も総て水の混入を防止する構造で

あるとと。

8・8・8

手洗い洗様式K設計されたタンクの蓋は乳と接触する部分は総て手にふれるととが出来る

構造忙をって居ること。

密閉タンクは少をくとも 400X 300 mmの楕円に相当する口径の関口部を 1つ有すること。

小型タンクに於て、乳容器の最大口径(対角線を含めて)が700仰を越えぬものは、 200

m以上の口径の 1つの開口部を有すること。

3 • 3・9

固定しでかかれる様設計され、叉升目として用いられるタンクは調節可能の脚を有し、乳

容器の上緑は、 150の勾配の床で水平を調節可能であること。脚は本体の下K、150mm 
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を越えぬユトリを持ち、調節後固定出来る様、設計されていることO

8・8・10

真空タンクは内部作動真空 50 0 mmHg ，(rC耐える様設計され60Omm Hgでテストされるも

のであること。

8・8・11

タンクの外部仕上げは洗糠容易であること、水平接手類は密閉を完全K行うこと。垂直よ

りむしろ水平K近い接手類は水の混入を防止するため、 10mmは重をり合今ととが望ましい。

3 ・8・12 

タンクはそのシャフトが乳の上から挿入される機械的境持機を備え左ければ左ら左い。そ

の挿入口は、油、或は水の混入を防止する構造であること。真空タンクの場合はシャフトの

挿入Kよれ空気が混入し左い密閉構造であること。

持磯は、規格容量の乳が満たされた場合、手しをこばしては左らず、又そのタンクの 10

左いし100冊量の乳を入れた場合、乳中K空気を混合させては左らをい。附員1j(rC述べられた

方法で試験を行った場合、撹梓機は規格容量の 10をいし 100係の乳を撹梓するものであり

乳脂分布が 6時間企 'C(rC静置後 2分間で乳脂バーセンテージの 0，1単位以内K均一とをるも

ので‘あることo

4 計装と調節器

4・1 乳温度計

温度計は規格容量の 10左いし100%まで満たされて乳の温度を指示するものであるとと。

読取b誤差は外気温が-10'Cから+32.Cの間で乳温が 10。併1の割で変化する場合、 2'C 

......12 'Cの範囲で 1'Cを越えをいこと。温度計はo'Cから 40'Cまでの目盛とし、読み取り易

いものであること。

4・2 乳温調節

直接冷却式タンクの乳温調節方式は撹糊幾及び冷却装置を作動するものであること。関接

冷却方式タンクの場合は撹持機と冷媒の循環或は撹枠方式を作動するものであるo調節は外

気温がー 10'Cから 32'Cの間K於て、規格容量の 10から 100%までの充填のいか在る場

合K於ても、効果的でをければ左ら左い。中間乳温が 5'Cを越えぬ様、表面乳温が 9'Cを越

えぬ様、冷却方式は作動し左ければ左ら左い。

乳の凍結以前K冷却方式は停止しをければ左ら左い0

4・3 氷堆積調節
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氷の堆積を作る様K設計された間接冷却方式タンクは、冷却装置の独立の調節装置を有す

ること。之は作られる氷の量を外気温ー 10'Cから 32'Cの範囲で、自動的に調節して、規格

容量の10左いし 100%の乳のいか左る量忙対しでも、 5(rC規定された乳冷却の遂行に充分

左氷がをければをら在い。また装置のいかをる部分も変形を起す過度の氷の形成を防止する

ものでをければ左ら左い。

5 冷却遂行

5・1 日常能力

冷却装置は外気温32'C陀於てEDタンク(2回搾乳)(rC於ては、規格容量の 100婚を、

叉ADタンク(企回搾乳)(rC於ては、規格容量の 50婚を 2生時間毎(rC35'Cから 4'C迄冷却

し、且、他の総ての源からタンクの得る熱を抽出する完全左能力を持つもので在ければ、左ら

左い。凝縮器のモーターは外気温がo'Cで装置が作動して、過負荷とをつては左ら在い。

5・2 冷却率

5・2・1 EDタンク

外気温 32'CVC於て、タンクが4'Cの乳を、規格符量の 50%を満し、残bの50婦の乳が

lパッチとして 35'Cで加えられた場合、 8時間後K総ての乳は 4'C (rC冷却されをければ左

ら左レュ。

5・2・2 ADタンク

外気温32'Cに於て、タンクが 4'Cの乳を規格容量の 75婚を満たし、残t"25婦の乳が 1

パッチとして 35 'Cで加えられた場合、 8時間後K総ての乳は 4'C (IL冷却され左ければ左ら

左¥;":10
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バルククーラーの正しい取扱

社団
北海道酪農リース協会

法人

まえがき

本道K沿いて農業機械部門で始めて本協会がパjレククーラーのリース事業として普及K乗出した

のであbますが、パノレククーラーとは冷凍機で生乳を急速K冷却し一定温度を保持させる機械であ

って、悪い乳質を良くする機械ではありません。従。てノミルククーラーを正しく理解し、大切K使

用し、乳質の保全並びK経営の省力化K努めて載きたいと念願して止みません。

本冊子は、北海道酪農リース協会事業運営委員会Kないて編集したものである。
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付) アイスパンク方式

冷凍機Kよって水槽内の氷結コイルの廻!JVC氷を作b水槽内の水を冷却しその水で生乳を冷

やすものである。

(司直膨式

フレオンガスで直接生乳を冷却する。即ちコンプレツサーから送られるフレオンガスがエパ

ポレターを通過するときK生乳を冷やすものである。

(2) 機

付)冷却

.<.>.1-

円E

パノレククーラーは R20Cの生乳を初めの 1時間で 1OOC以下、次の 1時間で 40Cまで冷

却出来ます。又追加投入した場合VC1 0 oc以上K左ら左い。

(吋保冷

パノレククーラーの容量VC1 0 0 %入った生乳が 12 時間後で温度上昇は~ OC以内である。

(3) 据付条件

パノレククーラ}の据付ける場所

じイ) 牛舎の一部で牛房と隔絶した個室が理想である。

(5 0 0 .e.-1. 0 0 0 .e.は 16. 5 rn 2 ( 2 k x 2. 5 k ) 
(司 据付する床面積 i 

l1. 2 0 0乙以上は 2O. 25m2 ( 2. 5 k x 2. 5 k ) 

付 床は水平でコンクリート基礎(排水を良ぐするための溝を作る)
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仲 壁は水洗K適し、清潔が保たれるとと。

制 室内温度の低いこと(但し、冬期はoOc以下となら左いとと〕

付 通風のため窓は勿論別Kコンデンサー用の吸排気口を作るとと。

(ト) 給水、排水設備は完全にすること。

2 機械の操作及び点検

(1)操作

アイスパンク式

冷凍機運転一一所定氷結完了一一一一据付時、業者が実施

第→回操作

撹枠機ワォーターボンフ¥スイッテON(自動)-第一回目生乳投入ー冷凍機、撹枠機、ク

ォーターポンプ自動運転

第二回操作

撹枠機ワォーターポンプ、スイッチ強制K切替え}第二回目生乳投入吋賀:持機ワォーターポ

ンプ、スイッチ自動K切替えー全モーター自動運転ー生乳排出、境持機ワォータ}ポンプス

イッチOFF(との場合冷凍機スイッチはそのままとする)

第三回以峰の操作Vてついては第二回操作と同様であるo

直膨式

第一回操作

生乳投入(アジテ}タ}翼まで到達)ー冷凍機撹枠機スイッテON(自動)-冷凍機、撹枠

機、自動運転

第二回操作

冷凍機、撹持機スイッテを強制JVC切替え(第二回投入のため)ー第二回目生乳投入}冷凍機

撹持機スイッチを自動K切替ー冷凍機、撹持機自動運転}生乳排出}全モ}タ}のスイッチ

をOFF(との場合メンスイッチを切る)

第三回目操作Kついては第二回操作と同様である。

(2) 点検

“) 水槽水位及汚水の点検(アイスパンク式の場合)
(吋 配線関係のネジのゆるみ点検

付 氷量調整及び点検(アイスパンク式の場合〕

帥撹持機モーターのオイル量点検

的電圧の点検
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付 停電時の注意(メインスイッテを必ず切る〕

3 乳質管理

(1) 異常乳を混入しないこと

わずか左異常乳を入れても自己のタンク内の生乳は勿論タンクロ」リーK合乳されたものも汚

染されるので、次の生乳は投入し左いととっ

何) 乳房炎K患っている牛からの生乳

(斗 分娩後 5日以内の生乳。

付 抗生物質等の甥LVC影響のある薬剤を使用して 3日以内K搾乳した生乳。

帥 ワクチン等の生物学的製剤を注射じて著しく反応を呈している生乳。

的 アノレコーJレ反応陽性生乳(2等乳〕

付 その他の異常乳η

(2) 、バルククーラーの洗浄殺菌

バルククーラーを生乳の細菌汚染源Kし左いため、次の洗浄殺菌を励行するとと。

(イ) 水洗い

パノレククーラ}が空Kなったらすぐ温湯で充介水洗いするとと。

(ロ) アjレカリ洗剤液Kよるブラシ洗浄

4 OOC-5 OOC前後の温湯K酪農用アノレカリ洗剤を使用説明書Kよb定められた濃度Kと

かして、スポンジかナイロンブラシで隅々までよく洗うとと。蓋やブリッジの裏面、排乳パノレ

プは特K注意するとと。取り外し可能左部会(境持機、計量器、温度計、サーモスタツト、排

乳パルプ〕は全部取b外しで洗浄するとと。

約 パノレクク}ラー外側の洗浄。

(同で使用した洗剤液を利用して外側を洗浄するとと。

料水ゆすぎ

汚水の容けた洗斉IJ液を完全K取b除くため水を農富K使。て洗い流すこと。

(iW 酸性洗剤液Kよるプラジ洗浄

吉t(坊の洗浄は毎日屯行うが 5日VC1回は酪農用酸性洗剤の 1%溶液で前詔4と同じ方法の洗浄

を行左うととo

殺菌

付) 殺菌は生乳の投入直前(1 5分)に行左うととの

(吋 殺菌剤は使用説明書により定められた濃度K薄め、スプレ ~VC入れて、機内全部K吹きつ

けて~-. 5分間放置し充分殺菌するとと。
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付 次K清潔左水で水洗いし殺菌剤を落すこと。

(3) 設置場所の清浄

(イ) 設置場所を物置がわ!J(rCし左いこと。

(ロ) 機械に使用した洗浄液、殺菌液等を上手K使って清掃するとと。

料 パノレククーラー内に生乳が入っている時は蓋の上からタンクの全体K清潔左布をかけ、ハ

エ、ゴミ等の侵入を防ぐととっ

4 集乳

(1) 集乳方法はタンクローリー車によって庭先で合乳して工場K持込まれるo

(2) 集乳時になける言十量、乳質検査等はホクレンの定める「パノレクク}ラ}設置Kとも左う生乳

の自主検査要領」によるとととするの
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第 12回大会(現地研究会〉に参加して

高橋俊行

(弘前大学農学部〕

去る 47年 9月 11日-12日の 2日間Kわたりー根釧地方の畜産施設・賂農経営Kついての現

地研究会が開催されたので、その様子を次K紹介しよう。 11日1~時 4 0会K主/fI路駅前をパスK

よb出発したわれわれは、国道::38号線を西へ、大楽毛からま bも国道へ入b最初の見学地である

北海道畜産振興公社の釧路食肉処理工場(割11路市新野)へ向う。

到I!路食肉処理工場:北海道畜竜振興公社はホクチクと略称し、昭和生 5年 8月K設立されたが、

その目的は酪農の進展にとも左い増加する乳用雄子牛を肉用として肥育する技術を確立し、その肉

を近代的方法Kよb処理加工し、食肉の生産'流通の近代化Kよb酪農経営の安定と食生活の向上

をはかるととであるQ 4億 6，80 0万円を投じ 46年11月から操業を開始しただけあって、新し

い近代的左施設である。

とζでの作業順序は、けい留場から引き出された牛は体重を測定し、ノツキングベンKないてと

殺銃Kよbと殺され、高架軌条K懸乗されたまま放血・解体・剥皮され、分割作業を経て枝肉と左

るつ枝肉は懸肉室K運ばれ、冷蔵庫K保管される、次K高架軌条Kょb加工室へ運ばれ正肉と左る。

正肉は真空包装され、ダンボーノレ箱K詰められ、チノレド肉(真空包装肉〉として出荷される。

と殺解体能力は大動物1日100頭・小動物 1日20 .0頭であb、冷蔵保管能力は 1日2~ 0頭

である。

施設をみると、動物けい留場 390m人と殺解体室 4.~ 0 ri12、内蔵処理室 27 0 mえ懸肉室 11)0

m3 、冷蔵室 ~ 30m3、冷凍保管室 210m3、資材室や機械室左ど合計 2，07 .4 m2ある。その他K

焼炉80m2、前ヒ槽 430m2を設け、いわゆる畜産公害の防止K意を用いている。

建物・施設が新らしいせいもあるが、室内は清潔で、従業員の顔もいたって明るいのいわゆる、

と殺場といった暗いイメージは全く感じられ左かったことは喜ばしかった。見学予定時刻をオーバ

ーし次の見学地である標茶町育成牧場ヘパスを走らせた。

標茶町多和育成牧場:磯分内K近く、総面積 1.4 7 7.h aを占め、昭和42-46年Kわたり総事

業費 6億 7，7 ? 0万円を投じて完成したものである。‘採草地 2O 0 ha、放牧地 7~ 0 haがある。

夏期間の(5 -1  0月の 15 0日)1日平均放牧頭数は昭和 47年の実績では 2，20 0頭、冬期間

の (10--5月の 21 5日)1日平均舎飼頭数は 40.0頭であったの

農業機械関係の施設は、ト'ラクタと付属機械 8セット 3，19 4 万円、その格納庫 1 棟~ 24m2 
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4 9 8万円がある。乾牧草調製施設としてドライヤ 1台と乾草舎 1棟只 10万円がある。他に電気

関係の施設としては単相線があゐが、動力源としては物足b左い感じがした。

牧場の展望台K沿いて、場員の方から種々と説明を閣いたのであるが、日は暮れてくるし寒いと

いうことで、早々に引き上げ、今夜の宿泊地である養老牛温泉へ車を走らせた。

佐藤牧場:養老牛温泉を早朝K出発したわれわれは、中標津町俣落の佐藤牧場を訪問した。昭和

R 0年群馬県から入植し、現在は兄弟 2人の共同経営である。採草地 70 ha、放牧地 R0 ha、その

他をあわせ 14 2 haの土地と乳牛 8s (うち経産牛 5o )、肉牛 s9を所有している。昭和 4o年

度の経営収支をみると所得率 29婦であって低い感じがする。 1頭当たb乳量は 4150kq脂肪率

3. 4 %であb、全体的Kみて健全経営であるといってよかろう。

ことでの機械施設は、白走ノ、}ベスタ 1セット(5戸共同入トラクタは 77馬力をはじめ 5s 

馬力と 3s馬力合言十日台あり、ワゴン 2台、グラスチヨツパ左どの作業機 8台ある。農機具庫は1

1 R 2 rn2 1棟あるが、狭vヲためと収穫期であった関係からか、か左りの機械類が屋外K放置され

て:T""b、しかも手入れは十分で左いよう陀感じられたの

ととの施設での特長はサイロであるといえそうだ。すでにち基あるが、ほか(!CFRP気密サイロ

を建設中であった。 ζれは某薬品メーカ}の試作品であって、佐藤牧場に設置するものは試作第 2

号というととである(第 1号は広島町K設置したという)。直径4.2rn、高さ 9.7 rn、容積 10 0 

m3、自重 Rtとのととである。 FRPというのは、 Fファイパ}、 Rレインフオースド(強化)、

Pプラスチックの略称で、プラスチックとガラス繊荘とを固めたものといわれている。

FRPの特長はメーカーの説明によると、軽くて機械的強度が大きい、化学薬品K腐蝕され左い

耐光性と耐水性が優れているの衝撃強度が大きく変形しV亡くい、着色が容易で変色や槌色が左い。

遮熱性が大きい、であってまととK結構ずくめというととに在る1)'しかし前述のように試作品であ

。て、今後は気密性、強度、内壁の平滑性、内部の温度と気圧、さらに仕上がbのサイレージの品

質についても調査する予定のようであるつメ}カ}の宣伝どなりとすれば良質のサイレ}ジができ

るはずであり、調査の結果K期待したい。左台、とのサイロ陀ボトムアンロ}ダを設置して、サイ

レージ取り出し労力の軽減をはかっている。

竹下牧場:中標津町俣落Kあb、採草地の oha、放牧地 50 ha 、乳牛 14< 2 (うち経産牛 84)

の経営である。昭和4s年の実績によると、所得率 28婦で低い感じはするが、 1頭当たb乳量

4. s 2 0 kq脂肪率 3.5%であb、まあまあ健全左大型賂農経営といえる。佐賀県から昭和 s1年K

入植したのであるが、九州大学卒の農学士だけあって少々変。た経営を行左。てきた。夏期間だけ

搾乳を主体とする営農により乳牛の増殖をはかり、 3o年頃からは経営が安定してきたので 42年

以後は農業構造改善事業によ b機械の導入・畜舎の新設・離農跡地の購入左どによb、経営の大型
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化をはか。たっ

農業機械の関係では、共有の自走式ハ}ペスタ 1セットのほか、トラクタ 2台、グラスチ1ヨツパ

‘へイモー7・へイレーキ・ヘイベーラ左どの牧草収穫機のほか、スラリーポンプ〔糞尿中の長い

草やわらを細切し、尿を送b出すポンプ)尿散布機やブロードカスF左どの糞尿処理や施肥の機械

左ど2台のトラクタと 9点ほどの作業機を所有している。とれらの機械類を格納するため 13 9 m2 

プロック造bの農機具庫が新築されていた。

われわれが牧場を訪問したのは午前 8時頃であったが、 10時頃から牧草の収穫を行左うという

l ととで(われわれ見学者の便宜も芳えてくれたのであろう)収穫作業K用いるトラクタ・フオレ』

ジハーベスタ・ワインドロ}ア・ワゴン左ど一連の作業機がずらbと整列されていた。機械の保守

管理の状況は良好のように見受けられた。

当農場は 3相電力の正時給がiあるので最近 2.00 O.t容量のアイスパンク式バノレククーラーを導入

し、パイ.プライン搾乳方式の採用と相まって、搾乳の省力化と乳質改善を図っている。また、乾草

の運搬、給飼の省力化を目的として電動キヤリヤが施設されていた勺

糞尿の処理、いずれの牧場Kないても頭のいたい問題であb、バーンクリーナを施設しでも舎内

での労力問題は解決されるが、寒冷多雪地帯では舎外での処理が問題K左る。この牧場のもうひと

つの特長は、スノコ落下式牛舎(8 25m2 )である。スラリーポンプと尿散布機の組み合わせ忙よ

b、合理化をはかっている。との方式は今後とも普及すると思われるが、問題は建設費であろう。

標津俵橋地区大規模草地:中標津町と標津町の中間でやや標津寄bで国道 2'72号線の北側K展

開する草地である。標津町役場の岡本課長さんの説明を聞いたが、放牧地(低位泥炭)5 9 0 ha， 

採草地(沖積士)1 2 0 haある。放牧は 5月下-10月上の 1R 0日間行左うが、 1群200頭

の乳用育成牛を 12群編成し(計 2.2 0 0頭)2 --5日のローテーシヨンKょb放牧する。 10月

上-5月下の 2:3 5日聞はルーズハワジング方式で舎飼する(利用頭数 2日0頭)。利用苅象農家

は標津町 270、中標津町 s0 0である。

草地造成の工法を紹介すると、泥炭地では抜根 (νーキドーザ}明渠堀削 (γ ョベノレ)野地坊主

転圧(湿地フ'ルドーザ〉土じよう改良資材散布(ライムソワ)耕起(ロータベ}タ)鎮圧(ケンプ

リツデローラ)排水(トレンチヤ)播種(グラスラシドドリノレ)鎮圧(クンプリツヂローラ)の順

K施行する。沖積地では、明渠・野地坊主転圧・排水は不用であ 9'、耕起砕土にはプラッシユプνi

ーヵとハロ」を用いるつ

ホクチタ根室肥育実験牧場:最初に見学した食肉処理工場とベア~(rC左った施設といってよい。

寒冷地での屋外肥育方式(フイ}ドロット)による肥育技術の開発と普及を目的とする実験牧場で

ある。月令 14--18ク月の肥育用牛を約6ヶ月間肥育し、生体重 60 0 kqの肉用牛K仕上け'る実
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験を行左い、肥育を終った牛は釧路食肉処理工場へ移す。

施設としては予備肥育ロット、 8，0 0 0 m2 のロット 3 、 • 6，4 0 0 m2のロットとのほかパンカー

サイロ、乾草舎、農具舎、トラックスケーノレ左どがあり、収容能力は 1.0 0 0頭である。各ロツド

Kは簡単左畜舎・水呑場・草舎・総飼槽が備えられているが、乾牧草や飼料の給与に便利左ょう K

施設されているのまた作業の便と保温を兼ねて、一部にロ}ドヒ}テイングが左されている。

根&'11幣農の現況と問題点:食肉処理工場から標茶町育成牧場へ向う車中で根釧農試の金川専技さ

んの講話があった。酪農といえば宗谷天北と比較されがちであれ根釧とくに根室酪農は大型であ

り、大農業機械が普及し、経営内容も飛躍的に発展しているといわれているが、その一部を紹介す

ると、 100戸当たりのトラクタは全道が 20台K苅し根室 35台(宗谷 15)トラック全道 27 

台K苅し 49台(宗谷 12)フオレージハーベスタ 1台に苅し 13台(宗谷 1)へイベ}ラ 1台K

苅し 2台(宗谷 1)という具合で、貴重左資料が多数表示されていた。金川専技の御好意K深く感

謝する次第であるo

現地研究会風景

(ホクテク釧路食肉処理工場事務所前， 4 7年 9月11日)
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研 究 ム』
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司
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ω庶務報告
① 昭和 47年度現地研究会

9月11日(月)、 12日(火)の両目、木隠川地域K沿いて開催した。見学個所は畜産公社牛

肉処理施設、標茶町育成牧場、養老牛温泉(泊、総会、懇親会)、中標津町(幣農家 Z戸、バル

ククーラー施設)、俵橋大規模草地、畜産公社肉牛フィードロットで参加人員は約1 ~ 0名であ

った。

~~ / 

肉牛フィードロ対ト

冷¥標茶

./ ""一養老牛温泉 (f//， てぶご二、ごご

D.， ，-..._ _ (.;代、/ノ ¥ に，つ;二二JJ' ?トγ--''';〆ノ，~?J!¥
人 中標津 i 

標茶町育成牧場ノ ¥ 

む‘，~ • ¥ 

¥， ./- _/" 
'---:.;:'~ .:>-_.~/:' _//・J

メ標茶 \."，:-_.~ (./' 

/ 
----~之ノ

② 昭和 47年度第 2回評議員会

1 0月 21目、北大農学部にないて評議員 6名、、幹事 8名が出席し、シンポジクム開催につい

て討議した。課題はぜパノレククーラ.....;(tLついて'とし、 1 2月中句、札幌市K長いて開催すると

とに決定した。

③ 昭和 47年度ツンポジワム開催

1 2月1:1日(水)、札幌市北海道自治会館K沿いて qバルククーラーについてウのジンポジ
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ワムを開催したっ池内義則氏(北大農学部〉、斉藤亘氏(道中央農試〕、大浦義教氏(道酪農

検査所)、近藤邦広氏(道農務部)、鷲田昭氏(雪印乳業KK)が話題提供し、出席者は約

1 2 0名で活発左討論がなされた。

④ 昭和48年度第 1回評議員会

5月1O日、雪印パーラ-vc台いて評議員 9名、幹事 3名が出席のうえ、昭和 48年度現地

研究会開催について討議し、 9 月中句に天北士肱~vc ないて実施することを決定した。

③会計報告

昭和 4 7 年度会計報告

(昭和4<7年 4月1日~昭和4< 8 年 3 月~ 1日)

般 会 言十 (単位円)

収 入 支 出

前年度より 繰越 7 2.848 会報第マ号発行費 10 5，80 0 

f固 人 会 費 118，300 現. 地 研 r力7ヤ」電 会 費 O 7，310 

~OO円X3 2=9.o 00 パス代 33.50 0 

!) 0 0円X217=108，5 00 主静
16.488 0 
1 2.4 ~ 0 

200円Xl=200 4，900 

賛 助 会 費 145，00 0 γ ンポジューム前刷印刷費 73.300 

5，000円X2 3=115，000 
シンポジューム 費 用10，000円X3=30，000 

会 報 士7会13 上 げ 10，0 00 会 議 費 3，800 

γンポジューム前刷代金 65，100 通 費 44，615 

予 1τ~ 、 芳U 子 10，049 事 務 費 5，266 

雑 収 入 470 次 年 度 繰 越 67.296 

言十 421，76 7 言十 421，7 67 I 

特 1J1j 会 ム
l
-言口 (単位円)

収 入 支 出

前 年 度 繰 越 258，310 次 年 度 繰 越 262.310 

金 7年度指針売上げ(千円〉 4，000 

計 262.~ 10 計 262.31_0_1 

監査報告

昭和 47年度の会計監査の結果、間違いの左いことを認めます。

昭和 48年 5月11日 森田

桜井

修@
充@
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坂東 健

( 0 ) 

出村忠章

堂腰 純

伝法卓郎

(E ) 

榎本博司

遠藤清司

遠藤 工

(F ) 

古谷 将

古屋将邦

企』
ヱミ

郵便番号

() 8 6 ~ll 

065 

096 

082 

070 

087 

060 

044 

060 

069~01 

o 8 O~O 1 

o 8 fì~ll 

o 9 8~~ ~ 

060 

060 

094 

060 

。，89-54

080 

() 8 0 ~14 

員 名 簿

(昭和 48年 11月1日現在)

立立
回 通

住

標津郡中標津町

会 貝[

道立根割I!農業試験場

所

札幌市東区北 19条東4丁目 北原電牧株式会社

名寄市西生条南 3丁目

河西郡芽室町新生 北海道農業試験場畑作部

旭川市 6条 9丁目 旭川市役所

根室市常盤町 根室支庁産業課

札幌市北区北 9条西 9丁目 北大農学部畜産全学科

虻田郡倶知安町北4条東 8丁目 中後志地区農業改良普及所

札幌市中央区北8条西 6丁目 道庁離農草峨郷.g，1

江別市西野幌 582 階農学園大学

河東郡音更町大通 5丁目 十勝北部地区農業改良普及所

標津郡中標津町 道立根~1I農業試験場

天塩郡天塩町字川口 北留萌地区農業改良普及所

札幌市北区北9条西 9丁目 北大農学部農業工学科

札幌市中央区北 8条西4丁目 北海道開発局農業調査課

紋別市幸町 6丁目 西紋東部地区農業改良普及所

札幌市中央区北 4条西 7丁目 北海道畜産会

中川郡豊頃町湧洞

帯広市稲田町 帯広畜産大学農業工学科

河東郡上士幌町児童会館内 十勝北部t-&区農業改良普及所

上士幌駐在所
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氏 名 郵便番号 住 所

藤井健治 o 98-17 紋別郡雄武町字末広町 雄武町役場

藤本義範 o 9 8 -33 天塩郡天塩町宇)11口 北留萌地区農業改良普及所

藤田 裕 080 帯広市稲田町 帯広喜産犬学際農学科

藤田昭= o s 9-1 5 夕張郡長沼町 1区 道立中央農業試験場農業機械部

藤田 保 098-57 枝幸郡浜頓別町 道立天北農業試験，場

福原正人 OfiO 札幌市中央区北 2条西4丁目 三井ピノレ内 日配札幌駐在所

福 家 正 直|い円0川55ト門-→01つ|沙流儲君郡E同町 日高西部地区農業改良普及所

(G) 

郷司昭夫 I0 !'i 2 |有珠君伊達町末永 9 有珠地区農業改良普及所

(H ) 

八戸芳夫 OfiO 札幌市北区北 9条西 9下目 北大農学部畜産学科

橋立賢二郎 089ー01 上川郡清水町南 3条 2丁目 十勝西部地区農業改良普及所

橋本孝信 086 -11 標津郡中標津町東 4条北包丁目 北根室地区農業改良普及所

橋爪徳= 080 F 帯広市稲田町 帯広畜産大学酪農学科

端 1)プ欠h OfiO 札幌市北区北 9条西 9丁目 北大農学部農業工学科ー

早川|正男 o fi 0 割I!路市浦見町 釧路支庁

早川普八 081 上川郡新得町福山 狩勝牧場

早川政市 082 河西郡茅室町新生 北海道農業試験場畑作部

早川勝壱 0.98-33 天塩郡天塩町川口 北留萌地区農業改良普及所

芳賀六男 593 大阪府堺市平岡町 18.3 - 6 マンション平岡 303(長瀬産業主K.)

花ケ前 烹 o 98 -57 枝幸郡浜頓別町字戸出 宗谷家畜保健衛生所

東山啓= 044 函館市赤川通町 20 5 函館地区農業改良普及所

広瀬可恒 OfiO 札幌市北区北 9条西 9丁目 北太農学部畜産学科

』平賀即稔 OsO j 札幌市中央区北 4条西 7丁目 北海道畜産会

平沢 志 08 s -11 標津郡中標津町 道立根釧農業試験場

平山秀介 073 滝川市東滝川 道立滝川畜産試時暢

平田征男 080 帯広市大通南 7丁目 4番地 道東クボタ農機販売KK

堀 i口郁夫 060 札幌市北区北 9条西 9丁目 北大農学部農業工学科

干場秀雄 o 80 帯広市稲田町 帯広畜産大学農業工学科

北九中央会 I080 
帯 支所

|帯広市西お条南 7丁目 14 
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氏 名 |郵便番号 住 所

( 1 ) 

今淵宗男 OfiO 札幌市中央区北4条西 1丁目 ホクレン畜産事業本部

伊藤鉄太郎 0，86-11 標津郡中標津町 道立根釧農業試験場

伊藤道秋 OsO 札幌市北区北 9条西 9T目 北大農学部農業工学科

伊藤和彦 060 札幌市中央区北 9条西 9丁目 北大農学部農業工学科

池 主主 重 o 61 ~O 1 札幌市豊平区羊ケE 北海道農業試験場苔産部

池内義則 0'60 札幌市北区北9条西9丁目 北大農学部農業工学科

石井俊貞 089~38 足寄郡足寄茅登市街 足寄役場茅登支所

石坂光男 o 9 8 ~3-3 天塩郡天塩町川口 北留萌地区農業改良普及所

五十嵐i 辰夫 180 武蔵野市八幡町 2-3..;..14 鉄興社中央研究所

五十嵐義任 086~11 標津郡中標津町 道立根到"農業試験場

井谷定幸 098~16 紋別郡興部町 興部町役場農林課

井芹靖彦 080~01 河東郡音更町大通5丁目 十勝北部地区農業改良普及所

市川 舜 。69~o 1 江別市西野幌 582 酪農学園大学
市川武雄 o 98 ~5 7 枝幸郡浜頓別町旭ケ丘 宗谷家畜保健衛生所

猪野毛 好 061~13 恵庭市島松イ中町 石狩南部地区農業改良普及所広島駐在所

入沢充穂 Ö69~13 夕張郡長沼町東6線北 15号 道立中央農業試験場

市丸弘幸 08 6 ~11 標津郡中標津町東会西 B 北根室地区農業改良普及所標津駐在所

(K ) 

門脇 博 Oö1~01 札幌市豊平区羊ケ正 北海道農業試験場物理部

帰山幸夫 o 61 ~O 1 札幌市豊平区羊ケ正 北海道農業試験場畜産部

上出 純 073 旭川市 8条 12/丁目 旭川開発建設部

亀岡敏彦 070 釧路市幣舞町 北海道開発局釧路開発建設部

笹田勝基 073 滝川市東滝川 道立滝川畜産試験場

海江田尚信 060 キ凶兎市中央区北4条西1丁目 ホクレン畜産事業本部

加勢 孝 060 札幌市中央区北4条西6丁目 ι 北海道開発コンサノレタント株式会社

金川|博光 077 留萌市高砂町 留萌開発建設部

金川直人 086~11 標津郡中標津町 道立中路川農業試験場

唐橋 需 365 埼玉県鴻巣市大字鴻巣 1227 農事試験場作業技術第2研究室

柏木 甲 061-01 札幌市豊平区羊クE 北海道農業試験場畜産部
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氏 名 郵便番号 住 所

堅田 彰 020 -0 1 盛岡市下厨川字赤平 東北農業試験場畜産部

川上 J忠 071-14 上川郡東川町西生号南 1番地 東川町農業協同組合

川上克己 069-01 江別市西野幌 陥農学園大学

河崎 嵩 086-11 標津郡中標津町字茶志骨パイロット

川島洋= 096 名寄市西4条南2丁目 名寄地区農業改良普及所

川原敬治 099-14 常日郡訓子府町駒呈 ホクレン種畜改良牧場

金子 忠 049-54 虻田郡豊浦町字幸町 豊浦町農協

釜谷重孝 098-33 天塩郡天塩町川口 北留萌地区農業改良普及所

木原義正 o 61-01 札幌市豊平区羊クE 北海道農業試験場畜産部

菊地 力 074 深川市7条7番 2号 北海道電力深川営業所

菊池 富治 044 倶知安町南3条東8丁目 中後志地農業改良普及所

木下善之 061-01 札幌市豊平区羊ケ丘 北海道農業試験場畜産部

桐山優光 06 9-13 夕張郡長沼町東6線北15号 道立中央農業試験場

北 誠 061-05 樺戸郡月形町役場内 空知中部地区農業改良普及所

北村方男 061-01 札幌市豊平区羊ケ丘 北海道農業試験場畜産部

北守 勉 098 -57 枝幸郡浜頓別町 道立天北農業試験場

小竹森訓央 060 札幌市北区北9条西9丁目 北大農学部酪農科学研究施設

小林久男 061-01 札幌市豊平区里塚278 日熊工機株式会社

小林道彦 060 札幌市中央区北3条西7丁目賂農センター内 北海道酪農協会

小松芳郎 061-01 札幌市豊平区羊ケ丘 北海道農業試験場畜産部

小南 豊 089-36 中川郡本別町イ山美里 道立農業講習所

小崎正勝 o 60 札幌市中央区北3条西 6丁目 北海道農業改良謀

加葉田剛吉 060 札幌市中央区北4条西1丁目 北農中央会

日 下 博 060 -9 1 札幌市東区苗穂町 36 雪印乳業(株)隅農部

朽木太一 071-14 上川郡東川町西4号南1番地 大雪地区農業改良普及所刻|駐在所

久米小十郎 o 6Cl-01 江別市西野幌 58 2 略農学園大学

黒沢不二男 073 清川市東滝川 道立滝川畜産試験場

近藤知彦 041-12 亀田郡大野町 i首南農業試験場

工藤吉夫 061-01 札幌市豊平区羊ケE 北海道農業試験場畜産部

(M ) 

松明繁夫 069--:-13 夕張郡長沼町東 6線北 15号 遁立中央農業試験場
一一一回-'---
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氏 名 郵便番号 住 所

松居勝広 o s 0 札幌市北区北 9条西9丁目 北大農学部農業工学科

松田従三 060 /1 /1 

松 田俊幸 。55.....01 沙流郡平取町本町 日高西部地区農業改良普及所

松見高俊 060 札幌市北区北9条西 9丁目 北大農学部農業工学科

松木 功 086 ~11 標津郡中標津町 i首立根釧農業試験場

松村 宏 081 上川郡新得町 道立新得畜産試験場

松尾信三 073 滝川市東滝川 道立滝川畜産試験場

松岡 栄 080 帯広市稲田町 帯広畜産大学酪農学科

松井武志 085'-11 阿寒町鶴居村幌呂 幌目農業協同組合

松、川五郎 06(， 札幌市西区琴似町山の手6条 1丁目

松本圭右 087 根室市常盤町3丁目 28番地 根室支庁経済部産業課草地係

松本達夫 060 札幌市中央区北2条西 19丁目 札(財幌存)続北総海道合庁開舎発協内会

松谷隆志 098.....5 5 枝幸郡中頓別町 宗谷中部地区農業改良普及所

松沢裕一 08 8 ~23 川上郡標茶町川上町 釧路北部地区農業改良普及所

蒔田秀夫 086-11 標津郡中標津町 道立根&'11農業試験場

増田益男 069-12 夕張郡由仁町字由仁 由仁農協

目 黒勝春 0()7 江別市 1条2丁目江別市農協内 石狩南部地区農業改良普及所

江別駐在所

目 黒義亮 098 -3 3 天塩郡天塩町 天塩町役場寺業課

峰崎康裕 081 上川郡新得町 道立新得苔章試験場

水戸東治 099-21 常日郡端野町2区 端野農協

三浦四郎 063 札幌市西区発寒 3-3-186

三島哲雄 o () 1 ~O 1 札幌市豊平区羊ケ丘 北海道農業試験場畜産部

三品賢二 077 留萌市高砂町 南留萌地区農業改良普及所

三股正年 061-01 札幌市豊平区羊ケ丘 北海道農業試験場草地開発第一部

光本孝次 080 帯広市稲田町 帯広畜産大学酪農学科

溝 浩 Oo9-01 江別市西野幌 582 賂農学園大学

宮本啓二 080 帯広市稲田町 帯広害産大学農業工学科

宮沢香春 o 61-n1 札幌市豊平区羊ケ正 北海道農業試験場草地開発第一部

宮沢典義 335 埼玉県蕨市北町1-2()-21 日本車輔蕨寮

桃野作次郎 060 札幌市北区北9条西 9丁目 北大農学部農業経済学科
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氏 名 郵便番号 住 所

方ー←l' 二三男 089-15 河西郡更別村字更別南 2線 92番地 十勝南部地区農業改良普及所

更別村駐在所

森 勉 098-33 天塩郡天塩町字川口 北留萌地区農業改良普及所

森 紘照 060 札幌市中央区北8条西8丁目富土ピル 三晃化学(株)

森糸繁太郎 049-56 虻田郡虻田町a入江公宅 10号

森田 修 069-01 江別市大麻東町 21-8

棟方惇也 060 札幌市北区北10条西4丁目 北海道開拓農業連合会

村井信仁 082 河西郡芽室町新生 道立十勝農業試験場

(N) 

中川忠昭 086-11 標津郡中標津町 道立根釧農業試験場

中松喬三郎 062 札幌市豊平区福住 26-11

中本憲治 062 札幌市農平区月寒東4条9丁目 北海道開発コンサルタントKK

中沢 功 082 河西郡芽室町新生 北海遁農業試験場畑作部

長野 宏 099-44 斜里郡清里町羽衣南区 斜網東部地区農業改良普及所

長岡英之 060 札幌市北区北9条西9丁目 北大農学部農業工学科

南部 '悟 。80 帯広市稲田町 帯広苔産大学農業工学科

難波直樹 329 -27 栃木県那須郡西那須野町 農林省草地試験場家達書E

楢崎 昇 069-01 江別市西野幌 582 賂農学園大学

西部圭一 098-41 天塩郡豊富町西1条 5丁目 宗谷北部地区農業改良普及所

西部慎三 061-01 札幌市豊平区主ケ丘 北海苔農業試験場企画連絡室

西本義典 080 帯広市西 1条南 9T目 北農中央会十勝支部

西村充一 073 滝川市東滝川 道立滝川畜幸試験場

西埜 進 Oo9-o1 江別市西野幌 582 略農学園大学

西塚直久 os1-05 樺戸郡月形町 空知中部地区農業改良普及所月形駐在所

忍関向武 o 60 札幌市中央区北4条西 1丁目 北農中央会

野田哲治 088-14 厚岩郡浜中町茶内 浜中農協

野村 喬 o s9-0 1 江別市西野幌58 2 賂農学園大学

野村 貞 。68 岩見沢市並木町 22 空知中央地区農業改良普及所

納田 裕 086-11 標津郡中標津町東4条北3丁目 北根室地区農業改良普及所

(0) 

岡村俊民 o 60 札幌市北区北9条西9丁目 北大農学部農業工学科
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氏 名 郵便番号 住 所

岡本全弘 081 上川郡新得町 道立新得畜産試験場

岡本喜代治 086-16 標津郡根室標津町役場 農林謀

越智光正 n71-05 上川郡上富良野町役場内 農業改良普及所

越智勝利 o 61-01 札幌市豊平区東月寒27 北海道家畜改良事業団道央事業所

及川 寛 081 上川郡新得町 新得畜産試験場

小野哲也 080 帯広市稲田町 帯広畜産大学農業工学科

小野瀬 勇 088-23 川上郡標茶町桜町 ffJlI路北部地区農業改良普及所

大橋 忠 048-17 虻田郡留寿都村字留寿都 南羊蹄地区農業改良普及所

留寿都駐在所

大橋和政 089-15 河西郡更別村字更別南 2条 92番地 十勝南部地区更農別業村改駐良在普及所所

大岩 良 080 帯広市北 14条南 6丁目 十勝家畜保健衛生所

大久保正彦 060 札幌市北区北9条西 9丁目 北大農学部苔在学科

大浦義教 060 札幌市中央区北8条西7丁目酪農センタ} 北海道賂農検査所

大森昭二 081 上川郡新得町 道立新得畜産試験場

大本昭弘 。99-14 常呂郡訓子府町駒里 ホクレン種畜改良牧場

大川勇三郎 101 東京都・千代田区大手町 1-8-3 全農東京業務支所

小JlI 主→主宜主 097 稚内市大黒 2丁目 ホクレン稚内支所

小JlI 博 o 71 ~() 2 上川郡美瑛町中町2丁目 大雪地区農業改良普及所

近江嘉博 098 -57 枝幸郡浜頓別町旭ケE 宗谷家畜保健衛生所

近江谷和彦 n60 柏幌市北区北9条西 9丁目 北大農学部農業工学科

小倉紀美 086-11 標津郡中標津町 道立沖地111農業試験場

奥田信義 o o5 札幌市東区苗穂町 36 サツラク農協

長品集長 ...a..s_Q_ ヰ国晃存中突~~案苛「子目 道庁農業接長課

( s ) 

佐野信一 () 8 6 ~11 標津郡中標津町 道立中贈11農業試験場

匂坂昭吾 073 滝川市東滝川 道立滝川畜産試験場

沢村 1告 ool-n1 札幌市豊平区羊ク丘 北海道農業試験場草地開発第一部

沢口 明 o ~9-24 静内郡静内町字御幸町 日高中部地区農業改良普及所

斉藤 日 061)-13 夕張郡長沼町北長沼 道立中央農業試験場農機部

斉藤 斉 057 浦河郡浦河町堺町 83-1 日高東部地区農業改良普及所

斉藤利雄 0制イ
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氏 名 郵便番号 住 所

酒井義広 OC}C}-21 常呂部端野町字端野 端野農協

桜井 允 o 5 C}-13 夕張郡長沼町東日線北15号 道立中央農業試験場畜産部

佐原浩二 05 C}-O 3 岩見沢市申幌向町 71の2 久保田鉄工車輔技術部北海道分室

佐藤 博 050 札幌市北区北18条西9丁目 北大獣医学部

佐藤和男 。73 滝川市東滝川 道立滝川畜産試験場

佐藤繁雄 088-23 川上郡標茶町字川上町主JII路北部地区農業改良普及所

佐藤 実 086 -0 2 野付郡別海町字西別 南根室地区農業改良普及所

佐藤拓次郎 o 7 9-01 美唄市美唄 1610-1 専修大学北海道短期大学

佐藤忠昭 o 55 -0 1 静内郡静内町字御園 農林省新冠種害牧場

佐藤秀雄 07 C}-2 2 上川郡占冠村 富良野地区農業改良普及所占冠村駐在所

佐藤正三 0C}8-57 枝幸郡浜頓別町 道立天北農業試験場

曾根章夫 081 上川郡新得町 道立新得畜産試験場

倖島克己 05C}-13 夕張郡長沼町 道立中央農業試験場農業機械部

杉山英夫 050 札幌市中央区北4条西?了目畜産会館 北海道畜産会

住吉正次 081 上川郡新得町 道立新得畜産試験場

首藤新一 050 札幌市中央区北4条西 1丁目 ホクレン畜産事業本部

鈴木省三 ORO 帯広市稲田町 帯広畜産大学階農学科

鈴木 昇 o !) 8 -02 幌泉郡えりも町字歌別 北海遁襟裳肉牛牧場

佐々木春夫 034 青森県十和田市三本木字下平 50 佐々木農磯株式会社

寒河江洋一郎 o C} 8.....，.!) 7 枝幸郡浜頓別町 道立天北農業試験場

背戸 自告 o S)8-3 3 天塩郡天塩町川口 ヰト留萌地区農業改良普及所

赤城望也 o o 0-91 札幌市中央区北4条西 1丁目 ホクレン種苗課

白波瀬幸男 o 99-01 網走市字北浜C}C}番地 南網走農業協同組合

白井俊三 Ii 55 札幌市東区苗穂町 8丁目 サツラク農業協同組合

i四野見悠喜男 fl5fl 札幌市中央区北3条西?丁目水産ビル 農地開発機械公団北海道支所

品沢寛文 0C}5 士別市西士別町東ノ沢

篠原紀世史 082 河西郡芽室町新生 道立十勝農業試膨易

進藤重 作 lioO 札幌市中央区北 3条西?丁目水産ピノレ 農業開発機械公団北海道支所

島田実幸 05C}-13 夕張郡長沼町北長沼 i首立中央農業試験場農業機械部

(T ) 

多田重雄 050 札幌市北区北 1C}条西9丁目 北大農学部第2農場
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氏 名 郵便番号 住 所

田 中正俊 073 滝川市東滝川 道立滝川畜産試験場

田 中 著、 OQCl-14， 常邑郡訓子府町駒里 ホクレン種畜改良牧場

田中貞美 o 7 9-01 美唄市美唄1601-1 専修大学北海道短大

高井宗宏 060 杓幌市北区北9条西9丁目 北大農学部農業工学科

高石克己 060， 札幌市中央区北4条西 1丁目 ホクレン畜産資材課

高橋俊行 036 弘前市文京町 弘前大学農学部農業工学科

高橋英紀 OoO 札幌市北区北9条西9丁目 北大農学部農業工学科

高畑英彦 080 帯広市稲田町 帯広畜産大学農業工学科

高倉正臣 073 滝川市東滝川 道立滝川畜産試験場

高野信雄 32 Cl-2 7 栃木県那須郡西那須野町 農林省草地試験場牧草部

高野定郎 。のo 札幌市中央区北会条西7丁目畜産会館内 北海道畜産会

高安一郎 036 弘前市文京町 弘前大学農学部

滝沢寛禎 069.....13 夕張郡長沼町東 6線北 15号 道立中央農業試験場

武田太一 036 弘前市文京町 弘前大学農学部農業工学科

武田 明 000 札幌市中央区北 8条西7丁目酪農センタ寸巧 北海道農業開発公社

竹薗 尊 001-01 札幌市豊平区羊ケ丘 1 北海道農業試験場物理部

竹内 寛 060 札幌市中央区北3条西7丁目 北海道農業会議

丹代建男 073 滝川市東滝川 道立滝川畜産試験場

谷口隆一 073 I! 11 

寺尾 日出男 oOO 札幌市北区北 9条西 9丁目 北大農学部農業工学科

寺島 正 o C)8 -01 上川郡和寒町農協内 士別地[55農業改良普及所和寒町駐在所

戸田節郎 082 河西郡芽室町新生 北海道農業試験場畑作部

鳶野 保 061-01 札幌市豊平区羊ケE 北海道農業試験場草地開発第一部

烏山正雄 000 札幌市中央区大通西 5丁目 全農札幌支所飼料畜産部

所 芳日 暢 073 滝川市東滝川 道立滝川畜産試験場

泊川 宏 065 札幌市東区北1g条東4丁目 北原電牧株式会社

谷 喜久次 001.....01 札幌市豊平区羊ケ丘 北海道農業試験場農業物理部

時枝 久 086-11 標津郡中標津町 ホクレン中標津支所

豊川好司 036 弘前市文京町 弘前大学農学部

坪松戒三 036 11 11 

土 田鶴吉 08 g.....o 1 上川郡清水町下美蔓日本酪農協同農場(札幌市西区手稲富丘187-28)
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氏 名 郵便番号 住 所

土谷紀明 οRO-24 帯広市西 21条北 llf目 土谷特殊農業機具製作所

土屋 馨 れ89-35 中川郡本別町字仙美里 道立農業講習所

堤 義雄 050 札幌市北区北 9条西9丁目 北大農学部畜産学科

常松 哲 。79ー 01 美唄市美唄 1010 専修大学北海道短期大学
(u ) 

上田義彦 104 東京都中央区銀座 4-9-2 全酪連

上村慶治 o 50 札幌市中央区北 4条西2丁目 ヤンマー農機(株)技術研究所

上山英一 000 札幌市北区北 9条西9丁目 北大農学部酪農科学研究施設

宇那木宏昌 。7p，-o 2 旭川市永山町 7丁目 45ノ1 全農北海道話習所
裏 悦次 ()P，1 上川郡新得町 道立新得畜産試験場

浦上 清 o p，o 帯広市稲田町 帯広喜子産大学

梅津典昭 o R 5 札幌市北区北20条西4丁目宮崎ピノレ オリオン機械KK

梅田安治 ()00 札幌市北区北9条西9丁目 北大農学部農業工学科

鵜沼緑野 088-14 厚岸郡浜申町茶内 釧路東部地区農業改良普及所

(W) 

境田 u口1口3 () 60-91 札幌市東区苗穂町B6 雪印乳業(株)酪農部

渡辺 寛 081 上川郡新得町 i首立新得苦手産試験場

渡辺正雄 o ¥)8 -5 7 枝幸郡浜頓別町 浜頓別町北オホーツク畜章センタ}

渡辺信吾 050 札幌市中央区北1条西 17丁目北都ピJ所l 北海道ヰセキ農機販売(株)

渡辺良雄 053 苫小牧市表町 15-14 ホクレン苫小牧支所

(y ) 

安田昭彦 ()85 割11路市幣舞町 北海道開発局#)11路開発建設部

保田 博 o R2 札幌市中央区北4条西6丁目 北海道開発コンサノレタント(株)

山田勝美 () 59-13 夕張郡長沼町東6線北15号 道立中央農業試験場経営部

山田正義 058 -07 タ援市沼の沢 1n 2 空知南東部地区農業改良普及所

山 島 由光 ()82 河西郡芽室町新生 道立十勝農業試験場

山崎了介 050 札幌市中央区北4条西7丁目畜産会館内 北海運畜産会

山下陽照 081 上川郡新得町福山 狩勝牧場

米内山昭和 073 滝川市東滝川 選立湾川畜産試験場

米田裕紀 n73 H /1 

梁 川 良 000 札幌市北区北 18条西9丁目 北大獣医学部
一
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氏 名 郵便番号~ 住 所

吉田富穂 oso 札幌市北区北 9条西 9丁目 北大農学部農業工学科

吉田 稔 o s 1-2 41 札幌市西区手稲富E:1 R 7 

=Eと1 田 寿一 o S) R -57 枝幸郡浜頓別町 浜頓別役場

吉田 '悟 081 上川郡新得町 道立新得畜産試験場

吉田一男 o 7 9-01 美唄市美唄1610-1 専修大学北海道短期大学

吉田則人 080 帯広市稲田町 帯広畜産大学草地学科

吉井栄治 os3 札幌市北区新琴似R条 12丁目池上マンシヨン 1号室

吉谷川 泰 0S)CJ-14 常呂郡訓子府町駒里 ホクレン種畜改良牧場

芳垣 勲 530 大阪市北区茶屋町 s2 ヤンマー農機(株)技術研究所

弓座澄夫 o S) 3-05 常目郡佐呂間町 東紋東部地区農業改良普及所佐巴間駐在所

八幡林芳 sS)4-01 島根県大田市川合町 中国農業試験場畜産部

( 言十 286名)

新入会(4 8. 1 2. 1 1 現在)

1 

1榎本泰明!060 札幌市北区北 9条西 9丁目 北大農学部農業工学科

!後藤 美城 I060 ¥札幌市中央区北4条西 1丁目ホクレンピノレ 北海道家畜改良事業団

東 勝利¥064. 札幌市中央区南19条西 12丁目 駒ニットワ

細川泰二¥135 ¥東京都江東区東雲 1-9-31 三菱製鋼働機械事業部

石束宣明 1 061ー011札幌市豊平区羊ケ正 北海道農業試験場物理部

桃野 寛¥060 ¥札幌市北区北 9条西 9丁目 北大農学部農業工学科

=上 昇 ¥061-01¥札幌市豊平区羊ク丘 1 北海草農業試験場

松山竜男¥06 1-01¥"  " 物理部

名久井 忠¥0 8 2 河西部茅室町新生 H 畑作部

大槻清彦 10 6 1ー011札幌市豊平区羊ク正 H 畜産部

大根田 裏 10 61ーo1 1 "  " 物理部

奥村隆雄¥1 3 5 東京都江東区東雲 1-9-31 三菱製鋼蜘機械事業部

関谷 嬬 10 8 0 1帯広市大通南 7丁目 北海道クボタトラクター販売脚道東支社

沢口則昭 I060 札幌市中央区北4条西1丁目 ホクレン種苗課

斉藤和郎¥060 ¥札幌市中央区北8条西8丁目富士ピノレ クボタ鉄工蜘

山本和博 I080 I帯広市稲田町 帯広畜大農業工学科
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編集後記

第 8号を台届けします。例年、会報は 7月頃K発行してまい bましたが、ととしは、遅れK遅れ

て師走K左ってしまいました。すべての責任は編集幹事Kあります。心からな詑び申し上げます。

本号は、どらんのように、昨年の第 13回大会のパノレククーラ --:-VLついてのシンポジウムを中心

K編集しました。講演要旨は、予稿K加筆して載いたもので、シンポジウム K出席され左かった方

Kも充分に街B里解願えるものと思います。 I3-A規格」、 IIDF規格」、「パノレククーラーの

正しい取扱」の資料は、会計幹事の池内先生K蒐集・翻訳をな願いしたものです。御活用下さい。

昨年第 12回大会の現地研究会は、研究会記事Kもあるとなb、約 130名の参加で、極めて盛

会。しかもはるばると津軽の海のむとうから参加された弘前大学の高橋先生からは、玉稿を載きま

した。ととしの現地研究会も好評裡に終りましたが、とれについては次号の記録K載せる予定です。

<蔭の戸:本研究会が盛会左のは、懇親会も充実しているからである>

本号陀は、関連研究会(家畜ME研究会)の発足を紹介をしたニユース欄を設けました。関心を

持たれる方もあると思われますので、会長の#ゆるしを得て紹介した次第です。入会希望の方は滝

川畜試の事務局へどうぞ。

毎号、会員名簿を収録し、誤り左きを期していますが、会員各位の移動の情報を適確Kキヤツチ

でき左くて、御迷惑をなかけする場合が、ま〉あります。勤務先等の変更が生じた時は、事務局へ

是非御{報願います。郵便番号もな;転れ左〈。

北海道家畜管理研究会報第 8号

北海道家畜管理研究会
編集兼発行者

会長 広瀬可恒

( 4 8、11、15 朝日田康司)

昭和 48年 12月 15日 印刷

昭和 48年 12月20日発行

(会員領布〉

060札幌市北区北 9条西 9丁目

北海道大学農学部内

電話 011-711-2111(代表)

郵便振替口座番号小樽 4799 

北海道拓殖銀行大学前支庖

口座番号 086-760

| 印刷所 ヰ舗道大学生活協同組合プリント部
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第 1 条

第 2 条

第 8 条

第 4 条

第 5 条

t 、

第 6 条

第 7 条

第 8 条

第 9 条

第 10条

ー北海道家畜管理研究会々則』

本会は北海道家畜管理研究会と言い、その事務局を北海道大学農学部K置〈。

本会は家畜管理等陀長ける機械化、省力化、衛生管理並びVてその経済性左ど陀関す

る研究の促進及びその健全左普及を図るととを目的とする。

本会は目的を達成するため陀次の事業を行う。

1 講演会及び研究会の開催。

2 機関誌の干IJ行o

8 その他本会の目的を達する陀必要とする事業。

本会は本会の目的陀賛同する個人及び団体で構成する。

本会は役員として会長1名、副会長1名、評議員、幹事、各若干名及び監事 2名を

長¥0役員の任期は 2ク年とする。但し再任を妨げ左い。会長は会務を総理し、本

会を代表するo 評議員は講演会、研究会その他本会の目的達成陀必要とする事業を

企画し評議するo 幹事は庶務、会計、編集その他日常業務を執行する。左軒、本会

陀は顧問を;j;'"ぐととが出来るo

評議員、監事は総会陀恥いて会員より選任する。会長及び副会長は評議員より互選

し総会にかいて決定する。幹事は会長の委嘱陀よるo

会員を分けて普通会員及び賛助会員とし、普通会員は個人とし、その会費は年 500

円とするo 賛助会員は個人又は団体で、その会費は年1口5，000円、 1口以上と

するo

総会は毎年1回開催し、会の運営K関する重要左事項を決定する。必要陀応じて臨

時総会を開くととが出来るo

本会の会計年度は 4月1日よ b翌年 8月31日までとする。

本会々則の変更は総会の決議陀よらまければ左らをい。
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